
    
      
        
      
    

  









































これはゾンビですか？５




ああ、マイダーリンはロクデナシ
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　吐はく溜ため息いきも白くなり、シャツ二枚の上にジャージを着ていても寒さが消えない冬の日。

　今日の体育は、持久走だった。

　学校から歩いて三分ほどの所にある大きな墓場をぐるりと回って校門まで戻もどる、生徒達から『お墓参り』と名付けられているコースを三周する。

　三周した者から自由に行動出来ることから、さっさと走りきってしまう人間と、時間一いつ杯ぱい使ってのんびり歩く人間と二種類いるのだが、俺は後者だった。

　天候は晴れ時々曇くもり。俺はただの高校一年生に見えるが、これでもゾンビなんだ。

　太陽の下、そんなに粋いきがって走り回れるほど、元気じゃない。

　一周でちょうど一時間が終わるように調整しながら、雲に太陽が隠かくれるタイミングで歩いていた。

　ふと目の端はしに、身を屈かがめて欽きんちゃん走りをするツンツン頭にメガネの男が一人。

　彼の名は『織おり戸と』だ。我が校きっての変態で、妙みような横走りを見せているのも、後ろを走る女子の弾はずむ胸と、前を走る女子の揺ゆれ動うごくお尻しりを満まん遍べんなく交こう互ごに見るためだ。

　——この寒い中、よくそんなことをする元気があるな。みんな気分がだれてるのに、一人だけ別の意味でハアハア言っている。

「心頭をエロくすれば、火もまた涼すずし」

　以前、そんな言葉を発していた織戸のウザったらしい顔を思い出した。

　何かに夢中になっているときは、嫌いやなことも忘れられる。って意味なのかは俺にはわからない。ただ、エロを肯こう定ていしたいだけとも取れるその言葉を、彼は今、身をもって証明して……まあ、あんなツンツン頭のことはどうでも良いな。

　さて——と。そろそろ俺も本格的に走ろうかな。なんて考えていたとき——

「なーにやってんだ相あい川かわー。追いついちまったじゃねーかぁ。ちんたら走ってると、オレが優勝持ってっちまうぜ！」

　元気な声が俺を呼んだ。

　……体育に優勝とかねえよ。

　俺はその声の主が誰だれであるかは分かっていたので、振ふり返かえることもせずに、

「おう、トモノリ」

　とだけ返した。

　どうせそこにはアホみたいな笑顔をした少女が立っていて、「トモノリ言うな～」とか言い出すのは分かっていたのだ。

「トモノリ言うな～。男みてぇに聞こえるじゃねーかー」

　一○○メートル走ぐらいの感覚で走ってきた彼女の名前は『吉よし田だ友紀』。

　読み方は『よしだゆき』なのだが、そのボーイッシュさから、みんなに『トモノリ』と呼ばれ、からかわれている。彼女を知る人間の八割はトモノリと呼ぶだろう。

「いい加減諦あきらめろよ」

　定着してしまったモノは、覆くつがえらない。

「諦めねえっ！　オレは絶対『ユキ』って呼び方を定着させてやるぜ！」

「テンション高いなー。良い事でもあったのか？」

　ちらりと目を向けると、そこにはジャージの上着に短パン姿をした短たん髪ぱつの少女が、砂場でバケツをひっくり返して巨きよ大だいな城を作り上げている少年のような、無む邪じや気きな笑顔をしていた。

　息を切らした様子はなく、歩く俺の横でピョンピョン跳はねている。

「おう！　もう楽しくて楽しくてしかたねーんだ！　やっぱり走るのって楽しいよなっ！　相川も、そう思うだろ？」

「そう、思わないな」

「なんだよ相川ー。ほら、オレと一いつ緒しよに走ろうぜっ！　夕日に向かってダッシュっ！」

「夕日出てねえよ。こんな寒い中でマラソンなんか出来るか。今、何周目だ？」

「五周目！　今ダントツ一位爆ばく走そう中だったんだぜ？」

　そりゃあ、みんな三周以上する気ないだろうからな。友紀は一応陸上部だったことを思い出した。確か、将来を期待されたアスリートだ。

　まあ、こいつは血を吸う忍にん者じやだったりするから、その超ちよう人じん的てきな力を使えば全国大会でも優勝出来るだろう。他に吸きゆう血けつ忍者やバケモノがいなければ——だけどな。

　吸血忍者以外にも、超人的な奴やつらがこの世界にはいっぱいいる。

　魔ま法ほうの世界『ヴィリエ』からやってきた『魔ま装そう少女』や、死者の世界『冥めい界かい』からやってきた『メガロ』とかな。

　視線を落とすと、短パンから伸のびる健康的なおみ足の神こう々ごうしい輝かがやきが。

　……眩まぶしい。友紀は漂ひよう白はく剤ざいでも使ったのかと疑ってしまいそうな、白くて綺き麗れいな肌はだをしている。

　なるほど、ジャージじゃなくて短パンなのは陸上部のユニフォームなのだろう。体育はブルマ時々短パンの割合でやって貰もらいたいモノだ。

　女の子の肌は男に比べて柔やわらかそうだな。なんて感想を抱いだくのは、俺がゾンビだからだろうか？　はたまた、男子高校生であるが故ゆえなのだろうか。

「それにしても寒いな」

　俺は曇り空ぞらを見上げる。冬の空はご機き嫌げん斜ななめのようだ。

「寒いときこそマラソンだぜ！　なんだよ相川。溜ため息いきばかり吐ついてさー」

「もうその……『寒いときこそマラソン』って発想が、溜息の原因だ」

「そういやぁ、なんでいつも冬にマラソンしたがるんだろーなー。オレにはさっぱりわかんねぇ」

「暑い日だと日射病だとか、発はつ汗かんによる脱だつ水すい症状とか色々大変だからじゃないか？」

「相川、お前が英語得意なのはわかったから——日本語で喋しやべってくれよ～」

「一字一句全てが日本語だ。——つまり、走るとどうせ暖かくなるってことだよ。夏だと暑すぎるだろ？」

「おおーっ！　きっとそうだぜ！　すげえよ相川っ！　お前、天才だったのかーっ！」

　別に俺は天才というわけでも、後光を発生させるような威い厳げんある死人という訳でもないのだが、友紀は青せい天てんの霹へき靂れきに会心の一いち撃げきを喰くらわされ、目からウロコでも落ちたかのような——まあ、とどのつまり、感かん銘めいを受けていた。

「ところで、クリスの足取りはつかめたか？」

　俺はまるで昔の刑けい事じドラマに出てくる捜そう査さ一課の課長みたいな口調で話を切り替かえながら歩き出す。

　友紀も表情を戻し、俺の横をゆっくりと歩いていた。

「んー、あんまりそれらしい情報はねーなー」

　両手を頭の後ろで組み、空を仰あおぎながら友紀がのんびりと言った。

「そうか……」

　学園祭のときに復活した魔装少女、『クリス』の足取りを友紀に追って貰っていた。

　というのも、ただ死んでるだけのゾンビ高校生では人捜さがしなんか出来ない。

　だが、友紀は忍者。情報収集と言えばスパイか忍者かの二択たくしかないと言っても過言ではないだろう。

　だけど友紀は言こと葉ば遣づかいから見て取れるように、頭が良い方じゃない。だから、それほど期待はしていなかった。

　吸血忍者の知り合いは、まだ学校にいる。あまり頼たよりたくはないんだが——

「あ、あれサラスバティだよな？」

　噂うわさをすればなんとやら、一人の女生徒が学校へ向かって歩いていた。

　今はすでに四時間目だが、重役出勤なのか、サボっていたのか、どう見ても登校中だった。

　きゅっと引ひき締しまった細い足を、黒いストッキングが覆おおっている。その長く美しい足を強調したいのか、それとも今きよ日う日びの女子高生が大だい胆たんすぎるのか、スカートはミニミニだ。

　腰こしまで届く、長くさらっさらの髪かみ。整った綺麗な顔立ちをした、大人びた美女がこちらへ歩を進める。あっちも俺に気づいたようで、ふっと口くちの端はしを釣つり上げた。

　俺はそんなサラスに声を掛かけず、すれ違ちがう。

「あれ？　相川ー。挨あい拶さつしないのか？」

　友紀はそれが不思議だったようで、自分も声を掛けられず俺の横を付いてきていた。

「…………」何も答えられなかった。

　学園祭の後、俺はサラスにこう言われた。『あなたの尻の形が堪たまらなく好きだ』と。

　他に類を見ない、最低レベルの愛の告白だが——意識せずにはいられない。

　命を張ってくれたお礼もしたいし、返事もしなくちゃいけないんだろうけど、俺は今、サラスにどんな態度を取っていいのかが分からなかった。

　すれ違って少し時間が経たった頃ころ、サラスは足を止めて、優ゆう雅がに振り返る。

「おい、そこのマイダーリン」

「誰のことを言ってんのっ！」

　ついつい叫さけびながらサラスの方へ体を向けてしまった。

「やったぜ相川！　これでオレたち、『変なあだ名を付けられた仲間』だ！」

　友紀はアホなので、ダーリンの意味を理解していない様子だった。一人だけにこにこと笑っている。

「愛いとしの私に出会えたのに挨拶無しとは、どういう了りよう見けんだ？　あ？　このクソマイダーリンがっ！」

「とりあえず、その呼び方をやめてくれ。首の後ろ辺あたりがソワソワしてくる」

「貴様が無視するからだろう？」

　俺は一つ溜息を吐いてから——軽く手を挙げる。

「おー、久しぶりだな。何やってるんだ？　体はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　満足そうに片手を腰に当てたサラスは、「ふふん」と鼻を鳴らす。釣り上がった攻こう撃げき的な目は、別に俺を嫌っているわけではなく、ニュートラルな状態だ。

「おかげさまで、怪け我がは完治した。——逆に聞くが、貴様の目には、私は何をやっているように映っているのだ？」

「いや、まあ別に……今から登校するのかなと」

「意外だな。正解ではないか」

　ぱちぱち。と二回手を叩たたく。

　大げさに驚おどろいているのは俺をバカにしているのだろうか？

「サラスバティも学校サボったりするんだなー」

　笑顔を見せた友紀の口を、サラスの手が塞ふさぐ。

「学校ではその名で呼ぶな。貴様の脳はサル以下か？」

　吸血忍者は、学校では偽ぎ名めいを使っていて、彼女は『星ほし川かわ輝き羅ら々ら』という名前を名乗っている。友紀だって、本当は『メイル・シュトローム』とかいう名前があるわけで、もう紛まぎらわしいから俺は『サラス』、『友紀』で統一しているんだ。

「ご、ごめんなしゃい」口を塞ぐ手をなんとか引き剝はがした友紀は、酸素を求めて大きく息をする。俺も友紀も、すっかり足を止めてしまっていた。

「今、相川と話してたんだけど——クリス先生の情報、何か得られたのかよ？」

　にっこりと笑顔で話しかけた友紀を、サラスは睨にらみ付ける。

　この二人は同じ『吸血忍者』だが、異なる二つの勢力にいる。だから、情報を共有していないのだろう。同じ種族なんだから、仲良くすればいいのにな。

　仕方がないので、俺が同じ事を聞く。

「足取りは摑つかめたのか？」

「さっぱりだ。奴は一体何がしたいのやら」

　サラスは吸血忍者の中でも部隊長をやっている。だから、クリスが誰かに危害を加えたり派手な行動に出れば、その情報を報告して貰えるはずだ。サラス自身が攻撃を受けた訳だしな。

　だが——クリスの狙ねらいは吸血忍者を倒たおす事じゃない。もう吸血忍者を狙って行動を起こしたりはしないのかもね。

「あー、もうモヤモヤするぜ！　クリス先生どこにいるんだよっ！」

　がしゃがしゃと短い髪をかき乱し、地じ団だん駄だを踏ふむ友紀。恨うらみがあるのかないのか、友紀は未だに先生と呼んでいた。

「そこで、だ。実はな、マイダーリンよ。我々吸血忍者の会議が近々あるのだが」

「あ、オレもあるぜ！」

「うむ。当然、貴様にもあるだろう。今回の会議は百年ぶりに、保守派と革新派、双そう方ほうの重役が一堂に会するのだからな」

「え！　そ、そうだったのかーっ！」

　友紀はこれでもかと言わんばかりにのけぞった。

「今までは、別々で会議をしていたのか？」

「うむ。指示を下す者、判断を下す者、執しつ行こうする者。それぞれが二つの勢力に存在していたのだ」

「それが、なんで突とつ然ぜん一いつ緒しよに会議することになったんだ？」

「うむ。私が提案したのだ。死んでいた頭領が健在である今こそ、一つにまとまるべきであると。——で、だ。マイダーリン。貴様も参加しないか？　様々な分野で仕事をする吸血忍者が集まるのだ。それなりの情報が得られるやも知れん」

「吸血忍者の会議に？　良いのか？」

「おお！　それは良い提案だぜ！　相川も一緒に行こうぜ！　会議って言っても全然堅かた苦くるしいもんじゃねーし」

「俺は吸血忍者なんてもんじゃないんだぞ？」

「私を嘗なめているのか？　貴様一人ぐらい、なんとかなる」

「そうか……だったら、お願いするよ」

「おう！　きっと手がかりが摑めるはずだぜ」

「その会議はいつなんだ？」

「まだ日程までは決まっていない。様々な任務に就いている者が、集まろうとしているのだ。スケジュールを合わせるのも一苦労でな」

「じゃあ、決まったら連れん絡らくしてくれ」

「うむ。少しはやる気になって修練に励はげめよ——我が愛しのダーリンよ」

　ぽんと肩かたを叩かれ、俺はポリポリと頰ほおを搔かく。

「その呼び方はやめろよ！　お前の気持ちは嬉うれしいが——俺は——」

「貴様の気持ちなど、どうでもいい。ただ私は貴様を愛しているから、そう呼んでいるだけだ」

「——あのな、そんなに簡単に愛してるとか言う奴やつを信じられるか」

　自分の気持ちを押しつける奴は——好きになれない。吸血忍にん者じやってのは、いっつもいっつも他人を下に見てるというか、気持ちを無視するというか。いや、友紀は本当に良い奴なんだが、こいつも俺の嫁よめになったとか勝手に言ってるし……

　そう——遠えん慮りよがなさ過ぎるんだよ。うん。ちょっとイライラしてきた。

「何、いつかきっと思いは届くと信じている」

　それは普ふ通つう、思いを伝えたい本人には言わないだろうよ。

　この話題を続けたくなかったので黙だまっていると、サラスは少し首を捻ひねった。俺が機き嫌げんを損ねた事が理解出来ないらしい。

「では、そろそろ行く事としよう。さらばだ、吉よし田だ友紀。——我がライバルよ」

「聞いたか相川っ！　オレの事『ユキ』って！　……じゃーなーっ！」

　ぶんぶんと手を振ふってサラスを見送ったご機嫌の友紀と併へい走そうして、墓場の塀へいをぐるりと回り、来た道を戻もどる。

　その途と中ちゆうで、先ほどと同じ体勢のまま墓場の方へと向かって走る織戸を発見した。飽あきない奴だな。まだ女子のお尻しりを追いかけていたのか。

　そんな織戸が足を止め、俺や友紀に合わせて逆走しだしたのは、ひとえに、走る友紀の胸の揺ゆれを見たいがためだろう。

「……何やってんだよ」

　温厚な友紀でも、さすがに不快感を表していた。

「織戸、邪じや魔まだ。早くいけ」

　目の前で逆走を始めたメガネの男に、俺は犬を追おい払はらうように手を払う。

「俺はな、トモノリの胸だけは評価しているんだ。百万ドルの価値があると見ている」

　輝かがやかしいメガネで友紀の胸元を凝ぎよう視しする織戸に、友紀は両手を挙げて叫んだ。

「お褒ほめにあずかり光栄だよコンチクショーっ！　何の用だよぉ」

「ほら、もうすぐ冬休みになるし、そうなったらクリスマス——」

　そこまで言って、織戸はなにやら切なそうな顔を見せる。

「相川。忘年会って知ってるか？」

「ああ、サラリーマンがする宴えん会かいだろ？　それがなんだ？」

「ほら、それだ」

「は？」

「忘年会＝サラリーマン。なんで年忘れの宴会が、社会人限定なんだ？　俺たち学生だって、やっても良いだろ？」

　まあ、お財布事情とかお酒飲めないとかが関係してるんだろうけど、確かにやってもいいよな。

「おお！　そうだよなっ！　オレたちだって忘年会をする権利はあるはずだぜ！」

「その意見は俺も賛成だ」

　後ろから追い抜ぬきざまにそう呟つぶやいたのは、長身のイケメン。

「忍者みたいにいきなり現れたな。アンダーソン君」

　バスケ部員で、イギリス王子のような端たん正せいな顔立ちをした大男が、人の良さそうな笑みで俺を見下ろしていた。

「やろうか。忘年会」

　イケメンが汗あせでキラキラと輝いている。その眩まぶしさといったら、スポットライトでも当てられてるんじゃないかと思うほどだ。

　織戸ではなく、アンダーソン君がそう言ったことに、俺は少し驚いていた。

「あ、んじゃ私も参加するー」

　横を通りかかった女子が手を挙げる。メイクをばっちり決めた、少し背が高めの女生徒だ。彼女は三み原はらかなみ。女子バスケ部で、友紀の親友。

「じゃあ、俺も俺も」

「何何？　忘年会？　行く行く！」

　後ろからやってくる男子生徒たちが次々と声を上げ、織戸の背中をぽんと叩いていく。

「おぱ——————いっ！」五人目ぐらいで、織戸が奇き声せいを発した。

「なんだよ織戸」隣となりで大声を出され、俺は少しいらつきを声に乗せる。

「これは、俺が出した案だ。わかるか？」

　鼻息を荒あらくさせ、俺の肩にしがみつく。

「ああ」正直、キモイ。

「男が参加したいなら『可愛い子』を連れてくることっ！　いいなっ！」

　何言ってんだこいつ。なんて顔を俺や友紀はしていた。いっそ、もう織戸抜きのみんなでやればいいかななんて思ったが——

「可愛い子かぁ。分かった。探してみるよ」

　アンダーソン君はにっこりと微ほほ笑えむ。

「別に、そんな変な条件を吞のむ必要なくない？」

　三原がやれやれと首を横に振っていた。

「色々誘さそって、みんなでやった方が楽しいだろ？　一年に一回なんだ」

　ああ、アンダーソン君。やっぱりこいつは良い奴だ。そうみんな思っていたのだろう。

「しょうがねえなー」「他校の生徒でもいいのか？」という声がいくつも上がる。

「可愛い以外に条件はない！　とりあえず相川はセラさんを呼ぶんだっ！」

　そう言いながら、織戸が携けい帯たいを取り出した。皆みなさん、体育の時は携帯電話を持ってこないようにしましょう。

「そもそも、学生でやる忘年会がしたいんだろ？　なんでセラが出てくるんだ」

「今の俺は、セラさん以外眼中にはないっ！」

　くわっと口を開いた織戸を気持ち悪そうに見ていた三原が、「セラさんって誰だれ？」と俺に聞いて来た。答えるのも面めん倒どう臭くさいね。

「……織戸、お前さては合コンのつもりだな？」

「あーそうだよ。合コンがしてえんだよ。ゲレンデが溶とけるほど恋こいしたいんだよっ！　一人きりのクリスマスに出来ることは全部やっちまったよ！」

　……開き直りやがった。学生の忘年会なんか、合コンみたいなもんだわな。

「せっかくなんだから、多い方が良い」

　どうやら、アンダーソン君はセラを呼ぶことに賛成のようだ。

　俺は逆らわずに、織戸の携帯を取って、家へと電話をする。

　というのも——結果が分かっているからだ。

　プップップップッ……プルルルルル……プルルルルル……ガチャ。

「はい、相川です」

　その声は、清せい楚そな女性の声だった。

　もし音に匂においが付いていたなら、クールミントの爽さわやかさとチェリーの甘さを感じるだろう。俺は忘年会をしたいという織戸やアンダーソン君の意向を伝え、是ぜ非ひセラにも参加して欲しいと言ってみたところ——

「イヤです」

　はい。ばっさり来ましたー。

「いいじゃねえかよ。一年に一回だけなんだし」

「理由は、気持ち悪いからです」

　そう冷たく言い放ったセラは、俺が何か言葉を返す前に電話を切ってしまった。

　メガネの奥にある瞳ひとみを、期待で一いつ杯ぱいにした織戸へ、俺はありのままを伝える。

「気持ち悪いからイヤだとよ」

　そのときの織戸の顔ときたらもう、それはそれはブッサイクになっていた。

「相川に参加の権利はない！」

　まあ、別に俺は忘年会という名の合コンに参加したいわけでもなかったので、何も言わずにマラソンの続きに戻った。




























　家に帰ってきた俺は、いつもの日課である夕飯作りに取りかかっていた。

　冷蔵庫には、いつもセラが買い出しに行ってきてくれているので食材が山ほど入っている。それによって作るモノも変わってくるのだが——ウインナーとジャガイモとキャベツの賞味期限が近いな。よし、今日はポトフにするか。ベーコンもあるしな。

　残り汁じるにご飯と卵と粉チーズ入れてリゾットにするのが好きなんだ。

　毎日料理を作っているから、随ずい分ぶんこなれてしまった自分に溜ため息いきを吐つきながら、手際よく下ごしらえした食材を鍋なべに放り込んでいく。

　あとはコトコト煮込むだけなので、俺は手を洗って居間へと向かう。

　居間には、美少女が二人いた。

　一人は、先ほど電話に出てくれた黒くろ髪かみポニーテールの女の子、セラ。彼女は友トモ紀ノリやサラスと同じ『吸血忍にん者じや』で、サラスの部下だ。何時間見つめても飽あきの来ないモデル体型を、白地に英語文字が書かれたＴシャツが包んでいる。

　たわわに育った胸がシャツを押し上げているし、薄うすい生地のせいか、うっすらブラが透すけていて、部屋着って感じを醸かもし出している。こたつには入らず、正座でテレビを眺ながめていた。

　ヒスイ色の瞳が俺を捉とらえるが、別段声を掛かけることなくテレビに視線を戻もどす。

　テレビからは、バラエティ番組の笑い声。なのに、セラは笑う事はない。

　もう一人は、こたつに入って首をテレビに向け、湯飲みを傾かたむけている少女。

　銀色の髪かみと透き通とおる白い肌はだを持つ、無口で無表情の超ちよう絶ぜつ美少女だ。

　ガントレットに包まれた小さな手。

　小さな体を包むのは、西洋鎧よろい。

　彼女の名前は『ユークリウッド・ヘルサイズ』死んでしまった俺をゾンビに変えたネクロマンサーだ。こちらも、笑うことなくテレビを見ている。

　ガントレットに包まれた手がボールペンを持ち、机を二回トントンと叩たたく。テーブルへ目を落とすと、そこには一枚のメモ。

『ご飯』

　たった二文字だったが、俺の頭の中では——

『お兄ちゃん、ユーお腹なかペコペコだよぉ。まだかな～？　まだかな～？』

　妹属性を持った、可愛らしいユーが翻ほん訳やくしてくれていた。

「今、ポトフを煮込んでいるところだ。もう少し待ってくれな」

　大きく青い、水すい晶しようのような目が俺を見ると、小さくアゴを引く程度に頷うなずいた。

　そんな仕草一つ一つが可愛くて可愛くて——俺は思わず顔がにやけてしまう。

「気持ち悪い……」

　そんな俺を、汚お物ぶつを見るような目でセラが睨にらんできた。

　こんな美女と同どう棲せい生活なんて、去年までの俺なら泣いて喜ぶかも知れないが、実際体験してみると喜ぶ暇ひまも与あたえられず、悲劇に出くわすこともしばしばある。

　そもそも、こいつらは俺のことをどう思っているのだろうか。

「なあ、もう半年も一いつ緒しよに住んでるんだから、そろそろ好感度が上がってもいいんじゃないか？」

　頭を抱かかえたまま、俺はそんな言葉を口に出していた。これがゲームなら、一週間ぐらいでそれなりの好こう感かん触しよくを得られるはずだ。

「おや？　お気づきではなかったのですか？」

　マツゲの長いまぶたがパチパチと動く。

「何を？」

「あなたに対する私の好感度は、すでに最大です」

　スケートリンクが張り付いたような氷の表情でその台せり詞ふを吐かれても。

「その状態で——かよ」

「ええ。もうこれ以上は、上がることもありません。——全く、妙みような質問をしないで下さい。気持っち悪い」

　もう、何も言えない。最大値が低すぎたんだ。

「なあ、セラ」

「なんですか？」

「ハルナを呼んできてくれないか？　こたつが素晴らしすぎてここから出られなーい」

　こたつは魔ま力りよくを持っていると俺は思う。一度入れば出たくなくなる魔ま性しようの机。

「——気持ち悪い。顔をみていると吐き気けがしてくるので、どこかへ行ってくれませんか？」

『私が　行こうか？』

「いえ、ちゃんと自分で呼んできます」

　外の寒さよりも、セラの視線の方が圧あつ倒とう的てきに冷たかったため、俺は自分の足でハルナを呼びに二階へと上がる。

　二階には、セラの部屋と俺の部屋。そしてハルナの部屋が存在する。まあ、セラの部屋は元々両親の寝しん室しつで、ハルナの部屋は弟の部屋だったのだが、俺の家族はいつまで経ってもなんの音おと沙さ汰たもない放ほう浪ろう一家なので、好きに使わせている。

『天才！』と書かれたプレートが下がる扉とびらをコンコンと二回ノックしながら「入るぞー」と声を掛けつつ中へと入る。

　暖だん房ぼうをガンガンに効かせた暖かい部屋の中には一人の少女。

　身長一四五センチと小さく、胸は柔やわらかさがあるくせに全く実ってない。

　猫ねこのように丸く大きな目と、肩かたまである茶ちや髪ぱつのてっぺんからピョコンと伸のびるアホ毛が特とく徴ちようの生意気な少女が、Ｔシャツに水玉パンツというあまりにも油断しきった格好でベッドの上に座っていた。

　彼女がハルナ。魔ま法ほうの世界ヴィリエという異世界からバケモノ退治にやってきた。

　アイテムを持って呪じゆ文もんを唱えると魔ま装そう少女とやらに変身出来るはずだが、ユーに魔力を奪うばわれたりクリスに魔力を奪われたりで結局魔装少女になれない、可哀かわい想そうな魔装少女だ。

　何をしているのかと思ったら——

「あーはん。いえあ。ちぇけら。ＯＫＯＫ。行くに決まってるだろっ！　にゃはは……」

　俺の携けい帯たい電でん話わを無断で使用していた。相づちがどこかおかしいのを無視しながら、俺は一言だけ声を掛ける。

「ご飯、もうすぐ出来るから降りてこいよー」

「勝手に入って来んなっていつも言ってるだろっ！　ホントアユムは頭が悪くて困る！」

　アホ毛をピコピコさせてプンプン怒る姿にも、もう慣れたので、軽くあしらいながら扉を閉めようとしたら、携帯を投げつけられた。

　おいおい、人の携帯を粗そ末まつに扱あつかうなよ。全く、この魔装少女は。

　誰だれと電話をしていたのだろうと気になって、携帯を拾う。

　その相手は——織戸？

　あの、エロ大明神とハルナが、何を話し合っていたのか？　薄うす気き味み悪わるくて俺は問いかけることが出来なかった。

　居間に戻って悪あく魔まの作りし産物とも言えるこたつで温まっていたら、ほどよい時間でアホ毛の少女が短パン姿で降りてきた。それと同時に、タイマーがポトフが出来た事を知らせようと、必死にピピピピピ……なんて音を立てる。

　だが、俺は動けなかった。

　こたつが、心ここ地ちよくて動けなかったのだ。これは仕方がない。うん、仕方がないんだ。

「歩あゆむ——」セラが凛りんとした表情で俺を見る。だってこたつが素晴らしいんだもん。という顔で無視していたら、セラはポニーテールをふぁさっと揺ゆらして立ち上がると、キッチンへ向かった。

　ああ、セラは頼たよりになるなー。

「さぶっ、さぶっ！　さぶ～」

　ぺたぺたと冷たい廊ろう下かを駆かけ抜ぬけて、居間へと滑すべり込んできたハルナは俺の隣となりに座り、こたつ布団を自分の方へ引っ張る。

「おいハルナ。引っ張るな」

「だって、寒いじゃん」

　彼女には『協調性』という言葉は存在しないようで、いつも自分勝手な行動を取る。まあ、俺たちはすっかり慣れてしまったので、強くは叱しからない。

　セラが運んできてくれた、俺のお手製の美お味いしいポトフをみんなでホクホクと堪たん能のうしていた頃ころ——俺の隣に座っていたハルナが俺を睨み付けた。

「ちょっとこの美び耳みみに挟はさんだんだけど——」

　びみみって言いにくいのに無理すんなよ。

「どうしました？　ハルナ」

　むふーと鼻息荒あらくしているハルナに、セラも少し困こん惑わく気味だった。

「アユム、なんか飲み会やるんだって？」

「誰から聞いたんだ？　そんな事——」

「折り紙がどうって奴やつ」

　織戸の事か……相変わらず、こいつは興味のない人間の名前を覚えようとしない奴だ。あのアホメガネめ。そうか。さっきの電話はハルナを合コンへ誘さそうためのモノか。

「で、ハルナも行く事にしたのか？」

「当たり前だっ！　魔装少女の宴えん会かい好きをなめんなよなっ！」

　そう言えば、ハルナは何かとイベント事が好きだったな。いつも間ま違ちがってばかりだけど、今年を振ふり返かえれば、色々やったモノだ。あれって、ハルナがというより、魔装少女全体がそうなのか……

「ああ、先ほど、歩が電話で話していた件ですね？」

　セラが関心なさそうに言いながら、俺を睨み付ける。

『私も誘われたけど　歩は行かないの？』

　くっ！　ユーも誘われてるのか。変な虫が付いたらどうしよう。

「この、宴会マスターハルナちゃんに掛かれば、友達出来放題間違いなしだからなっ！」

「ハルナ、織戸が言ってたのはただの宴会じゃなく、合コンって言ってだな。それはもう地じ獄ごくのような場所なんだよ」

　ハルナにも、当然ユーにも参加して欲しくなかった俺は、適当な噓うそを並べていた。

「ほえ？　宴会じゃないの？　あー、はいはい。あれな。知ってる知ってる」

　ハルナは基本的に、自分が知らないことはないと思っている。こういう頷き方をするときは、決まって知ったかを決め込んでいるんだ。

　……知ったかぶりをする奴の気持ちがわからんね。

「合コンってのは、知らない男女が恋こい人びとを漁あさる場所みたいなもんなんだよ」

「歩、その表現では、いささか語ご弊へいがあるように思えますが」

　確かにセラの言う通り、ちょっと言い過ぎたかな。友達の友達を紹しよう介かいする場と言うべきだったか。ポリポリと頭を搔かいて、深呼吸を一つ。

　——なんで強がってしまったのかと少し後こう悔かいする。

「それって！　お見合いじゃんっ！　むー、お見合いかぁ……」

　ポトフのジャガイモをホクホクさせながらなにやら考え事をしているハルナに、ユーが一枚のメモを見せる。

『練習　すればいい』

　合コンの練習？　聞いたことがないな。俺はその馬ば鹿か馬ば鹿かしい提案に思わず笑みをこぼしていたが——

「そうだな！　よし！　じゃあ、今からここは合コン会場なっ！　はいっ！」

　ハルナはぱん、と手を叩く。え？　もう始まってるの？　しょうがねえな。相手をしてやるか。

「——ご、ご趣しゆ味みはなんですか？」

　セラに聞くのかよ！　俺じゃねえのっ？　ていうか、なんで緊きん張ちようの面持ちを浮うかべてるんだお前はっ！

「秘剣、燕つばめ返がえしです」

　出たーっ！　全く話が広がらない趣味だーっ！　そこは噓でも良いから話が広がるチョイスをしてくれないと練習にならないだろ！

「ほー、あたしもカレーにチーズはどうかと思います」

　ピコピコとアホ毛を揺らし、緊張した面持ちのままハルナは頷く。

「ストーっプっ！　ハルナ！　お前今、間違ってる。誰がチーズカレーに対しての価値観を話し合ってた？」

「なんでだよっ！　こんな感じだろっ？」

「お前のは感じ『だけ』……なんだよ！　全然会話になってないから！」

「はあ？　何言ってんの？」

「ちょっとセラ、見本を見せてやってくれ。いいかハルナ。合コンで重要なのは、いかに相手の情報を聞き出して、自分とフィーリングしているところを見せるかで——」

「では、歩——何な故ぜ、頭領が復活していたことを、私に黙だまっていたのですか？」

　ごごごごごごご……セラの全身から、言いしれぬオーラが噴ふん出しゆつしていた。

　実は、最近になって、俺のクラスの担任が替かわった。ハルナと同じような魔装少女から、セラたちのような吸血忍にん者じやの、頭領に。

　俺はそのことをセラには伝えてなかったのだが……このタイミングで聞いてくるかー。

「いや——その……言ったら、お前の任務が終わってしまうと思ったから……お前、何故そのことを知ってるんだ？」

　そう、セラが何故この家にいるのかと言うと、俺をゾンビに変えたように、ユーに頭領をゾンビに変えて欲しかったから。その頭領が姿を現したとセラが知ったら、この生活が壊こわれてしまう。そう思ったから俺は——

「サラスから……頭領がヘルサイズ殿どのの力で、復活したとの報告がありました——が、先ほどヘルサイズ殿にお聞きしたところ、そのようなことはしていない。とおっしゃってました。——どういうこと、ですかね？」

　これはお見合いでも合コンでも何でもない、ただの尋じん問もんだった。

　目の前にあるポトフがまるで牛ぎゆう丼どんのように、居間がまるで取調室で、メモとボールペンを持つユーが書記のように見えてきた。

　俺は吸血忍者の頭領と幾いく度どか話をする機会があって、彼が実は魔装少女の世界『ヴィリエ』でクーデターを起こした悪あく魔ま男だん爵しやくであることや、大先生の幼おさな馴な染じみであることを聞いていた。だが、その事はサラスにも内ない緒しよにして欲しいと、念を押されていた。

　自分はあくまで吸血忍者の『頭領』でヴィリエに関連する『悪魔男爵』であることを隠かくしたいということだ。

　なるほど、吸血忍者には、生き返ったと説明することにしたのか。俺はセラのまっすぐなヒスイ色の瞳ひとみを見つめて——真実を話すことにした。

「実は、死んでなかったんだとよ」

「生きていたのですかっ！　まさか……そんな」

　セラは驚きよう愕がくに目を見開く。まあ、百年もの間死んだと思っていたんだから、こうなるよな。俺は名刑けい事じに落とされた犯人のように、言葉を垂れ流す。

「なんでも、一回ヘマをしたらしくてな。自分が生きていることがバレると、この世界で戦争でも起こると思ったんじゃないかな？」

　クーデターに失敗した頭領は、ヴィリエの女王にばれないよう、死んだ事にして姿を隠していた。

　それはつまり、生きていることがバレたら、ヴィリエの女王に殺されるということだろう。今でも大先生とクーデターを起こそうと企たくらんでいる要注意人物だからな。

　そんな奴がこの世界にいると知ったら、俺が女王でも殺しにやってくるだろうね。

　だけど、最強の魔ま装そう少女であり、同じくクーデターに参加したクリスの登場により、吸血忍者をまとめ上げるために姿を見せたそうだ。——まあ、困った話だな。

「つまり——死んだ事にして、この世界を守った。ということでしょうか？」

「そういうことらしい。こればっかりは本人に聞かないとわからないがな」

　どうしてそれを話してくれなかったのか。セラのヒスイ色の瞳は、そう訴うつたえていた。俺はこれでも、今の生活を気に入ってるんだよ。

　隣でふむふむと頷うなずいたハルナは、俺とセラの会話の間にポトフをぺろりと平らげ、おかわり！　とセラに皿を突つきだしている。

「よくわかった！　もっかいあたしがやるから見てろよなっ！」

　へいへい。

　ハルナは正座して、セラへ丸くて大きな目を向ける。

「娘むすめさんを、下さいっ！」

　直球過ぎて鼻水出たわっ！

　セラは鍋なべから皿へポトフを移しながら——

「嫌いやですけど？」

　ごはっ！　隣にいた俺でも、精神にマグニチュード８程度の地割れが起こった。先ほど俺がセラの機き嫌げんを損ねたせいもあってか、その一いち撃げきは、ハルナにも重くのしかかっているはずだ。

　トントン。机が二回叩たたかれる。

『それは　まだ早い』＝『それは合コンのあとで、紆う余よ曲きよく折せつあってからだよ！』

「ほえ？　もう、どうやんだよ。面めん倒どう臭くさい」

「もっとこう、みんなが興味ある話題を振って、趣味を共有したりするんだよ」

「おお！　それを先に言えよなっ！」

　やれやれ、予習をしておいて良かった。きっと合コンでも今みたいなことを言いだして、周りをぽかんとさせていただろう。

「やっぱりあたし、ロック岩いわ崎さきを超こえるパイロットはもう現れないと思うんだ！」

　何の話だよっ！

『横転コルク抜きは芸術』

「ええ、素晴らしい飛行機ショーをされる方でしたね。自分のイメージのままに、手足のように飛行機を操る。今思い出しても感服します」

　……めちゃめちゃ盛り上がってるやん。一人会話に入れない俺は——

「あ、ああ。ロック岩崎は凄すごかった。うんうん」

　知ったかぶりをしながら、ポトフを食べていた。

　——知ったかぶりをしたい気持ちが、少し分かった気がした。







　さて、どうしたものか。いや、別に合コンの話ではない。

　俺はポトフを食べた後、自室に戻もどってベッドに寝ね転ころんでいた。

　ハルナはきっと今も、ユーやセラを相手に合コンの予習をしているだろう。話に入れなかったから抜ぬけ出してきたとも言えるな。

　最近ハマっているロックバンドのＣＤアルバムを流し、天てん井じようを仰あおいでいると、色んな事を考えてしまう。

　今は、吸血忍者の会議の事が気がかりだった。

　吸血忍者の会議に参加させて貰もらえることになったが、もしトントン拍びよう子しに事が進み、クリスの居場所が分かったと仮定する。

　それで、どうする？

　クリスは『最強』の魔装少女。

　俺は『気持ち悪い』魔装少女。

　出会った瞬しゆん間かんに殺されてしまうだろう。俺はもう死んでるので、少し表現が違ちがうが、まあ、無事では済まないだろうな。

　つまり、俺はクリスの居場所よりも先に、倒たおす術すべを知る必要がある。

　クリスを倒せる人物——なんて一人しかいない。俺は一番魔装少女に詳くわしい人物に電話を掛かけてみることにした。そこは、ハルナがヴィリエにいた頃通っていた学校、『マテライズ魔ま法ほう学校』だ。

「お電話ありがとうございます。マテライズ魔法学校、エルスと申します」

　電話には、綺き麗れいで元気な声をした女性が出た。だが、彼女はお目当ての人物ではなく、マテライズ魔法学校の職員さん。

「お久しぶりです。相あい川かわ歩あゆむと申しますが、えー、アリエル先生はいらっしゃいますか？」

「アリエルですね——えー、はい。少々お待ち下さい」

　保留ボタンを押され、『エリーゼのために』が流れる。五分ほど緊張しながら待っていると——

「あらあら～。アユムさん、お元気ですかぁ？」

　のんびりおっとりした口調で電話に出たのは、大先生。ハルナの担任教師で、俺が知っている中で一番、バケモノじみた強さを持っている。

　クリスに対たい抗こうできるのは、大先生しかいないだろう。

「大先生こそ。——ちょっと聞きたいんですけど、今お時間大だい丈じよう夫ぶですかね？」

　くすくすと可愛らしい声で笑う。

「ええ、大丈夫ですよぉ？　大丈夫じゃなかったら～、電話に出ませんからねぇ」

「実は、クリスについてなんですが」

「……ああ～、その件ならぁ、気に病むことはありませんよー。私の友人がぁ、戦力を総動員して事に当たるってぇ、言ってましたしぃ」

「例えば——ですけど、一対一で倒すとしたら、どうすれば良いんですかね？」

　俺は好こう奇き心しんで聞いてるんですよ～というニュアンスを込め、笑いながら聞いてみたが、

「……アユムさん、一つだけ警告しておきます」

　やはり真意を見み抜ぬかれたのか。

　その言葉は、とても重く感じた。

「クリスにはぁ、絶っ対、手を出しちゃダメですよぉ？」

「あいつは、ハルナの魔ま力りよくを奪うばったんだ」

「それは聞いてますぅ」

「きっちり、落とし前は付けさせて貰う」

「私でも敵かなうか分からないのにぃ、アユムさんが倒せる訳ないじゃないですかぁ」

　くすくすと、大先生は笑う。まるで、叶かなえることが出来ない子供のワガママを聞き流しているような、そんなあしらい方だ。

「それはもう重々承知で聞いてるんです。もしかしたら、弱点とかないのかなーって」

「弱点ですかぁ。あったら良いですねー」

「ヴィリエの女王はどうやってあいつを倒したんですか？」

「そりゃあ、普ふ通つうに……あっ」

　大先生は珍めずらしく、言葉を詰つまらせた。

「どうしました？」

「今思い出したんですけどぉ——クリスはぁ、二人にだけぇ、負けたことがあるんですぅ。一人は女王。——もう一人はぁ……」

　クリスは大先生や悪魔男爵と共にヴィリエの女王に挑いどんだが返り討ちにあった。

　そして、おっさんになるという難なん儀ぎな呪のろいを掛けられて、この世界で俺のクラスの担任教師をしていたという話は聞いている。

　あんな奴やつを倒せるのは、まあ、魔装少女しかいないと思っていたが——

「夜の王と呼ばれていた人物ですぅ」

　大先生の言葉に、俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「夜の王……」

　その名前を知っていた。今はもう、ユーによってこの世を去った男だ。

「彼の力ではぁ、どう計算してもクリス先せん輩ぱいを倒せません。でも——彼は勝ちましたぁ。これはクリスがお酒飲んでたときにグチグチ言ってたのでぇ、間ま違ちがいないですぅ」

　そうだ。とてもクリスに勝てるほどの強さを持っているとは思えない。——それほどまでに、クリスの力は強大なんだ。

「ということは、戦力差を覆くつがえすモノ。つまり弱点を知っていたと」

　俺も夜の王にはどう頑がん張ばっても敵わない戦力差があったが、弱点を突くことでなんとか倒す事が出来た。同じように、夜の王もクリスの弱点を突いたのではないだろうか？

「可能性としては、大いにありますねぇ」

　希望が一つ見えてきた。だが、当の本人『夜の王』はもういない。……だが、待てよ。

「京きよう子こは、クリスの弱点を知ってますかね？」

「……京子？　ああ、あの子ですかぁ。——どうでしょうねぇ」

　京子は、夜の王と一いつ緒しよにいた人物。

　その時間がどれだけの長さなのかは知らないが、世間話の一つとして、武勇伝の真相を聞いたりするのは当然あるだろう。

「一度話を聞いてみたいんですけど、京子は今どこに？」

「禁きん固こ刑けいを受けてぇ、学校に投とう獄ごくされてますよ？」

　そうか——あいつは今投獄されて……

「いやいやっ！　学校に投獄ってどういう事ですか！　危なすぎるでしょっ！」

「魔装少女を監かん視しするなら～、魔装少女が一番多～い場所が適任なんですぅ。魔装錬器無しで魔装少女を倒せる存在はぁ、メガロか私ぐらいなもんですよぉ」

「クリスも、出来るじゃないですか」

「ええ。だからぁ、彼女は力を奪われて世界を追われたんですよぉ」

「そもそも、ちゃんと投獄されてるんだ……」

「何を驚おどろいているんですぅ？　彼女はアユムさんの世界で連続殺人事件を起こしてたじゃないですかぁ。当然だと思いません？」

「ああ、俺の世界では大事件ですし当然——ですが、ヴィリエでは小さな事でしょう」

　ハルナや大先生のいる魔装少女の世界『ヴィリエ』は、うちの世界の人間なんかちっぽけなものだと考えている。だから意外だった。

「あらあら～？　そうですねぇ——アユムさん、どうして魔装少女が戦いの後でぇ、その記き憶おくを消しているか知ってますかぁ」

「そういやあ、なんで消してるんだろうな」

「もう、やっぱりハルナは説明をしてないんですねぇ。魔装少女の存在は～、別世界で内ない緒しよなんですぅ。ほら、魔装少女がその世界を侵しん略りやくするときにぃ、メガロのような対応策をとられたらー、面倒臭いじゃないですかぁ」

「そうですかね？」

「現に、冥めい界かいではメガロを生み出したじゃないですかぁ。あれはヴィリエの魔法技術を盗ぬすんで作られたと見ていますぅ。同じ失敗を繰くり返かえさないためにぃ、面めん倒どうでも記憶を操作してぇ、派手な行動は厳禁とされていたのですよぉ」

「やっぱり、別に殺人を犯したってことが問題じゃないんだな」

「そうですねぇ、派手な動きをしすぎた。それによって国全体が損をするならお仕置きする。そんな程度の考えだと思いますぅ」

「京子と——話、出来ますか？」

「んー、私が話してみますねぇ。あとでまたぁ、折り返し電話しても良いですかぁ？」

「はい、お願いします」

　電話を切った俺は、目を閉じて眠ねむ気けに身を任せる。

　もし、クリスの弱点が分かれば、そう考えるだけで、胸が躍おどった。やっと、見えてきたな。絶望の中に——光が。

　ん？　携けい帯たいが振しん動どうしている。

　誰だれからの電話だろうと、携帯を開ける。

　そこには、特とく徴ちよう的な電話番号。今掛けたばかりのヴィリエの番号だ。

「はい」

「あ、アユムさんですかぁ？」

　あれ？　今切ったばかりの大先生からだ。なんの用だろう。

「彼女と話をしましたぁ」

「早っ！　それで、弱点は分かりましたか？」

「それがぁ、彼女は一つの条件を出してきましたぁ」

　京子は俺を殺した張本人。どんな厄やつ介かいな条件を出してきたのかと、俺はぴくりと眉まゆを動かした。




「宴えん会かいの席だったら、お話ししますよ？」




　大先生がする京子のモノマネは、結構似ていた。

「は？　え？　パードゥン？」俺は拍ひよう子し抜ぬけした顔で聞き返す。

「んー、アユムさんの世界でぇ、大勢の人間がいる場所だったらぁ、話しても良いってことみたいですねぇ」

「いや、まあちょうど最近、宴会をしようって話があるんですけど……」

　電話の向こうで、大先生の声が一段高くなる。

「宴会っ！　するんですか！」

　いつもののんびりとした口調ではない。まるでハルナのような、はっきりとした声だ。

「ええ。合コンみたいな事をしたいってクラスメイトが言ってまして……」

　先ほどハルナが「魔ま装そう少女の宴会好きをなめるな」と言っていたことを思い出した。

「行きます行きますっ！　もう！　なんで誘さそってくれなかったんですかぁっ？」

　信じらんない。とでも言いたげな激しい口調だった。

「いや、良いですけど——京子が来るのは危険では？」

「それなら大丈夫ですよ～。私が一緒に行きますしぃ、魔力も封ふうじますからぁ」

　大先生が一緒に？　それなら、悪さをしようとしてもすぐに捕とらえられるな。

　でも——

「殺人犯を世に放つのには……抵てい抗こうがあるな。それに、そんな簡単に牢ろうから出せるもんなんですか？　大先生にも迷めい惑わくが掛かるし、やっぱり今回は……」

「ダメ？　ですかぁ？」

　くっ！　可愛いっ！　なんだ今の声は！

「わかりました」

　はっ！　いつの間に俺は了りよう承しようしていたんだ！

　これが——魔装少女の力か。

「よかったですぅ～。実はぁ、もう来週の土曜日に保ほ釈しやく申しん請せいを出したんですよねぇ」

　……さては大先生。もし俺が宴会の話を出さなくても、自分で宴会を開かい催さいするつもりだったんだな？　大先生はどこまでの権限を持ってるんだろう。

　全く——魔装少女はワガママばかりで困る。

　いや、まあ……可愛いから許すけど。







　次の日の放課後。——俺は、暖だん房ぼうの効いた冬の教室で、ツンツン頭でメガネを掛かけ、大して長くもない足を組んで勝かち誇ほこったように笑みをこぼす男の前で……土下座していた。

「で、もう一度言ってご覧よ？　んん？」

　その口調はとってもとってもとってもとってもとってもとってもウザかった。だが、俺は平へい伏ふくしたままに言う。

「合コンに、参加させて下さい」

「ん～？　聞こえんなぁ？　誰を？　何にぃ？」

「ワタクシめを」

「卑いやしい」

「卑しいワタクシめを、織戸先生の主しゆ催さいする——」

「ダンディズム」

「卑しくも無様なワタクシを、ダンディズムの塊かたまりである織戸先生の主催する忘年会へ——」

　これほど屈くつ辱じよく的てきな事がこの世にあったのかと、俺は奥歯を嚙かみしめていた。

「——で、セラさんは？」

「いや、セラはダメだったが、可愛い子は連れて行く」

「ほほう。して、属性は？」

「はは……ロリ巨きよ乳にゆうキャラと、おっとりツインテールでございます」

「ならば良しっ！」

「ちなみに、いつ、どこでやるとか、決まったのでしょうか？」

「クリスマスや冬休みに被かぶらないようにしてくれ。ってみんなに言われてるけど、まだ決まってないな」

「来週の土曜、昼すぎからにして欲しいんだが。その二人の都合でさ」

「おっけー。んじゃ、みんなに知らせとくわ——当然、めちゃ可愛いんだろうな？」

「めっっっっっっっっっちゃくちゃ可愛い」

「その言葉を——聞きたかった」

　そのときの織戸は、何故かイケメンに見えるほど輝かがやいていた。

　俺は席に戻もどり、満足げに高笑いしながら去っていく織戸の姿を見つめていた。

　これは、仕方がないんだ。京子から情報を得るため、大先生に日ひ頃ごろの感謝を込めて宴会を楽しんで貰もらうため。そして——ユーに悪い虫が付かないよう監視するために！

　くそっ。いつかあいつにも屈辱的な土下座をさせてやる。と心に決め、立ち上がる。

　パンパンとヒザの埃ほこりを払はらっていると、織戸と入いれ替かわるようにして、黒くろ髪かみの美人がやってきた。

　すらりと伸のびたスレンダーな体つき。黒ストッキングに包まれた長い足を見ていると、膝ひざ蹴げりで鼻を潰つぶされた。

「うっとうしい目で見るな——ゴミダーリン」

　ゾンビなので痛みは感じなかったが、容よう赦しやなく砕くだかれた鼻骨を手で押さえる。

「悪かったよ。……で、何の用だ？」

「うむ。例の会議の件だが」

　さっと肩かたに乗った長く綺き麗れいな黒髪を払い、両手をくびれた腰こしに。

「ああ、どうだった？」

「日時が決まったので伝えに来た。来週の土曜日、時間は昼の一時からだ」

　………………おおーっと。

「マジかよ」

「ん？　どうした？　マイダーリンよ」

「いや……まあ」

　俺は頭の中で、天てん秤びんに掛けていた。クリスの弱点（ほぼ確実に貰える情報）とクリスの居場所（あまり当てにならない情報）のどちらを重視するべきなのか。

　その答えとして——

「大だい丈じよう夫ぶだ。楽しみにしてるよ」

　俺は、両方を選んだ。

　それは、情報がどうとかじゃなく、吸血忍にん者じやの会議と合コンの両方に出たいという、一高校生の好こう奇き心しんのせいだったのかもしれない。







　とまあ、そんなこんなで土曜日の午後一時前。

　アカデミー賞にノミネートでもされたかのような煌きらびやかな白いドレスの上からダウンコートを着込んだセラに連れられて、六本木へとやってきた。

　天候は曇くもり。最近はあまり快晴がないので、嬉うれしい限りだ。

　ゾンビは日光に弱い。——これ、豆知識な。

「歩、あまり気持ち悪い顔をしないで下さい。私まで変だと思われるのは、不ふ愉ゆ快かいきわまりないです。——唇くちびるを待ち針で刺さしますよ？」

　仮かり縫ぬい状態っ！　隣となりを歩くポニーテール美人に言われ、俺は戦場にでもいるかのようにきりっとした表情で歩いていく。

　ていうか、会議だよな？　セラの格好じゃまるで、パーティーにでも行くみたいだ。

　参ったな。俺はこの後合コンにも参加するから、普ふ通つうにお気に入りのジャケットに下はダメージジーンズというカジュアルな格好だ。だが——セラの格好に釣つり合うのはタキシードだろう。

　もうすぐ目的地。という所で、エレガントなロングコートを着たサラスに出会う。

「おお、マイダーリン。よく来てくれたな」

　両手を広げ、歓かん迎げいを表すサラス。え？　これ、抱き合って良いの？　いやいや、出来る訳がない！　これは罠わなだっ！　片手を挙げて、「おう」と一言返すだけにしておく。

　セラは立ち止まり、腕うでを組む。

「サラス……なんですか、その珍ちん妙みような呼び方は」

　どうも、サラスの俺に対する呼び方が気にくわなかったようだ。サラスはセラの上司だけど、いつも対等な立場で言葉を交わす。衝しよう突とつが多いけど、こいつらは友達なんだろう。

「愛を表したにすぎんよ」

　セラは言葉にこそしなかったが、きっと「気持ち悪い」と思っているだろう。

「それにしてもセラフィムよ。相変わらずふしだらな格好をしているな」

　ふしだら。なるほど、そう表現すれば良かったのか。もう胸の谷間にしか目がいかないような大だい胆たんなＶカットの純白のドレスだからな。

「あなたに言われたくはないですよ」

　不ふ機き嫌げんそうな声。このまま放って置くと、攻こう撃げきの度に「大した奴やつだ」と発言するような忍者バトルが始まってしまうので、会話に割って入る。

「ちなみに、サラスはどんな格好で来たんだ？」

「このゲスダーリンが。そんなに気になるのか？　いやしんぼめ」

　よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに、コートを開く。セラとは正反対の、黒いドレスがよく似合っていた。胸があまりないのを気に病んでいるのか、セラのような大胆さはなかった。

「そのカバンは？」

「うむ。ステージ衣装だ」

　ステージ衣装？　大きなカバンの中を開ける。その中には——パンクロックなバンドの衣装みたいなモノが入っていた。ホットパンツに黒いタイツ。下はまあ良しとしても、上はほとんど布地がないじゃないか。

　……あれ？　俺たちはこれから、何をしにいくんだったかな？







　六本木から麻あざ布ぶの方へ大通りを一○分ほど進んで向かった場所は——カラオケボックスだった。

「なあ、セラ……会議……だったよな？」

「ええ。吸血忍者の会議というのは、基本的にこういった場所で行われているのです」

　気楽なもんだな。まあ、気楽な集団なのは知っていたが。

　なるほど——歌うつもりだから、サラスはあんなステージ衣装を持ってきていたのか。

　受付の所に、セラに似た格好の大所帯が集まっている。お高いホテルでなければ釣り合わないような格好ばかりだった。俺はこのあと合コンにも行かなければならないので、結構ラフな格好だったのだが、まあ仕方がない。

　六○人ほどだろうか。小学生のような風ふう貌ぼうの人間から、サンタのようなご老人まで実に様々な人がいる。

　統一されていることがあるとすれば、不細工な顔をした奴が一人もいないということぐらいだろう。吸きゆう血けつ鬼きってのは、一人残らず綺麗な顔をしているんだよな。同じアンデッドなのにゾンビとは大おお違ちがいだよ。

　ぞろぞろと階段を上がり、まるでパーティー会場のような所に通される。

　カラオケには四人ぐらいでしか来たことがない俺としては、こんな広いパーティールームがあったことも知らなかった。

　ていうか、こんだけ人がいたら全員歌えないんじゃない？　何のためにカラオケ側はこんな巨きよ大だいな部屋を作ったんだろう。

「では、私は挨あい拶さつ回まわりがあるので……ここで。警告しておきますが、もしあなたが歌を歌おうものなら、あまりの気持ち悪さにキャベツの如ごとく切り刻むかもしれませんので、悪しからず」

「ああ、隅すみっこでおとなしくしてるさ。シャキシャキの歯応えにはされたくないんでな」

　みんな顔見知りということもあってか、そこら中で世間話が始まっていた。

　俺は部外者だし、誰だれかに話しかけられるほど明るい性格ではないので、隅っこで静かに佇たたずんでいた。いや、まあ良い機会だし、交流を深めたいとは切に思ってるさ。

　でもな。隣には、サラリーマン風のおっさんが二人しかいない。

「ちくわぶとガンモがねー」

「美う味まいんだよねー。卵じゃないんだよねー」

　おでんの話に、俺がどう入れって言うんだよ！　無理だよっ！　卵が一番美お味いしい年頃だよっ！　卵と大根だけで一食行けちまうよっ！　なんて、苦く悩のうしているところに——

「おーっす相川ーっ！　よく来てくれたなーっ！」

　真っ赤なドレスに身を包んだ友紀が元気よく手を振ふりながらやってきた。

　助かった。このままではおでん論争に巻き込まれるしかなかったんだから。

　いつもはボーイッシュな彼女も、チューブトップみたいに胸元までぱっくりと開いた襟えり口広いドレスと頭に小さな花を乗せていれば、可愛らしい女の子にしか見えない。

「馬ま子ごにも衣装という奴だな」

「誰の孫だよっ！　じっちゃんの名にかけねーよ！」

「いや、トモノリ。そのマゴじゃなくて——」

「と、トモノリ言うなっ！　ここではメイル・シュトローム一択なんだぜ？」

「俺の中では、いつどの場所でもお前は、吸血忍者のメイル・シュトロームじゃなくて、友達のトモノリなんだよ」

「……相川。うん」

「なんで照れてんだよ」

　急に友紀がしおらしくなった頃ころ、タキシードに蝶ちようネクタイの男がマイクを取り、ダンディな声色で言う。

「はい、皆みなさん。飲み物はもうお持ちですか？」

　あ、乾かん杯ぱいをするのか。……え？　これ会議だよね？　忘年会じゃないよね？　なんて一人でおろおろしていたが、どうやら忘年会で間ま違ちがいないようだ。

　とりあえず近くにあった烏龍ウーロン茶ちやを取り、友紀の隣で口を噤つぐむ。

「では、乾杯の音頭を頭領にとってもらいましょう！」

　盛大な拍はく手しゆを受けて、悪あく魔ま男だん爵しやくがマイクを渡わたされる。

　ボサボサの髪かみに無ぶ精しようヒゲを生やした、緩ゆるい表情の男だった。いつもは白衣を着ているが、今日はちゃんとしたタキシードだ。

　いかにも面めん倒どう臭くさそうな顔をしているのは、乾杯の挨あい拶さつに対してというより、元々からこういう顔だから。相変わらず、ダルそうな顔をしているな。

　悪魔男爵は、ヴィリエの女王により、『常に瀕ひん死し』という呪のろいを掛かけられているそうだ。もしかしたらこのダルダルな表情も、本当にしんどいのかも知れない。

「さあ、始まるぞ……」

　何に対してなのかは分からないが、友紀は胸を高鳴らせている。

　乾杯の言葉を用意してなかった様子の悪魔男爵は、五回ほど「えー」を繰くり返かえし——

「えー、乾杯だと完敗、つまり完全に負けるという意味になってしまいますので、完勝と言いましょう。——それでは、カンパーイっ！」

　ど、どどどどうしろと？　どこぞの政治家と同じ言葉で乾杯の音頭を取った悪魔男爵に続いて、「乾杯」の言葉が会場に広がっていく。

　グラスとグラスのぶつかり合う音が一いつ斉せいに鳴なり響ひびく中、友紀がドレスを翻ひるがえした。

「行こうぜ相川っ！　乾杯大戦だ！」

　何それ？　と思った矢先、四方からグラスを持った屈くつ強きような男たちが、「かんぱあああ」なんて叫さけびと共に、襲おそいかかってきた。

　俺はその勢いに圧あつ倒とうされ、つい逃にげてしまう。

　部屋の隅っこに逃げると、そこでさっきまでマイクを持っていた悪魔男爵とばったり出会ってしまった。

「いやあ、相川歩君。良いところに来たね」

「お前、こんな隅っこで何をやってるんだ？」

「乾杯は、医者に止められてるんだ。吸血忍にん者じやの乾杯は戦争みたいなもんでね。なんとか回かい避ひしないと」

　マジかよ。確かに、拳こぶしをぶつけ合うようにグラスを合わせる吸血忍者たちがそこにはいる。乾杯の声が、まるで鬨ときの声こえのように聞こえてくる。

「相川ーっ！　かんぱーいっ！」

　よっぽど楽しいのだろう。にっこりとした表情の友紀が、コーラの入ったグラスを突つき出しながらやってきた。






















　このときばかりは元気な友紀が驚きよう異いに見えてくる。

「そこで——相川歩君」

「ん？」

「俺を守ってくれ」

　……まあ、せっかく登場した頭領が突とつ然ぜん血を吐はき出しながら倒たおれたら、みんな心配するだろうってのは分かる。

　友紀の後ろからもまるで闘とう牛ぎゆうのように興奮した男たちがグラスを片手にこっちへと向かってくる。

　……彼らの狙ねらいは……悪魔男爵のグラスかっ！

　今この場で一番権力を持っている、さらにはずっと会いたかった頭領。みんな復活のお祝いをしたい気持ちがオーラとなって体を包んでいる。

「いっくぜええええっ！　かんぱあああああいっ！」

　俺は持っていた烏龍茶のグラスを友紀の持つコーラのグラスにぶつける。

　くっ！　なんて力だっ！

　ボウリングのピンのように、簡単に弾はじき飛ばされてしまった。俺がよろけている内に、友紀は悪魔男爵にグラスを突きだす。

　しまったという表情の悪魔男爵。

　……させるかよ。友紀と悪魔男爵の間に入り、友紀のグラスに合わせる。

　がちん。グラスが壊こわれないギリギリの力加減でグラスを叩たたく。友紀のグラスに入っていたコーラがぐわんと揺ゆれた。

「んなっ！　オレのグラスを弾き返したっ？　乾杯力一万八千のオレのグラスを！　やるじゃねえか相川ぁっ！」

　乾杯力ってなんやねん。

「うおおおおおおっ！　乾杯っ！」

　友紀の背後からビールジョッキが迫せまり来る。俺はそれを左から払はらうように乾杯する。

「くっ！　乾杯っ！」

「なんとおおおお！　やるっ！」

　がちん。がちん。がちん。

　次々と襲い来るビールジョッキ。流石さすがにグラス一つでは捌さばききれなくなってきた。

　悪魔男爵を見ると、必死に烏龍茶を飲んでいる。そうか、中身を無くしてしまえば、乾杯の意味はない。

「ふー、ふー、ちびっ……ちびっ……はあ……」

　なんでホットウーロンやねん！　このボケえっ！　しかも猫ねこ舌じたかよっ！

　くそっ！　あれを飲み干すのに、あとどれだけの時間が掛かるというんだ！

「全力全開！　スターライトぉっ！　かんぱーいっ！」

　かーん。ツインテールの髪をした、九歳ぐらいの女の子と乾杯をした瞬しゆん間かん、その衝しよう撃げきに、壁かべに背中を叩きつけられた。

　さらに次々と襲いかかるジョッキの数々。

　もうダメだ。俺は精せい一いつ杯ぱいやったよ。悪魔男爵はまだ半分以上烏龍茶を残している。

　絶体絶命。

　体のどこでも良い！　当たってくれーっ！　いや、もう別にいいか。……と思っていた俺の前に、黒くろ髪かみの美女が立ちふさがる。

「サラス……」

「マイダーリン。よく守ってくれたな、あとは私が引ひき継つごう。何なん人ぴとたりとも、頭領には触ふれさせんよ」

　そうか。頭領は、サラスにも血を吐くことを教えていたんだな。

「さ、サラスバティか……」

　みんなが思わず足を止めてしまうほどのオーラを持ったサラスの前に、筋肉芸人ぶるうたすレベルのムキムキ男が立ちはだかる。その手には、大ジョッキ。

「乾杯力五十三万と噂うわさのサラスバティか——相手にとって不足なぎゃあああ！」

　サラスのグラスに触れた瞬間、吸血忍者の一人が吹ふっ飛とばされて床ゆかを滑すべる。もう端はしから端まですいーっと滑っていった。

　がちーん。「ぎゃああああ！」

　がちーん。「のぼああああ！」

　正に鉄てつ壁ぺき。サラスと乾杯した吸血忍者は一人残らず、まるで床がスケートリンクと見み紛まがうほどに、見事な速度で滑っていった。

「うわあああん」乾杯力一万八千を誇ほこる友紀も簡単に吹っ飛ばされ、それを囮おとりにしていたのか、脇わきからふっと現れた吸血忍者が緑茶の入ったコップを突きだした。

　さすがのサラスも意表を突かれ、舌打ちをする。

　だが——もう間に合わない。

　悪魔男爵のグラスに触れようとした刹せつ那な——

「秘剣、燕つばめ返がえしっ！」

　ユリが開花したように白いドレスがふわりと閃ひらめいた。そこでは、両手に烏龍茶のコップを持ったセラが、吸血忍者の乾杯を防いでいた。セラに阻はばまれた吸血忍者は空高く舞まい上がり、天てん井じようにベターンと張り付く。

「やるではないか」

「あなたも——」

　不敵な笑みを浮うかべるサラスと、それに応えてふっと笑うセラ。

　がちん。二人のコップが合わせられる。鍔つば迫ぜり合あいのようにギリギリとグラスを擦こする二人。そこにまた襲いかかる吸血忍者たち。

「セラフィム——」

「ええ！　言わずとも分かってますっ！」

　白いドレスを着たセラと、黒いドレスに身を包んだサラス。

　そんな二人は——プリティでキュアキュア。

　サラスとセラの鉄壁の守りに皆感服している中、一人の少女が手を挙げる。

「ちょっと、ムカツクんですけど」

　その少女は、俺と同じ年ぐらいで、茶ちや髪ぱつのゆるふわパーマのギャルだった。どんな忍者だよ全く。

　見れば、同じような髪型と化け粧しようで個性のない、でもまあやっぱり吸血忍者なんで可愛いギャルギャルした少女が三人で集まって、むすっとしている。

「これは、頭領復活のパーティーでしょ？　なんで乾杯させない訳？　マジムカツクんですけど」

「ホントにそう。たかが保守派の部隊長が、何様～？」

「そっちのポニーテール、任務を放ほう棄きした人でしょ？　よく来れたよね～」

　キャハハ……バカにした笑い声を上げる三人。

　以前、ユーを殺せとかいう馬ば鹿かげた命令に逆らったせいで、セラは仲間外れにされた。だがそれは、爆ばく弾だんから吸血忍者の命を救ったことで帳消しになったと俺は思っていた。

　やっぱり、クリスを倒せと言う使命を果たさないと、ダメなのか？

「おいおい、ケンカはやめようぜっ！　そういう場じゃねえだろよ～」

　友紀がおろおろとしてサラスと三人を見比べている。

　三人娘はニヤニヤと憎にくたらしい笑みを、サラスは静かに佇たたずんでいたが、右手の拳はぎゅっと握にぎられていた。

　サラス——我が慢まんしてるな。

「いや、これは俺が頼たのんだ事だから、サラスバティたちは悪くないんだ」

　悪あく魔ま男だん爵しやくがフォローを入れるが、三人は止まらない。

「ちょっと可愛いからって、調子乗ってんじゃ——」

　怒ど濤とうの勢いでまくし立てようとしたところに、サラスの中にあった何かが沸ふつ騰とうし、一いつ喝かつする。

「黙だまれっ！　雑ざ魚こ共が——耳障りだ！」

　そんなサラスの怒ど号ごうに、むっと口を突き出したゆるふわパーマの一人が、コーラを持ってサラスの目の前へ行く。

　そして——びしゃっとサラスの顔へコーラを掛かけた。

　せっかくの黒いドレスが、コーラでシュワシュワになってしまう。それを見た三人が楽しそうにキャハハハと声を上げた。

「死にたいようだな」

　その声は、腹の奥から発せられたモノだろう。ワナワナと拳を震ふるわせ、サラスは殴なぐりかかる。憎たらしくも可愛い顔に、サラスの拳が振ふり下ろされる。

　俺は、その手を摑つかんでいた。

「ダーリン……」

「手は、出しちゃいけねえだろ。そんなことのために、会議をやろうってお前は言いだしたのか？　お前が企き画かくしたんだろ？　一つにまとまって欲しいんじゃなかったのか？」

「しかし——」

「お前は少し、感情的になりやす過ぎるんだよ」

　割って入った俺の頰ほおを、ゆるふわパーマの少女は殴りつける。

「部外者が邪じや魔ましないでよねっ！」

　サラスの中にある堪かん忍にん袋ぶくろか何かの紐ひもが、ぷつんと切れる音がした。

「貴様……いい加減にしろっ！　革新派がそれほど偉えらいのかっ！」

　そしてそれが、乱らん闘とうの合図だった。

「落ち着けサラス！　俺は痛くもなんともないって！」

　せっかく一つにまとまろうと集まった保守派と革新派の吸血忍者は、殴り合いを始めてしまう。

「ストップ！　ストーップ！」

　友紀が声を掛けるが、誰だれも殴り合いをやめない。

「落ち着けって。どうしてこうなるんだよ」

　二人の間に入り、体を押し退のける。憤ふん怒ぬを露あらわにするサラスに対し、ゆるふわパーマの女の子は嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

「ネットランキングで私に勝てないからと、ムキになるなよ。小物が——」

　ああ、この子もネットアイドルやってるんだ。確かサラスは『ラブリー☆キララ』という綺き麗れいな顔に似合わない名前でネットアイドルをやっていて、アイドルランキングで上位にいると、織戸に聞いたことがある。

「超ちよう生意気なんですけどっ！　何様っ？」

　どうやら、怒いかりの琴きん線せんを踏ふみつぶしたようだ。

「歌もパフォーマンスも顔もイマイチぱっとしないのが、性格のせいだったとは気づかなかったよ」

　今度は、サラスが嘲笑を浮かべる番だった。

　もう止まらないな、これは——吸血忍にん者じやはいつもこんなどうでも良い事で争ってるのか？　そうこうしているうちに、ホットウーロンを飲み干した悪魔男爵は、マイクを取る。

「命令だ——やめろ」

　その一声は、神の声だったのだろう。ドスの利いた声に、俺まで身が竦すくんだ。

　しん——と静まりかえる場内。

　さすが頭領。一声で全員の視線を集めてしまった。ボサボサ髪がみと無精ヒゲ、いつもダルそうな顔をしている悪魔男爵が、キリっと頼たよりになる男の顔をしていた。

「すまなかった！」

　続く悪魔男爵の言葉に、皆目を丸くしていた。てっきり怒られると思っていたから、虚きよを突つかれたのだろう。……俺もさ。

「お前たちがいがみ合っていた事を、俺は知っていた。——今まで放って置いてしまい、誠に申し訳ないと思ってる。だが、もうその必要もないだろ？」

　悪魔男爵は、死んだ事にして、姿を隠かくしていた。そのせいで吸血忍者が二分されて争いを始めていたことも、知っていたのだろう。知っていて、それでも顔を出すことが出来なかった。

　こいつも、こいつなりに辛つらかったに違ちがいない。悪魔男爵の目を見て、俺はそう感じた。

　はあ、と一つ息を吐はき、じょりじょりと無精ヒゲをさする。その悪魔男爵はすでに、いつもの気け怠だるい表情に戻もどっていた。

「お前たちが争う姿は、もう見ていられない。今までの事は水に流して、昔みたいにさ。のんびり行こうじゃない？」

　サラスと三人娘はむすっとした顔で互いを睨にらみ付ける。そして——それぞれ違う場所へと歩いていった。

　——やれやれ。そこは空気を読んで、握あく手しゆとかをしとけよ。







　嵐あらしのようだった乾かん杯ぱい大戦は終しゆう了りようし、なんとかなったと溜ため息いきを吐いた俺は、辺りを注意深く見回してみる。

　友紀はドレッシングを片手に料理を食い漁っている。

　セラは一人、新曲情報をチェックしている。

　サラスは大勢の吸血忍者が集まる場所へ向かい、俺はその後に続こうか悩なやんでる内にタイミングを逃のがした。

　ていうか、悪魔男爵はどこだ？　サラスも友紀も、お取り込み中のようなので、一人でいるセラの方へと行ってみる。

「おや、歩ではないですか。相変わらず、気持ち悪いですね」

　セラは少し寂さびしそうな表情を浮かべていた。

　隣となりには、サラリーマン風のおっさん二人がいるが——

「東京タワーの所にねー。めちゃ美う味まいおでんの屋台が最近出てるんだよー」

「あ、あの出だ汁しが違うって有名な——」

「あそこのガンモがねー。激うま」

　未だにおでんの話で盛り上がってるため、セラには入りづらかったのだろう。だが、むしろ好都合。話し相手がいてくれて助かったと、セラの隣に座る。セラと一いつ緒しよにどんな新曲が入ったのかをチェックしようと身を少し乗り出した。

「歩」

「なんだ？」

「セクハラです」

「どの辺なんだぜっ？」

　あまりの理り不ふ尽じんな発言に、言葉がおかしくなった。

「もう少し離はなれてくれませんか？　気持ち悪い」

　近くに寄っただけでセクハラ扱あつかいかよ。ご要望に従い、少し離れる。

「——頭領は、どこ行ったんだ？」

「頭領？　トイレに行ってる所ですね」

「そうか——」

　俺はセラの横で、顔も知らない吸血忍者の歌を聴ききながら、悪魔男爵を待った。

　だが、全然現れようとしない。

　そして五分後——居い心ごこ地ち悪うぅ。セラも全然構ってくれないし、こんな空気耐たえられねえよ。アウェーはきついな。せめて友紀が来てくれれば、この心の砂さ漠ばくに潤うるおいが出来るだろうが——無理だな。かなり遠くにいる。

　そうか。こっち側は保守派で、あっち側が革新派で集まっているのだろう。

　勇気を振り絞しぼって一番吸血忍者の多いサラスの所へ行ってみる。

　サラスはさっきコーラを掛けられたので、カバンに入っていたパンクロックの格好に着き替がえていた。ブーツもホットパンツもテカテカで、うっすら膨ふくらんだ胸を包むのは、一枚の布きれだ。きっとブラもしていないだろう。くびれが美しいからこそ、ヘソ出しルックでいられる。

　さすがはネットアイドル『ラブリー☆キララたん』だな。

　サラス——と声を掛けようとしたところに、

「おおーサラスちゃん。飯はまだかな？」

　立派なお髭ひげのおじいちゃんが現れた。サラスは溜息を一つ。

「全く——昨日、食べたではないですか」

　毎日三食ちゃんと食べさせてあげてーっ！　何ボケちゃったおじいちゃんに諭さとすような口調で言ってんのっ？

「おー、そうじゃったかな。うっかりうっかり」

　おじいちゃん騙だまされてるよーっ！

　そのおじいちゃんは、年寄りには似合わないムキムキマッチョな肉体で、ボタンが弾はじき飛びそうなぐらいピッチリしたスーツを着ている。

　確か、セラやサラスの上司で『元げん勲くん老ろう』とか言ったな。

　また、タイミングを逃した——入りにくい空気になってしまったので、俺はその場から移動する。そうだ。ついでにトイレに行っておこう。

　広いカラオケはどこも同じような景観で迷いそうになる。

　よく掃そう除じの行き届いた綺麗なトイレに入ると、個室が一つと洗面台しかない。

「うー、トイレトイレ」

　今、トイレを求めて全力疾しつ走そうしている俺は、高校に通うごく一いつ般ぱん的な男の子。強いて違うところをあげるとすれば、ゾンビだってところかナ——

　使用中ではなかったが、一応コンコンとノックしてから扉とびらを開けると、フタを閉じた洋式トイレに座り、まるでホセ・メンドーサと死し闘とうを繰くり広ひろげた後のように真っ白に燃もえ尽つきた無精ヒゲの男がいた。

　——うほっ、いい男だん爵しやく。こんな所にいたのか。

「いい男が台無しだな」

「見ただろ？　あの乾杯大戦を。これじゃ身が持たないよ。俺が思っていた以上に、吸血忍者の溝みぞは深いようだ」

　たかがホットウーロンを一気飲みしたぐらいでへこたれんなよ。病人かお前は——

「もう、体調不良とかで帰るか？」

「そうもいかない。だけど——どうしたものか」

「そうだ。セラにずっと付いて貰もらうってのはどうだ？」

　ちょうど、セラが一人でいることを思い出した。悪あく魔ま男だん爵しやくと一緒に行動していれば、セラも吸血忍者と話が出来る。

「セラ？」

「あれ？　セラフィムだよ。保守派の吸血忍者で、今は俺の家にいる——」

「ん？　ああー、はいはい。あのポニーテールの子か。良い体をして——ぐぶっ！」

　悪魔男爵は振ふり返かえり、トイレに大量の血を吐いた。

「くっ！　イヤらしいことを考えるのは、医者に止められているんだった」

「お前、それでよくバレなかったな」

「で、そのセラって子がどうしたって？」

「ああ、サラスと似たタイプの女の子なんだが、気配りは行き届く良い子だと思う」

「そうか。よし、その子の力を借りよう」

「随ずい分ぶんあっさりと了りよう承しようするんだな」

「それだけ、君を信用している。いや、他に頼れる人間がいないんだ。肉球でも借りたい気分だしね」

　ちゃんと猫ねこの手って言えよ。こいつは本当に面めん倒どう臭くさい奴やつだな。——あーもう、ウインクするな。気持ち悪い。

「セラの話で——ついでに一つ頼たのみ事がある」

「一つだけにしてくれよ？」

　ウザい声で聞き返してくるな。と無精ヒゲをピンセットで引ひき抜ぬきたい気持ちに駆かられながら、俺は話を進める。

「あいつに、任務を与あたえて欲しい。内容は何でも良い。とにかく、俺の家にいられるように」

　セラの任務は、ユーに頼んで悪魔男爵をゾンビにしてもらうこと。だが、こいつが現れたことにより、その任務は終わってしまった。だから——俺の家にいる理由がもうないんだ。

　それは……それだけは——

「そんなことなら、お安いご用だね。いやあ——」

「なんだよ。その顔は——」

「いやいやぁ。俺はてっきり、ユークリウッドと君がデキてるとばかり。まあ、あの体だし——げぶっ！　思い出し吐と血けつしてしまった……」

「そんなんじゃねえよ。ユーのためでもあるし、家の事はもう全部セラに任せちまってる状態だからな。あいつが掃除しないとハルナが家を汚よごしまくるだろうし。俺はもう、ハルナやユーの下着を洗せん濯たくしたくないんだよ」

「わかった。わかったよ。必死になる君を見ていると、とても面白いね。アリエルが君をお気に入りなのも、よくわかる」

「うっせーよ」

　何だか顔が赤くなってきたので、俺は笑う悪魔男爵に背を向ける。どいつもこいつも、バカにしたような笑い声をしやがるな。

　おっとっと——携けい帯たい電でん話わが震ふるえているじゃないか。メールか？　それは、織戸からだった。どうやら、合コンの方が始まるようだ。

「じゃあ、後はセラに任せて、俺は別の用事へ行ってくるわ。サラスにはそうだな——トイレに行ってくると言っておいてくれ」

「分かった。そのセラって子に全てを託たくすことにするよ。——でも、いいのかい？　クリスの情報が得られるかもしれないのに」

「……こっちでは、クリスの弱点が分かるかも知れないんだ。それに——ここの空気には耐えられない」

「意外に、繊せん細さいなんだな——ゾンビのくせに」

　なんとでも言ってくれ。

　俺は背中を向けて、ぱたぱたと手を振りながらその場を後にした。

　誘さそってくれたサラスには——悪いがな。































　ギロッポンにある吸血忍にん者じやの忘年会会場から歩いて五分。

　合コン会場は、学生には縁えんのない場所——ダーツバーだった。

　これは、やけに乗り気なアンダーソン君が常連の場所で、やけに割引券を持っている上に団体割引が効くからという理由と、せっかく大人がやることをやるんだから、大人びた場所でやりたいという意見を総合した結果だった。

　思ったより人が集まっていて、三十人を越こえる人間がダーツバーへと集まっていた。

　その中で俺の知っている顔は——

　肩かたまでの茶色い髪かみから伸のびるアホ毛が特とく徴ちようの貧乳娘むすめ——ハルナ。

　銀色の腰こしまで届く髪と西洋鎧よろいが特徴の貧乳娘——ユー。

　すっぴんでは外も歩けない。が座ざ右ゆうの銘めいであるバスケ娘——三み原はらかなみ。

　ダンクが出来るほどの長身で、超ちよう絶ぜつイケメン——アンダーソン君。

　あと、なんか織戸的な——何か。

　男子の参加条件が『可愛い子を連れて来る』というものだったからか、そのほとんどが知らない顔で比率は女子の方が多い。

　店の前で集まった俺たちは、アンダーソン君を先頭にして中へと入っていく。

　中はやけに広かった。西部劇に出てくる酒場のような雰ふん囲い気きの店内で、木製の長いカウンターに、ダーツの機械が三台とビリヤード台が二つ。すでに料理が出来上がっているようで、テーブル席にはメキシコ料理が並んでいた。

「おー、よく来たねー。ピザを焼いておいたよー」

　やけに愛想の良いマスターが招き入れてくれる。三十代前半だろうか？　若い店主だ。

「無理言ってすまないね。ソフトドリンクや料理までわざわざ用意して貰もらって」

「良いよ良いよ。下しも村むら君のためなら毎日貸し切りにしちゃうさー。夜から店を開けるから、七時ぐらいまでだけど、いいんだね？」

「助かるよ。ありがとうマスター」

「その代わり、またウチに通ってよ～？　下村君目当てで来る客もいるんだから～」

　軽快に笑い飛ばす二人。

　ぞろぞろと学生たちが席に着くのに続き、俺もお気に入りのジャケットをハンガーに掛かけて、端はしの方に座る。——そこにピザが運ばれてきた。

「こ、これはアルフレッドガナーソンＬＶＳ零型！」

　アホ毛をピコピコさせたハルナが椅い子すを傾かたむけながらショックを受けている。

『ただのピザ』＝『ハルナちゃん、これはただのピザだよ～』

　ユーが無表情のままツッコミを入れた。

「……あ、そっか。この世界にはアルフレッドもガナーソンもなかったんだよな」

　ふー。額の汗あせを拭ぬぐって安あん堵どの吐と息いきを吐つくハルナに、みんなニコニコしていた。

「おい、相川の変態野や郎ろう」

　いつもよりツンツン頭を鋭えい利りにさせた、やけにオサレなジャケットを着たメガネの男が眉み間けんにシワを寄せていた。

「いきなり変態扱あつかいかよ。どうした？」

「噂うわさの可愛い子はどうした？　確かにハルナちゃんやユウちゃんは超絶美少女だが、二人を誘ったのは俺だぞ？」

「こいつらはうちの人間じゃねえか。お前の功績とは認めらんないね」

「ふっ、甘いぞ相川っ！　まだいるのだよっ！　こういうイベントには絶対に参加しない超絶美少女がっ！」

　織戸のような露ろ骨こつにスケベな男と一いつ緒しよに来てくれる美少女なんざ、そうそういないだろうに、誰だれなんだそのお人好しは——

　にやりと笑う織戸の陰から、ひょっこりとお下げ髪の美少女が現れた。

　平ひら松まつが合コン？　そう言えば似合わないな。平松は人の目を見て話すことが苦手で、いつも伏ふし目めがちだ。でも優しい子だからな。

　ピンクのニットカーディガンにヒラヒラのスカートとブーツを履はいた私服姿の平松は、少し居い心ごこ地ちの悪そうな顔でうつむいていた。

「……相川くんも……来るって言うから……せっかくだし……その」

　少し顔を赤らめた平松。——お気の毒です。俺はありがとうの意味も込めて、平松に手を合わし、頭を下げた。

　さて、俺のいるテーブルにはユーと織戸と平松がいた。ハルナはウロウロと動き回っていて、カウンターはアンダーソン君とほぼ全ての女子が占せん拠きよしていた。

　なるほど女子高生たちは、イケメンのアンダーソン君以外眼中にないようだ。

「そう言えば——」

「どうした？」

「アンダーソン君はどんな子を連れてきたんだ？」

「聞いてみるか？　おーい、アンダーソーン」

　呼んだ？　とばかりにちらりと首を向けたアンダーソン君に声を掛けた。

「アンダーソン君が連れてきたのは——」

　そのとき——

「アユムアユムアユムーっ！」

　ハルナがビリヤード台の方から満面の笑みを浮うかべてこちらへとやってくる。

　その腕うでの中には、まるでぬいぐるみのような可愛らしいフクロウが。

「何これっ！　めちゃめちゃモフモフしてるんだけどっ！　あたし、こんな変な鳥初めて見たっ！」

　寸ずん胴どうで短足だが、そのかぎ爪づめは鋭するどく尖とがっている。まあ、フクロウは猛もう禽きん類るいで、ワシやタカのように肉食だからな。

　……って、なんでこんな所にフクロウが？

「俺が連れてきたのは、あのミミズクだ。な？　可愛いだろう？」

　ミミズクだったのか。あー、頭の毛が耳みたいになってるからフクロウじゃなくてミミズクなんだ。

　確かに『可愛い子』だけど——見ろよ、この織戸のがっかり感たっぷりなメガネを。

「正直寒いわー」という織戸の呟つぶやきよりも、

「可愛いーっ！」という女子の黄色い声せい援えんの方が、当然の如ごとく勝っており、もうアンダーソン君を大絶賛。

　テーブル席に集まっていた俺やあぶれた男子は、イケメンという生まれもっての才能に敗北感を味わわされていた。

「はあ、たまんない」

　恍こう惚こつの表情を浮かべてワイパーのようにアホ毛をピコピコさせる。

　もはや猫ねこ科か動物かと思うぐらいに大きく丸い目と、羽角と呼ばれる耳のような毛。

　……いや、確かに「ほー」と鳴く姿も可愛いけどさ。違ちがうじゃん。

「はっ！　柔じゆう軟なん剤ざいつかっただろっ！」

　使ってねえよっ！　ふわふわもふもふなミミズクの毛に頰ほおを寄せて、ハルナは抱き抱かかえていた。

「ほー、ほー」

　それにしても大人しいミミズクだな。猛禽類ってそんなに懐なつくもんだっけか。ワシとかタカと同じだろ？　しかし、ミミズクはハルナに頭を撫なでられて、目を瞑つぶっている。こういう仕草も猫みたいだ。

「……はわぁ……可愛いなぁ」

　平松もうっとりとした表情でミミズクを眺ながめていた。

　さすがにちょっと俺も触さわりたくなって、ハルナのところへといってみる。

「はーい、みんなドリンク注文してー」

「え？　ドングリ？　こいつにやんの？」

　目をパチクリさせたハルナ。ドングリなんか食わねえよっ！　かなりの肉食系だよ！

「ほー」まるで相づちを打つようなタイミングでミミズクが鳴き、ハルナは「よしよし」と首周りをマッサージする。

「相川、コーラで良いか～？」

　織戸の声を遠くに聞きながら、俺はミミズクの頭を撫でる。すると——

「ぽぉーっ！」クチバシが、突つき刺ささった。

　めちゃめちゃ警けい戒かいされてるーっ！　ていうか、今マイケルみたいな鳴き声じゃなかったか？

「アユム、キモイって」

　ハルナのバカにしたような笑いに、俺は少しイラっとしたので、

「織戸っ！　ちょっと来い」

　呼び寄せた織戸に、ミミズクの頭を撫でてみろと命令する。すると——

「いってえええぇーっ！」

　クチバシが、突き刺さる。

「見ろ、ハルナ。俺がキモイ訳じゃない」

「そりゃあ、だって、こいつもキモイじゃん。えっと確か——オンドレだっけ？」

「ほうほう」ミミズクは「なるほどなるほど」のニュアンスで頷うなずく。

「何組の講演やねん。ベルサイユっぽく言うな。織戸だ」

「お前ら、良いから早くグラスを持てよ」

　織戸に催さい促そくされ、俺とハルナはコーラを手にする。

　ジンジャーエールやレモンスカッシュ、コーラなどの炭酸飲料をみんなが手にした所で、主しゆ催さい者しやである織戸が乾かん杯ぱいの音頭を取る。

「えー、今日は皆みなさん、集まってくれてありがとうございます。いやあ、結構な人数が集まりましたね。えー、『乾杯』と『おっぱい』は多ければ多いほど盛り上がります。なんつって。では——乾杯！」

　………………五秒ほど時間が止まり、みんな何事もなかったように——

「かんぱーい！」

　元気な学生の声と共に、グラスの合わさる音が聞こえる。

　誰も、織戸の所へは行かなかった。俺は——隣となりにいたハルナのグラスを突き飛とばす。

「うわああっ！　なんだよアユムのバカぁっ！」

　あ、乾杯大戦のノリで、ついついゾンビパワーが出てしまった。

　そんな俺を敵と見なしたのか、ミミズクのワシのようなクチバシで攻こう撃げきされた。まるでハルナの意思をそのまま反映しているようだ。

「おお！　いけっ！　キールロワイヤルっ！」

「ほ————っ！」

　目を輝かがやかせたハルナの右手に乗ったミミズクは羽はねを伸のばして口を開く。このミミズク、マニアックなネタにも対応出来るのかっ！

　織戸が乾杯にグラスを持ってくると、俺はそれを横に弾はじき飛ばす。

　ユーが乾杯に来たときも、つい強めに返してしまう。

　……自分は器用な方だと思っていたのになー。

「相川……お前……乾杯の才能ゼロだな」

「いや、これは」

　がちん。織戸のグラスを弾き過ぎて、中に入っていたコーラが零こぼれてしまう。

　どっと笑いが溢あふれた。

「あは……相川くん……乾杯が下へ手たなんだね……意外だなぁ」

　くすくすと平松に笑われた。まるで俺が乾杯下手の変態少年のように振ふる舞まわれ、少しヘコんでいたところに、平松がカバンから将しよう棋ぎ盤ばんを取り出した。

「将棋？　平松、将棋好きなのか？」

「うん……私……きっと孤こ立りつすると思ったから……持って来ちゃった」

　合コンする気ナッシングっ！　じゃらじゃらと将棋盤に駒こまがばらまかれるのを見たユーの目がキュピーンと光る。

　ユーは平松の方へ体の向きを変える。合コンする気がないのは、ユーも同じなんだろうか。ユーは何を思ってここに来たのだろう。

「あ……やりますか？」

『お願いします』

　深くお辞じ儀ぎをして、端はじっこへと誘さそう。平松とユーは騒さわがしくない場所へ移動すると、慣れた手つきで駒をセッティングしていく。

　そんな二人の姿を目まの当たりにした男子たちは、入れない世界に戸と惑まどいながらも、ギャラリーを装って近づこうと企たくらんでいた。それを発見した俺は、まるで大統領を護衛しているＳＰのように立ちふさがる。

　ユーに悪い虫は付けさせん！　俺の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを前に、諦あきらめて別のグループへ向かう男たち。よし——それで良い。

　ある意味、一つのカップリングが完成した。同じように、所々で色々なグループが出来ていく。

「……でさあ、あたし今でもスリーの癖くせで、防御防御防御キャンセルキャンセルってやってから『戦う』を選んじゃうんだよねー」

　一応超ちよう絶ぜつ美少女である所のハルナを囲む男子生徒たちは、ハルナのマニアックな漫まん談だんについて行けず、首を傾かしげていた。

　あの予習は、やっぱり失敗だったな。

「何の話だよ」

　笑いながらツッコミを入れる男子に、ハルナはチョップを脳天に振り下ろす。

「うっさい！　常識だろっ！」

　容よう赦しやのないハルナの攻撃に、「えー」という顔をする涙なみだ目めの男子生徒。

「あんたは分かるよなー」

　ハルナの「なー」に合わせて、ミミズクも「ほー」と鳴く。

　ハルナの隣にいたミミズクがホーホーと鳴いて首を動かしている様子が、ハルナには相づちを打っているように見えるのか。

　男子がミミズクに負けじと必死の相づちを打っているのは、ひとえに、ハルナという美少女とお知り合いになりたいからだろう。

　こりゃあ、誰だれもハルナをお持ち帰りなんか出来ないだろうね。

　他のグループはどうなってるだろう？　と、辺りを見回してみる。

　織戸と三原は同じグループで、ずっとピザやサラダを食べていた。男子も女子も数人いたが、こっちも会話が繫つながらない。

「渓けい谷こくの『渓』って、『淫みだら』に見えるよな」

「え？　どういうこと？」

「巨きよ乳にゆうはＥカップからだと思う人～」

　織戸が挙手を求めても、誰も答えない。

　だって、女の子にするアンケートじゃないだろうよ。

　織戸も、空回っているな。続いて——あっちはユーと平松のツーショットか。

　ユーと平松の一局は、すでに中ちゆう盤ばんに差し掛かかっている。

　七十四手目をユーが打ったときに、平松が「あ」と驚おどろきの声を出した。

「まさか……そんな……」

　何かに気づいた平松に、ユーは一枚のメモを渡わたす。

『あなたは　強かった』

　え？　ユーが勝ったのか？　それからの二人は、まるで将棋の解説みたいにノータイムで駒を動かしていく。もはやそれは将棋ではなく、トランプのスピードのようだった。

　そして——ユーが勝つ。

「ふう」一息吐ついた平松は靴くつを脱ぬぎ、椅い子すの上で正座した。

「もう一局……良いですか？」

　その目は、今まで見たことのない、強い眼まな差ざしだった。本気モードに突とつ入にゆうしたということなのだろうか？

『望むところ』

　こうして、第二局が始まる。一言も発することなく駒を進める二人に、誰が話しかけられようか。もはやそこは、別の世界だった。

　気がつけば、俺は一人孤立していた。せっかく遊具があるんだし、遊んでみようかな。

　賑にぎやかなテーブル席を横切って奥に進むと、そこには二台のビリヤード台がある。

　アンダーソン君とその取り巻きがいた。

　常連なだけあってか、アンダーソン君はかなり上う手まかった。もう、順番が回ってきたら全部終わらせてしまうんだから、ゲームにならない。ホント、ビリヤードって上級者のゲームだな。

　キューの先をきゅきゅっと磨みがく姿や、ヒジの角度とか足の開き具合を見れば、プロのハスラーなんじゃないかと疑ってしまう。

　ビリヤードが上手い姿よりも、むしろ俺は、キャーキャーと悲鳴に似た歓かん声せいに、嫌いやな顔もせずに笑顔で応えるアンダーソン君を凄すごいと思っていた。

　あんなに耳元でキャーキャー喚わめかれても集中力を切らさないなんて、すごいよな。

　そこに、ハルナとハルナ狙ねらいの男子もやってくる。

「まるであれだな——で、デスラーみたいだな」

　ハルナはまるでヤマトの諸君みたく、驚きよう愕がくの表情でその様子を窺うかがっていた。

「いや、デスラー、ビリヤード上手そうだけども！」

　さてはハスラーとデスラーを間違えやがったな？

「ほほー」感心したようなニュアンスを込めて、ミミズクが鳴く。

　ほー。だけで結構感情を表せるんだな。

「やってみるかい？」

　ミミズクを抱いてビリヤード台の横にいたハルナへ、アンダーソン君がキューを差し出す。

「よしっ！　バッチコーイ」ハルナは白球をつかみ取り、キューを構える。

　その姿は、千本ノックをする鬼おに監かん督とくのようだ。バッターが「バッチコイ」を言ってどうするんだろう。

「——って、お前何をする気だよっ！　やり方、今見てただろうがっ！」

「ほえ？」

　かっきーん。白球の中心をジャストミートさせることも、それをかっ飛ばせることにも驚いたが、その球を鋭するどいかぎ爪づめでキャッチしたミミズクに一番驚いた。

「おおーっ！　もっかいやろっ！　もっかいっ！」

「ほっけー」

「もうやるな！　……お前今ＯＫって言わなかったか？」

「ほー？」何言ってんの？　と首を捻ひねるミミズク。一つ分かったことは、こいつは完全に人間の言葉を理解しているということだ。

　俺が必死に止めようとしても、ハルナは止まらない。そんなことはわかっていたので、キューを強引に奪うばってしまおうとした。

　そんな俺よりも早く、アンダーソン君がハルナの手を取る。

「教えようか？　やり方」

　甘いマスクから漏もれる、甘い吐と息いき。身長差もあってか、覆おおい被かぶさるような格好になり、なぜだか本当に分からないが、俺はその様子をむっとした表情で見ていた。

「うっさい！　あたしが知らないような言い方すんなよなっ！」

　相手が超絶イケメンだろうが、ハルナの態度は変わらない。吸引力の変わらない掃そう除じ機きぐらいぶれることがない。

　携けい帯たいがブルブルと震ふるえる。この震え方は——電話か。

　俺は大先生からの電話だと思ったので、ディスプレイを見ることなく電話に出る。

「あー、もしもし。もう着くんですかね？」

「む？　貴様——何を言っている？」

　その攻こう撃げき的な声は、サラスのモノだった。……しまった。迂う闊かつだったな。

「え……いや……まあ」

「何をしている？　トイレではなかったのか？」

「あー、いやあ……その、ちょっと……メガロを」

「メガロ？」

「お前たち吸血忍にん者じやの言う『妖よう怪かい』だ。ちょっとそれを退治してて……うん」

「そうだったのか。——すまない。少し疑っていた。……私も手伝おうか？」

「え？　いや……そっちはもう終わったのか？」

「ああ、会議は終しゆう了りようした」

「残念だったな。せっかく誘ってくれたのに。またいつか——誘ってくれ」

「おい、クソダーリン。私のライブを見ないつもりか？」

「——耳に挟はさんでない情報なんですけど？」

「言い忘れていたか？　……会議が終わった後は、頭領復活を祝してコンサートライブをやる事になっているのだ」

　全然聞いてねえよ。まあ、途と中ちゆうでほったらかしにしてしまったし、誘ってくれたサラスには少し負い目を感じていたため——

「是ぜ非ひ見に行くよ。何時からどこでやるんだ？」

　サラスに問いかけながら、俺はユーの所へ。メモを一枚貰もらって、そこに住所と時間を書き、ポケットへ入れる。夕方五時から、ライブハウスね。

「絶対、見に来るのだぞ？　マイダーリン」

「ああ、約束だ。絶対見に行ってやる」

「——ああ、初めてだな。約束をするのは。……私は嬉うれしいぞ」

　電話が切れて、携帯をしまうと、すぐにまたブルブルと震えたので、俺は「あー」と少し嘆たん息そくしながらもう一度電話に出る。

　こういう、電話を切ったあとで言い忘れた事に気づき、もう一度電話をする事ってよくあるよな。今みたいにタイミングが悪いと、やれやれって言いたくなる。

「なんだ？」

　少し不ふ機き嫌げん気味に電話に出てしまった後で、俺は別にそんな態度を取らなくても良かったなと後こう悔かいした。何か言われる前に——

「すまん。ちょっと態度が悪かったな」

　とフォローを入れる。

　すると、クスクスと笑いを堪こらえきれずに漏れてしまったような笑い声がして——

「アユムさんってぇ、たま～に可愛いですよねぇ」

「だ、大先生！　あーいや、えっと今のは——」

「今からぁ、向かわせて貰おうと思うんですけど～、座標を教えて頂けますかぁ？」

　さすがだ。俺がバツの悪そうになっているのを感じて、あまり追及せずに本題へ入る。大人の対応だな。これがハルナとか友紀だったら、三分は大爆ばく笑しようしたり「ねー何？　今の何？」みたいに絡からんでくるだろう。

「ちょっと待って下さい」

　俺はビリヤード台の辺りから人の少ないカウンターの方へ向かい、店員さんに今いる場所の住所を教えて貰い、それを大先生に伝える。

「分かりました～。ではでは～」

　なんて電話が切れた瞬しゆん間かんに、店の扉とびらが開かれる。

「こんにちは～」

　早っ！　電話の最中にもう向かっていたのかと思うくらいの早さで、大先生は現れた。今日はいつもの白衣ではなく、可愛い私服だ。

　その隣となりには、ちゃんと京子の姿も。始めて出会ったときはツインテールに髪かみを結っていたが、今はハルナより少し長い髪をそのままにしている。格好は普ふ通つうのワンピースだが、その腕うでには、なにやらルーン文字のようなモノが刻まれたブレスレット。手て錠じようのようなものだろうか？

　がたっと音がして振ふり向むくと、平松と将しよう棋ぎをしていたユーが無表情だが驚いた様子で立ち上がっていて、キューを構えるハルナがワナワナと震えていた。

　——そう言えば、京子が来ることは説明していなかったわ。

「なんであんたがここにいるんだ！」

　アホ毛をピコンと直立させ、キューを京子に向けるハルナの表情は、唸うなり声ごえを上げる犬のようだった。

「ハルナさん、相川先せん輩ぱい。お久しぶりです」

　満面の笑み。京子の営業スマイルは、並みの男性なら「惚ほれてまうやろー」と叫さけびたくなるほど可愛い、天使のスマイルだ。

「相川！　ナイスだ！　これほどまでとは！」

　織戸の鼻から、興奮の塊かたまりが息となって吹き出した。お前はとりあえず涎よだれを拭ふけよ。

「可愛いだろ？」

　勝かち誇ほころうと思った俺を無視して、織戸は精せい一いつ杯ぱいのイケメンボイスを出しながら、京子の手を摑つかむ。

「お名前は？」

　気分はすっかりお伽とぎ話ばなしの王子様。

「あ、織戸先輩ですね？　お会いできて光栄です」

　白い歯を見せるような微ほほ笑えみに、織戸は感極まって涙なみだを流してしまった。

「き、聞いたか相川っ！　俺にも春がっ！」

　……う、うぜえ。織戸さーん、騙だまされてますよー。

「妹さんはお元気ですか？」

「え？　まさかすでに俺の個人情報を確保？　元気過ぎて昨日頭を叩たたいてやりましたよ」

　はっはっは。上じよう機き嫌げんで大笑いする織戸。

　そう言えば、京子は以前この世界にいて、織戸の妹と友達だった。そもそも京子と知り合ったのは、織戸の紹しよう介かいだ。

　だから、二人の関係は俺よりも親密なはずなんだが、魔ま装そう少女は記き憶おくを消す力を持っている。恐おそらく、前に事件を犯してヴィリエに投とう獄ごくされたときに、この世界で関わった人間から自分の記憶を消していたんだろう。

　今こうして初対面のように話すところを見ると、消した記憶を戻もどすことは出来ないようだ。

「で、誰だれなのこの二人」

　京子の手を取って、スリスリする織戸を不機嫌そうな顔で三原が眺ながめている。

「えーっと……ロリ巨きよ乳にゆうの方が京子で、ツインテールの方が……」

　大先生の名前は確か——アリエルだっけ。

「あー、アーリエ……リエ！　リエちゃんだっ！」

　閃ひらめき！　圧あつ倒とう的てき閃きっ！

「相川先輩の後こう輩はいで、京子って言います。よろしくお願いします」

　ぺこりと深くお辞じ儀ぎをする京子。襟えり元もとが大きく開き、大きく実った胸がお披ひ露ろ目めされている。いや、俺は直接見てないけど、織戸の体の角度を見れば、見えているんだろうと容易に想像出来るのだ。

「ハルナの友達のぉ、リエでーす。本日はお招き頂きありがとうございま～す」

　軽い会え釈しやくですます大先生。

　天使のような柔やわらかな微笑みを向ける京子。

　そんな二人に、男子たちは色めき立つ。特に、京子の顔に似合わない巨乳に、視線は釘くぎ付づけだ。まあ、あれだけの至宝をお持ちならば、見ないわけにもいかないだろう。俺も目が離はなせない。

　さて、二人が登場したことで、グループ分けにも多少の変化が出てきた。

　女子たちはアンダーソン君にべったりだし、平松とユーは将棋にべったりだし、ハルナや織戸は意味がわからない。一いつ般ぱん人には楽しくない合コンだったろう。

　そんな所へやってきた、超ちよう絶ぜつ美少女二人。

　そりゃあ、囲みたくもなる。

　笑顔が多い、明るい女の子。それだけで、みんな優ゆう遇ぐうするだろう。顔が『可愛い』ということは、才能であると俺は思う。生まれ持っての才能。




　人は見かけによらないが、人は見かけで判断してしまう。




　まるでお姫ひめ様さまのような対応をする男子たちに、二人はニコニコしていた。

　京子と大先生が席に着くや、その隣を争って男子たちがデッドヒート。

「これ飲みます？　ちょー美お味いしいですよ」

　我先にと、コーラやサイダーを差し出した。

「はい、コップね。注ついであげよう」

「そんな！　悪いですっ！」

　ぱたぱたと手を振る京子は可愛くて、みんな頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　俺は約束を果たしたんだから、さっさとクリスの弱点を教えて欲しかったのだが、近づくと周りにいた男子たちが、まるでライオンのような唸り声を上げていたので、俺はどうしようか悩なやんでいた。

「私なんかより、リエさんにあげて下さい」

　ああ、なんて良い子なんだろう。そう思わせるには十分すぎるほどの可愛らしい声と笑顔だ。リエって誰だっけ——あー、自分で言っといて忘れてた。大先生の事だな。

「んじゃ、リエちゃんに——」

「あ～、私炭酸は～」

　のんびりおっとりした大先生の声に耳を傾かたむけていると時間を忘れる。ずっと聞いていたい素晴らしいお声を——

「ちょっと！　ちょっとアユム！」

　ミミズクを肩かたに乗せたハルナが、ビリヤード台に隠かくれながら手招きをしていた。

　見えているのは、手とアホ毛だけ。顔を見せなくても、アホ毛だけで誰か分かるもんだな。何の用だろうと溜ため息いきを吐つきながらハルナの所へ体を向ける。

　そこには、先ほどまで平松と将棋をしていたユーもいた。

　見れば、平松はずっと同じ体勢で棋き盤ばんを睨にらみ付けている。緊きん迫ぱくした局面でもないが、長考しているようだ。京子や大先生が来たことにも気づいてないのか？　凄すごい集中力だな。

　ハルナの所へと向かうと、いきなりハルナに耳を引っ張られた。

「なんだよ」

　痛くはない。それを知ってるハルナは引きちぎる勢いでぐいっと引っ張り、耳元に口を寄せた。だけどハルナは小声ではなく大きな声で——

「なんであいつがいるんだ！」

　耳がきーんとなる不快感に、思わず片目が閉じる。

「京子の事か？　お前より可愛いからだよ」

「んなっ！　あたしより可愛い人間なんか存在しないんだっ！」

「そうなのか？　それは初耳だ」

『歩　答えて』

　冗じよう談だんは置いておいて。ユーの無表情な瞳ひとみはそう問いかけていた。

「クリスを倒たおす方法を、京子が知っているかもしれないんだ。理解してくれ」

「………………出来るかーっ！」

　少し悩んだ末に、ハルナは両手を挙げて抗こう議ぎをする。そうだよな、京子は色々と迷めい惑わくを掛かけた人間だし、クリスを倒す方法を知っているからって、一いつ緒しよに宴えん会かいを楽しむなんて出来な——

『分かった』

「ユー、お前——」

「はあ？　根暗マンサーっ！　あんた……」

『これは　ハルナのためだから』

　ユーの綺き麗れいな青い瞳には、なにやら決意が込められていた。学園祭のとき、ユーは自分のワガママでハルナに辛つらい思いをさせてしまったと、ずっと後こう悔かいしていた。

　だから、ハルナのためならどんなこともしたい。そう思っているのだろう。

「むー。あたしのためなら、仕方ないな。——まあ、あのブレスレットしている限り妙みようなことは出来ないだろうけど」

「ブレスレット？」

「あれは魔ま力りよくに感知してビリビリ来る奴やつだ。学校で囚しゆう人じんが付けてるの見たことあるけど、ビリビリ来すぎて失神してた」

　なるほど、魔力が使えなくなるアイテムか。つまり、京子は今、魔装少女としての強さを発揮できない。それなら妙な事は出来ないな。

「少し安心した。俺だって、あんな凶きよう悪あくな奴を連れてくるのには反対だったんだ」

「……さては大先生だな？　大先生の宴会好きは深海魚にまで響ひびき渡わたってるって噂うわさだからきっと大先生が言い出したんだろ？　よしっ！　絶対情報を聞き出すんだからなっ！」

　俺とユーは、同じタイミングでこくりと頷うなずいた。

「そんなことないですよー」

「可愛いって！　マジで」

「あは！　ありがとうございます。はぁ、もう……恥はずかしいな」

　京子の方を見れば、やけに会話が弾はずんでいる。

「あははは！　可愛いってー。京子ちゃん彼氏いんのー？」

　織戸は京子の正面という好ポジションで、顔ではなくおっぱいに話しかけている。

「ホント、私なんか全然ですよ。彼氏なんて滅めつ相そうもないですっ！」

　顔を真っ赤に染めて、両手をばたばた振りながら、笑い声まじりにそう答える京子。

　あの空間に割って入るほどの勇気を、ゾンビやネクロマンサーは持ち合わせていない。

　どうやって声を掛けようか。

「あーやって否定する奴って、絶対自分が可愛いって分かって言ってるのよね。なんで男ってあんな見え見えのブリッ子に騙されるんだろ。社交辞令だっつーの」

　近くでピザを食べていた三原が、哀あい愁しゆう漂ただよう顔付きでそう呟つぶやいていた。

　糸口が摑めるかも知れない。やさぐれ始めていた三原に声を掛ける。

「社交辞令ってどういうことだ？」

「あ、変態の相川。そうねぇ——例えば、私が事故って骨折するじゃん？　ギプスで固めて学校来たら、とりあえずなんて声を掛ける？」

「え？　……そうだなー。とりあえず、『どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？』って聞くかな」

「ううん。大丈夫大丈夫！　ちょっと事故っただけだから」

　三原は京子と同じように手をばたばたさせて、目を丸く見開いて、尋じん常じようじゃないほどの可愛い声を出した。

　そして、またやさぐれる。

「折れてるっつーの。大丈夫な訳ねーっつーの。『大丈夫？』と聞かれたら『大丈夫』って答える。『可愛いね』って言われたら、『そんなことない』って答える。——これ、社交辞令だから」

「あー、そういう光景ってよくあるよな」

「むしろ、あれは絶対、可愛くないって言って笑ってる自分が一番可愛い——って自信があるからやってるわ。可愛子ぶりやがって……」

　まあ、俺は京子の本性を知ってるからな。待てよ？　京子の本性を知れば、あの団体は大先生へと吸収されていくのではないだろうか。よし——

「ハルナは、京子の事、どう思う？　やっぱり巨乳は羨うらやましいか？」

「はあ？　あんなの無む駄だ乳だからっ！」

　こういうときは図々しい性格のハルナが役に立つ。

　天使の笑顔を浮うかべていた京子が、その表情のまま固まっていた。

　無駄乳。自じ慢まんの豊かな胸を、ド貧乳のハルナに無駄なモノだと指し摘てきされたら、それはもうイラっとするだろう。

「ハルナさんが羨ましいです。そこまでないとむしろ——希少価値で、ステータスにもなるそうですし」

「見えないけどあんのっ！」

　お前の乳はダークマターか。

「そうですね。十分ですね」

　京子の言葉に、周りの男子たちもケラケラ笑う。それは、ハルナの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを引きちぎるには十分だった。まあ、そもそもハルナの堪忍袋に付いている緒は素そう麵めんよりも耐たい久きゆう度どが低い。

「勝負だっ！　どっちの胸がより素晴らしいか、ここで決着を付けてやるっ！」

　ハルナはキューを京子へ向ける。

「ビリヤードですか？　私、結構上手いんですよ？」

　小さくガッツポーズを取って、京子は席を立つ。

　……この展開は、結局話を出来ない感じになってないか？　ハルナにも困ったモノだ。

「なんですかぁ？　私もやりたいですぅ」

　大先生もそれに続いて、こっちへとやってきた。

「ほおおおー」

　ハルナのすぐ近くにいたミミズクが、急に細くなった。

　フクロウやミミズクは、普ふ段だんふわふわの毛に覆おおわれている。威い嚇かくするときはよりふわふわに。ビビってるときは枝になりすまそうと出来る限り体を細くさせ、限界まで薄うす目めにする。何をそんなに怖こわがっているのか、俺にもハルナにも分からなかった。

　それを唯ゆい一いつ分かってそうな人間が、一人。

　ミミズクと同じように、やけにビクビクしながら大先生を見つめるアンダーソン君がいた。そう言えば、二人が来てからは随ずい分ぶん大人しくなっていたな。

　まるで、裸はだかで北極点に放り出されたかのように、尋常じゃない震ふるえ方を見せていたのだ。

「アンダーソン君、どうしたの？」

　取り巻きの女子たちも、豹ひよう変へんしたアンダーソン君を心配している。

「いや……その……ああ……ええ……」

　声にならない声。耳に言葉が入っていないようだ。蛇へびに睨まれたカエルってのは、こういう表情を言うのかもな。

　京子が一歩進むと、男子がきゃーきゃー喚わめく。

　大先生が一歩進むと、アンダーソン君がビクビクして女子が喚いた。

　どうやら、大先生に特別な感情があるようだ。

　トントン。背中を優しく叩たたかれて振ふり向くと、そこにはユーがメモを見せていた。

『冥めい界かい人から見れば　彼女は悪あく魔まだから　仕方ない』

　そうか。アンダーソン君は冥界人で、魔ま装そう少女の敵。大先生は魔装少女の中でも段だん違ちがいの強さを持っている。

『冥界には　こういう言葉がある』

　ユーはいつもと変わらない無表情のまま、俺に一枚のメモを渡す。

『蛇に出会ったら　殺される前に殺せ

　熊くまに出会ったら　殺される前に逃げろ

　彼女に出会ったら　諦あきらめろ』

　なるほど、真の意味で悪あく魔ま扱あつかいされている訳か。

　確かに、本気でやった大先生を敵には回したくないな。未だかつて、大先生の本気を見たことないし。

「この一手でどうですかっ！」

　真しん剣けんな瞳をした、いつもより楽しげな表情の平松が突とつ如じよ手を挙げた。すると、ユーは俺の顔と京子、そして平松の顔に視線を配る。そして、少し考えた結果——将しよう棋ぎへと戻もどる。

　——こっちを手伝ってはくれないようだ。まあ、ユーは将棋大好きだからな。

　ユーが席に戻って一手を打つと、平松はまた「むー」と険しい顔で考えていた。

　俺はアンダーソン君が心配になって、声を掛ける。

「大丈夫か？　ちょっと、隅すみで休むか？」

「ああ、そう……だな」

　女子たちは少し引いてしまったのか自じ粛しゆくしてくれたのか、二人きりで隅へと向かう。

　ハルナの肩かたに止まっていたミミズクも、京子や大先生から逃げるように、羽音も立てずにこちらへと飛んでくる。

　フクロウやミミズクは特とく殊しゆな毛並みのおかげで、羽ばたく音を最小限に出来るのだ。

　コーラをぐいっと喉のどに流し込んだアンダーソン君は、ビリヤード台に隠かくれるような形で床ゆかに腰こしを下ろす。俺も、その横に座った。

「いやあ、それにしても驚おどろいた。まさか、あんなに強大な魔力を持った魔装少女がやってくるなんてね」

「すまんな。ちょっとワケありで。……でも、大先生は別に怖くないぞ」

「冥界にはこういう言葉があってだな——」

「彼女に会ったら、諦めろって奴か？　さっきユーに教えて貰もらったよ」

「俺はな、相川。その言葉を聞いたとき『彼女』が誰だれなのかはっきり言えよ。なんて思っていた。——だが、そこを明記する必要なんかない。出会ったら一発で分かるほどだって意味でもあったんだと理解したよ」

　笑いながらそう話すアンダーソン君は、まだ震えていた。

「なあ、アンダーソン君。お前は何をするために、この世界にいるんだ？」

「監かん視し役ってところかな。魔装少女が妙な動きを始めたら、メガロを派は遣けんする。まあ、最近はそれほど活発な動きを見せていないから、ここでの生活をエンジョイさせて貰っている」

「妙な動きってのは？」

「例えば、ニセメガロを作って大量発生させたりな」

「あれは、魔装少女のやったことじゃないぞ」

「ああ、知ってる。でも最初はメガロと同じ技術をヴィリエが確立したのではないかとビクビクしていたんだ。ついに魔装少女が侵しん攻こうを再開したのかーっ！　って」

　ニセメガロを作ったのは、京子と夜の王。その目的は、この世界で戦争を起こすこと。なるほど、夜の王の思おも惑わく通どおりだった訳だな。

「これは何も知らない俺個人の意見だから、気を悪くしたら謝るが——冥界に魔装少女を引き寄せて、そっちでドンパチやってはくれないのか？」

「難しいだろうね。自分の領地ではないからこそ、派手なことも出来る」

　そう言えば、メガロは建物を破は壊かいしたり手段を選ばないような奴やつが多かったな。

　派手なことをして欲しくないんだがね。

　さて、ハルナと京子のビリヤード対決は、よくわからないことになっていた。

　ハルナは白球をキューでかっ飛ばし——

「今のは絶対ホームランだっ！」

　なんて胸を張っている。張っても無いモノは無い。彼女の胸は哲てつ学がくのようだ。

「もう！　それじゃビリヤードになんないですっ！」

　京子はビリヤード台をバンと叩いて怒っている。前まえ屈かがみになっただけで、巨きよ乳にゆうはぷるんぷるん揺ゆれていた。

「では～、どうするんですかぁ？」

　大先生はキューをバトンのようにくるくると回転させていた。ちょ、そんなに振り回したら危ない！　危ないって！

「この白い球を打って、数字の書いてある玉を順番にポケットへ落としていくんです」

　指さし確認で、早口に説明する。

「こうだなっ！」

　ハルナは白球を投げつけ、見事に一番を弾はじいて穴へと入れた。

「……うん。まあ、——もうそれで良いです」

　どんなに怒っても意味がない。それを理解した京子は、小さくそう呟つぶやいた。

「では、私の番ですね～」

「え？　いや、球を入れたからハルナがもう一回——」

　続いて、大先生が白球を手に取る。そして——

　ドン。ビリヤード台に白球がめり込み、そのときにどういう原理で発生したのかはわからない衝しよう撃げき波はが、周りにある全ての球を穴へ放り込んだ。

「こう、同時に落ちた場合はぁ、どうなるんですぅ？」

「え？　何今の——」「マジック？」「台が古かったんじゃ」

　あまりの出来事に、周りのギャラリーたちは意味がわからないと呟いていた。

　不ま味ずいな。魔装少女であることは隠したい。——面めん倒どう臭くさいことになりそうだし。

　俺は立ち上がり、大先生の所へと向かう。それはさながら、誤ご審しんした審しん判ぱんに抗こう議ぎをしにいく監かん督とくのように。

「ちょっと先生。手加減して下さい」

　京子が小声で大先生に耳打ちしていた。

「加減してますよぉ～」

「この世界では、物を破壊して楽しむゲームなんかほとんどないんです」

「あらあら～、それって楽しいんですかぁ？」

　どうやら、魔ま法ほうの国ヴィリエでは、物を破壊して楽しむのが主流のようだ。

「大先生、大先生！」

「あらー、アユムさんもやりますかぁ？」

　めり込んだ白球に手をかざすと、まるで掃そう除じ機きで吸い出したかのように大先生の手へ。ひび割れていた台も元に戻った。

　ギャラリーの目には、まるで逆再生したビデオのように見えただろう。

「おおーっ！」という歓かん声せいが巻き起こる。

「今の、どうやったの！」

　中でも一番ミーハーな三原が、メイクばっちりのまぶたを動かして目を丸くしていた。

「どうって——時空……」

「誰か、彼女にちゃんとしたルールを教えてあげて下さい」

　大先生の言葉を遮さえぎるように、京子が手を挙げた。ふるんと胸が揺れて、男子はもうさっきの出来事を忘れてしまった。

　その隙すきに、俺は大先生へ小声で提案をする。

「すいませんが、魔装少女であることは隠して貰えますか？」

「え？　別にぃ、後で今日一日の記き憶おくを消せばいいじゃないですかぁ」

　なるほど、そういう事か。ハルナや魔装少女が好き放題暴れるのは、『後でなんとかすればいい』という概がい念ねんが前提であるからなのだろう。

　妙みような力を持ってしまうと、自分を中心に動いてしまうんだな。

　俺も気を付けよう。

「教えるって言っても——あ、アンダーソンが教えるの上手いよ！」

　三原がそう言いながら、端はじっこで座っていたアンダーソン君を立たせる。

　背中を押され、キューを握にぎってにっこりと微ほほ笑えむ大先生の所へとやってきたアンダーソン君の顔色は、焦こげ茶ちや色いろだった。

「ははははははじめましててて」

　オーロラを観賞しに裸はだかで北極へ行った時ぐらいに、ガチガチとアゴを震ふるわせて歯を叩き合わせている。ダメだーっ！　アンダーソン君が心労で死ぬーっ！

「はぁい。初めまして～」

　対して、大先生は余よ裕ゆうの表情。もし、アンダーソン君が冥界人であると分かれば、命の保証は出来ない。

　喉のど元もとにナイフを突つきつけられたような気分でいるのかもしれないな。

「相川さん。相川さん」

　ちょいちょい。京子に手招きされて、俺はアンダーソン君が大先生の手を取っているのを見つめながら京子の側そばへ。

「なんだ？　もうお前の望みを叶かなえたんだから、早くクリスの弱点を教えてくれ」

「イヤです。——アリエル先生は、恐おそらくバレても記憶を消せば良いと考えてるでしょう。でも、私は思い出を消して欲しくないんです。ここにいる皆みなさんに、私という人間と楽しく合コンをしたって思い出を植え付けたい。だから相川さん、もし——私たちが別の世界から来た、あるいは魔装少女である事を知られたら——絶対喋しやべりませんからね」

「それは話が違ちがうんじゃ——」

「違いません。記憶を消されたら、参加した意味がないじゃないですか」

「分かった。その代わり、約束してくれ。無事に終わったら、ちゃんと教えるってな」

「あは！　犯罪者との口約束で満足出来るんだったら、なんでも約束しちゃいますよ？」

　ほんと、こいつは俺に対して、いつもからかうような言い方をするな。

「じゃあ続きまして～」

　大先生が白球を摑つかむ。——どうする？　とりあえずビリヤード台から引き剝はがさないと。しかしどうやって？

　穴に入っていた球が浮うかび上がる。まるで超ちよう能のう力りよくで動かしているかのように。いや、実際そんな感じなんだろうけど！

「メカワルエフメカワルエフ……」

　なんだか妙な呪じゆ文もんを唱えだしたーっ！　大先生の周りに、赤い色の魔ま力りよくが奔ほん流りゆうとなって辺りに広がる。

　何をする気ですかあなたはっ！　よっぽど宴えん会かいが楽しかったのだろうか？　さっき京子が言っていた言葉を思い出す。魔ま装そう少女の『ゲーム』は破壊を楽しむモノ——

　京子の顔を窺うかがうと、じと～っとした目で俺を見ていた。

「なんとかしないとヤバいですよ？」とその目は語っている。

　分かってる。何を破壊されても一いつ緒しよだ。とりあえず日本人だとは思われないだろうね。

　どうする？　女の子を止める方法——何か、変態的行こう為いでもいい。ビリヤードから気を反らせればそれでいい。

　これはあれか？　いきなり熱いキスをして、「女の子を大人しくさせる方法は、これしか知らないのでね」とか言うべきか？　だが俺はそこまでダンディじゃないし。

　どうしようどうしようどうしよう。

　考えがまとまらないウチに飛び出した俺は、大先生のスカートを握りしめていた。

　そして——

　わっせろーい。

　万歳三唱の如ごとく両手を振ふり上げた。
















　大先生が白球を摑んでから、俺がスカートをめくるまでの時間——二秒。

　……俺は……何をやっているんだ？

　ふわりと広がるスカート。小こ振ぶりなお尻しりを覆おおう可愛らしいピンクの紐ひもパンの価格——プライスレス。

　このまま時間が止まってしまえば、どれだけ嬉うれしいだろう。

　うん。ちゃんとこの行為が最低だと自覚している。だけど、切せつ羽ぱ詰つまった俺に出来ることは、これぐらいしかなかったんだ。

　白球を持った大先生が振り返かえる。

　ごくり。眩まぶしいピンク色の下着にではなく、これから起こるであろう惨さん劇げきを思い浮かべて、俺は息を吞のんだ。

「アユム……あんた今何をしたかわかってんのかっ！　こんのピエロっ！」

「まるでサーカスの花形がエロいみたいに言うなっ！」

　ハルナのハイキックが、俺のこめかみを直ちよく撃げきする。

「さすが相川だ！　オレ達に出来ないことを平然とやってのける！　そこに痺しびれるぅ！　気持ち悪ーい！」

　もうなんとでも言ってくれ。とりあえず大先生に謝ろうと思った俺だったが——

「アユムさん。なんてことを……リエさん。外でお願いしますね」

「知らないぞ。アユムが悪いんだからな。まあ、一週間はアユムのバカ顔みなくて済むからいいけどな」

　魔装少女二人が、神しん妙みような面持ちを見せている。それは、俺の行為に引いている訳ではないようだ。どうしたんだ？

　大先生がゆっくりと振り返る。

「あー、すいません。今のは——」

　その可愛らしい童顔は笑顔の状態で固定されていた。それは、人形のように全く何も動かないほどに、固定されていたんだ。

「アユムさん……」いつもと同じ高さの、可愛らしい声。

「ちょっと、顔貸して下さい」

　その声で、ヤンキーのようなセリフを吐はかれた。







　てっきり正座をさせられて、くどくど怒られるのだと思っていた俺は、ジャケットを羽織らずに外に出ていた。

　だから、外気の寒さにブルブルと体を震わせながら、目の前にいるツインテールの少女を眺ながめていたが、中で話をしましょうか？　なんて言える訳もない。

　なぜならば、非は完全にこちらにあるのだから。

　それにしても今日は冷え込むな。

「アユムさん——」

　まだ、表情は笑顔のまま固定されている。たとえ笑顔でも、表情が変わらないのって怖こわいな。

　さあ、始まるぞ。大先生の説教が。俺は、どんな攻こう撃げきを行われても耐たえてやるつもりで気を引き締しめていた。

「いきますよ？」

　突とつ如じよ——世界が暗転した。

　店の前にあった、車が二台ほど通れる道路、周りに立ち並んでいた建物、ゾンビにうってつけの曇くもり空ぞら、四方八方が全て真まっ暗くら闇やみに包まれ、そこには俺と大先生しかいない。

　今しっかりと踏ふみしめているモノが、地面なのかどうかも分からない、不思議暗黒空間に、俺は引きずり込まれていた。

「さあ——こうなったらもう、私を降参させるまでずっとこのままですよぉ？」

「え？　どういうことです？」

「私にセクハラをしていいのはぁ、私が力を認めた人間だけですぅ。自分より弱い人間に不覚を取ったなんてぇ、プライドが許さないじゃないですかぁ」

「……はあ。そんなもんですかね？」

「なのでぇ、今から私と戦ってぇ、アユムさんが勝って下さい」

　……マジで？　なんでこうなった？　魔装少女の考えることは全く分からん。ハルナなんて一方的に攻撃してきて終わりだぞ？

「ちょっと待ってくれ！　どんな罰ばつでも受けますよ？　勝つってなんですか？」

「私に一発入れるまでぇ、戦い続ける。これってぇ——罰になりませんかぁ？」

　……確かに、恐ろしい苦行だと思うが。

「アユムさんはたしかぁ、格かく闘とうがお得意でしたよね」

　そう言いながら、大先生は黒く染まった大地を蹴ける。そこが大地なのかは分からないが、激しく叩たたきつけるような足音が耳に響ひびいていた。

　血管まで透すき通とおって見えそうな白くすべすべの肌はだを持つ拳こぶしが、俺の鳩みぞ尾おちを抉えぐる。

　速っ！　懐ふところに入られて攻撃を受けるまで、何にも動作出来なかった。

　前のめりになる俺の後頭部を、ヒジで強打。

　ハルナだったら、これで満足してくれるだろうね。だが——

「ほら、反はん撃げきしないとぉ、一生このままですよぉ？　まあ、殺しませんけど」

　地じ獄ごくだ。ここはきっと地獄だ。

　とりあえず、顔めがけて軽いパンチを放ってみる。

　大先生は俺の腕うでを搦からめ捕とり——バキッと小気味良い音をさせて、俺の手首をおかしな方向へ折り曲げた。

「アユムさんってぇ、自己回復能力がありましたよね？　ヒーリングはしなくてもいいですかぁ？」

　ああ、なるほど。破壊と再生を繰り返す訳か。

「ちなみに、お聞きしますが——」

「はい」

「最後に大先生にセクハラした人はどのくらい掛かかりました？」

「一週間で私にパンチ一発当てましたよぉ？」

　まさか、ずっとこの空間で戦い続けたのか？

「ホントに、一発当てるまでこのままですか？　ほら、京子を見張らないと」

「アユムさんが全力で来ればぁ、すぐに終わると思いますよぉ？」

　……そうかい。わかったよ。もう、やってやる。セクハラした相手に、さらに殴なぐりかかるなんて最低な行為だが、それを求めているなら、それをするしかないだろう。

　それに、これは良い機会だ。クリスと大先生は同じぐらいの強さだと思う。

　俺はゾンビだから、痛みを感じないし、体がすぐに再生する。この特性を上手く利用して、畳たたみかける。

　たとえ敵わなくても攻撃を続ける事が大事だ。と、以前大先生に教わった。

「本気で——行きますよ？」

「はーい」

　元気よく返事をした大先生の一歩手前まで足を踏ふみ込み、拳を突き出す。

「遅おそいでーす」

　大先生は俺の拳をつま先で蹴り上げる。大きく体が開いた所に、大先生の掌てのひらが俺の胸にそっと添そえられる。

　ドン。と何かが爆ばく発はつした。

　いや、実際には音など鳴っていない。俺の体の内部、心臓が破は裂れつしたんだ。

　手を添えただけで——ゾンビですでに死んでいるからって、容よう赦しやねえなー。

　初めて戦う相手なら、死んだと思って油断してくれるんだが、そうもいかない。

「ついでなのでぇ、私はクリスの戦い方でやりましょうか～？」

「……出来るんですか？」

「私も一応、『最強』の名を持ってますからねぇ」

　くすくす。手を口に当てて、可愛く笑った後——大先生の動きがブレた。

　刹せつ那な——俺の喉のど仏ぼとけを指突する。思わず口が開いてしまうが、これはチャンス。

「貰もらったっ！」

　踏み込みすぎだ。その距きよ離りでは、この右フックは避よけられない。

　俺の拳は、大先生の柔やわらかな頰ほおを、確かに叩いた。

　だが——大先生の顔は笑顔のまま。——ダメージが全くない？

　続けてラッシュを掛ける。どれだけ攻撃をしても、効果はなかった。

　どうなってやがる？　眉み間けんにシワを寄せていると、後頭部に衝しよう撃げき。

　その衝撃のせいで、俺は三○メートルほど吹ふっ飛とんだ。壁かべや障害物が一切ない暗黒空間だから、転がるときはひたすら転がってしまう。

「警けい戒かい心が少なすぎますねぇ」

　背後からスタスタと足音を立てて大先生がやってくる。あれ？　さっき殴った大先生は？　いや、俺が吹っ飛ばされた場所にちゃんといる。って——だ、大先生が二人っ！　どういうことだ？

　俺が殴った大先生は、ふっと煙けむりのように消えていく。

「これがぁ、自分の分身を作り出す魔ま法ほう、ダブルですぅ」

　分身。なるほど——そんな魔法もあるのか。

「クリスは、そんな魔法使ってきてませんでしたよ？」

「生み出した分身はぁ、言わばただの人形ですぅ。クリスはそれを何人も何人も自分に重ねて戦うスタイルなんですよぉ」

「なんでまたそんなことを——」

「行動を規制するためですねぇ。最強だ最強だと言われますが、捌さばききれない攻撃や嫌いやな攻撃は確かにあるんですぅ。例えばアユムさんがぁ、実に効果的な攻撃を仕し掛かけてくるとします。しかし、それを受けるのは分身でぇ、攻撃した方は効いてないと判断してしまうんですねぇ。はい、そこで質問です。パンチが効かなかったらどうします？」

「殴って駄だ目めなら——関節ワザとかに持ち込んでみるかな」

「そう、そういうことですよぉ。思おも惑わく通り、一番嫌な攻撃である『パンチ』を封ふう印いん出来ましたねぇ」

　パチパチパチパチ。大先生は拍はく手しゆする。

　そうか。それが、『どんな攻撃も通用しないバケモノ』の正体だったんだ。

　考えれば分かることだった。

　剣けんで切られたり剣が突き刺ささったりして、傷が一つもないのは——あり得ない。

　突き刺さったら、突き刺さった分だけ、少なくとも皮ひ膚ふはめり込んでいるはずなんだ。

　それでも傷一つないなんて、『あり得ない』つまり、攻撃は届いていなかったんだ。

「ただぁ、問題は、そこじゃないんですぅ」

「なんですか？」

「ダブルという名前の通り、この魔法はぁ、二人になるという魔法なんですけどぉ、クリスは数十人一いつ斉せいに作り出す事が出来るんですぅ。さらに、イリュージョンを駆く使しして、半はん透とう明めいにしたりもしてきます」

「はあ、ちょっと高度すぎて俺にはついていけない話ですが」

「つまりですねぇ、結局どれだけ分身を殴り倒たおしてもぉ、本体には攻撃が届かない～ってことですよぉ」

　あー、なるほど。分身を押しのけて本体を攻撃しに行っても、そこにはまだ数十の分身がいるんだねー。……最強は伊だ達てじゃねえな。

「そもそもアユムさんはぁ、自分から全力攻撃を掛けすぎなんですぅ。もっとカウンターを狙ねらっていきましょう～」

「カウンター……ですか」

「そうですぅ。例えば——」

　大先生がトンと黒い地面を蹴る。すぐに目の前に小さな拳が現れた。右ストレートか。

　俺は咄とつ嗟さにそれを避ける。——隙すきだらけ。今ならいける。

　……ここか、よし。カウンターだ。

　大先生と腕をクロスするように拳を突き出した俺の顔面に、もう片方の拳がめり込んだ。

　速はえぇ。動きが速すぎる。

「今のはぁ、軽く攻撃をして、それに合わせてきた相手にカウンターを喰くらわせる手法ですぅ。攻こう撃げきをされているときはぁ、防ぼう御ぎよや回かい避ひを考えますぅ。そのときにダメージは期待しちゃいけません。そこでぇ、相手の攻撃を引き出すんです。攻撃のときはぁ、防御や回避の事が頭にないですからねぇ——あとはぁ、それに攻撃を合わせる」

「なるほど——参考になります」

　折れた鼻っつらをくきくきと修正しながら、拳を構える。

「では——頑がん張ばって一発取って下さいね！」

　その笑顔はまるで、熱心な野球部マネージャーのような清すが々すがしいモノだった。

　えー、軽く攻撃を仕掛けて——

　俺は左ひだり肩かたからぶつかるように距離を詰つめる。軽いジャブを打ったとき、大先生が攻撃を仕掛けてくるから——

　うわっ！　超高速の突きが俺の耳を擦こする。

　ぐるっと左から一回転して避けた俺は、その勢いのまま、大先生にハイキック。

　スニーカーのかかとが、大先生のこめかみを直ちよく撃げきしていた。

「え？」

　当た……った？

「ダブル使ってなかったら、今ので終わりでしたのにぃ、残念ですねぇ。でも——ちょっとびっくりしましたぁ」

　くそ。分身に当たったのか。

　かくんと肩かたを落としていると、大先生がすごく楽しそうな声で言う。

「今のはぁ、私にも見えない攻撃速度でしたよぉ？」

　マジで？　ん？　待てよ——そうか！

「もっかいやって良いですか？」

「どうぞどうぞ～」

　俺は全く同じ動きで左肩からぶつかるように距離を詰める。そして、左ジャブ。ここで大先生の突き。空気を読んでくれたのか、ちゃんとさっきと同じ攻撃だ。

　それを避けながら、俺は右ストレートを大先生の顔面に突きだした。

　鼻につくかつかないかぐらいの所で、ぴたりと寸止めする。

「あらあらぁ——せっかく終われるところだったのにぃ」

　やっぱりそうだ。——筋力強化に掛かる時間が、短縮されてる。もしかしたら、限界値も六○○％以上になってるかも知れない。

　いつもは溜ためながら、あるいは溜めてから攻撃を行っていた。

　野球で言うなら、これから一五○キロの剛ごう速そつ球きゆうを投げますよーと相手に教えていた。

　だが、今のは違ちがう。瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ的てきに強化することで、感覚を狂くるわせる。

　一○キロだと思ったら、突とつ然ぜん一五○キロに変わったんだ。

　——俺、強くなってるんだな。

「アユムさんが意外とやるようなのでぇ、私も本気で行きますよ？」

「ええ！　望むところですよっ！」

　俺は今覚えた事を何度も反復して体に教え込みたかったので、笑顔で返した。

　大先生は服から手品のように日本刀を取り出して——

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　それだけはらめええええええええ！








































　地じ獄ごく——そう、そこは正に地獄『だった』。

　いやあ、大先生は教えるのが上手いなぁ。一時間ちょっとぐらいで攻撃が成功したよ。

　結局魔ま装そう少女に変身した大先生に一いち撃げきは喰くらわせられなかったが、変身を解いた大先生には一発を当てられる事が出来た。

　つまりこれは、クリスにも通用するはずだ。辛つらかったけど、嬉うれしくて堪たまらなかった。

　俺は、疲つかれでふらふらになりながらダーツバーへと帰ってきた。

「あ、相川さんお帰りなさい。早かったですね」

　京子がエンジェルスマイルで迎むかえてくれる。

「ほえ？　あ、ホントだ。どうせズルしたに違いないな」

　この二人は、大先生にセクハラをしたら腕うで試だめしをさせられることを知っていたようだ。

「アンダーソン君」

「どうしたんだ？　すごいやつれてるようだが——」

「前言を撤てつ回かいする。大先生は——怖こわい」

「ほほー」ミミズクが俺の言葉に賛同してくれた。

　ちょいちょい。と、京子が手招きするので、疲れた体を引きずって京子の所へ。

「相川さん、相川さん。——こうなったら、アリエル先生を眠ねむらせましょう」

「へ？　そんな事が出来るのか？」

　京子はちらりと大先生の様子を窺うかがいながら小さく頷うなずく。大先生は何事もなかったようにハルナと喋しやべっている。きっと、さっき俺がどうやって大先生に一撃喰らわせたのかを話しているのだろう。

　……そうだな。変な行動を起こされたとき、俺には規制方法が解らんし——

「方法は？」

「乗り気になりましたね。——炭酸飲料をがんがん飲ませるんです」

　炭酸？　俺はよほど眉み間けんにシワを寄せていたのだろう。京子がふふっと笑い声を上げて言葉を続ける。

「実は、アリエル先生は炭酸飲料を飲むと酔よっぱらって、すぐに寝ねちゃうんです。ですが私から誘さそっても警けい戒かいして絶対飲もうとはしないでしょうし……」

「わかった——なんとかしよう」

　俺と京子はすれ違う。京子と共同戦線を張るなんて、半年前は考えもしなかっただろうな。

　京子はビリヤードでワザと失敗してみせる。

「私も久しぶりで感覚忘れちゃいましたー。誰だれか教えて下さい」

　大先生によってたかる男共を、全て引き受けようと言うのだ。あのボディに触ふれられるならば、ビリヤード初心者でも教えたくなるだろう。京子はそのまま大先生を囲むギャラリーの中へ。俺はテーブル席の方へと向かった。

　おっと——また電話か。突とつ然ぜん震ふるえた携けい帯たい電話を取る。

　今度はちゃんとディスプレイを確認する。サラスからだな。よし——

「あー、もしもし。サラスか？」

「マイダーリンよ。まだかかりそうなのか？」

　……はっと気づいて、俺は携帯のディスプレイを見る。十七時○三分。しまった。サラスのライブが始まっている。

「すまん！　本当にすまん！」

「いや、ライブの時間を変えて貰もらった。十八時には来れるか？」

「ああ、必ず行くよ！　——待っててくれ」

「おお！　……了りよう承しようした。待つこととしよう」

　電話の向こうのサラスは、とても嬉しそうな声をしていた。——なんか、心が痛くなってきた。さっさと大先生が妙みような事をしないように眠らせてしまおう。

　問題は、どうやって大先生に炭酸飲料を飲ませるのか——だが。

「……王手です……どうですか？」

　パチ——平松が自信を持った一手を打つ。しかし——すぐに返された。

「あっ……参りました……そうか……ワザと攻せめさせたんですね」

　負けたのに、清々しい表情で、満足げな顔を浮うかべる平松。あまり見せない、心の底から楽しんでいるような笑顔を見せていた。

「ユー、取り込み中の所すまないが、少し頼たのみがある」

　ユーに事情を話し、協力を要よう請せい。二人で炭酸飲料を片手に、大先生へ迫せまった。

「大先生。喉のど渇かわきませんか？」

　ゾンビスマイルで俺は話しかける。

　大先生はビリヤードのキューをバトンのようにクルクル回しながらテーブル席へと向かうところだった。

「あらあら～、ちょうど今ぁ、飲み物を頂きに行こうと思ってたんですよぉ」

　のんびりとした口調で、汚けがれのない綺き麗れいな瞳ひとみを俺に向ける。なんだか騙だましているみたいで気が引けるが、そんなことを言っている場合じゃない。

「これ、えー、この世界で一番人気の飲み物です」

　そう言いながら、とりあえずコーラを勧すすめてみる。一番かどうかは知らん。

「これ、炭酸飲料ですかぁ。私——炭酸はちょっとぉ」

　そうだよな。酔ってしまうって知ってたら、飲もうとしない。

　そこへ、ユーがジンジャーエールを持ってくる。

『これ　ショウガの飲み物』

　大先生に——電流走る。

「ショウガって、あの……お豆とう腐ふにのってる——」

　来たっ！　大先生は豆腐関連に弱い。大先生の目には今、ジンジャーエールが黒毛和牛の霜しも降ふり肉の如ごとく映っているのだろう。

「そうなんです。これってショウガの飲み物なんですよ」

　ここで推さなければ、勝利はない。

「凄すごく興味深いですけどぉ、あれって飲めるモノなんですかぁ？」

「ちょびっといってみましょうよ。ちょっとだけ。ちょっとだけだから——」

「んー、ちょっとだけならぁ」

　よし。渋しぶ々しぶながら、ジンジャーエールを一口。

「ふきゅん」

　え？　何今の可愛い声。大先生の頰ほおが、みるみる赤く染まっていく。

　皆みなさんは、「ちょっとだけ」という言葉に騙されないようにしましょう。これは、『一生のお願い』レベルに信しん憑ぴよう性せいがない言葉なのだから。

「美お味いしいですねぇ」

　ぐび……ぐび……一口飲んだ事でリミッターが外れたのか、一気に飲み干した。

「ぷっは～。……ヒック」

　酔っぱらったーっ！　酒が回るというより、炭酸が回ったと言うべきなのかはわからないが、とにかく炭酸回るの早いなおい！

　だが、好都合だ。このままガンガン飲ませていこう。

　ユーと俺はアイコンタクトで意思を疎そ通つうさせると、カウンターからソフトドリンクを大量に持ってくる。

「じゃんじゃん飲んで下さい」

　隣となりに座り、お酌しやくをする。ユーはペットボトルや瓶びんに入ったドリンクを運んできていた。

「あらあら～、良いんですかぁ？」

　次から次へと炭酸飲料の入ったコップが運ばれてくる。大先生は、それらをすぐに飲み干した。

「さあ、もっと行きましょうっ！」

　その飲みっぷりに楽しくなってきた俺とユーは、大先生に負けじとコーラを一気飲みする。

『飲み比べ』

「勝負ですか～？　ふふ……負けませんよぉ」

　ナイスだユー。自然な流れで大量に飲ませることが出来る。

「じゃあ、せーので行きましょう」

　ユーと大先生と、三人でコーラのコップを持つ。

「せーの……」

　ぐび……ぐび……とん。最初にコップを置いたのは、ユー。

　早すぎるだろっ！　これコーラだぞっ！　次に飲み干した大先生はくすくすと笑い、コップを突つき上げる。

「もう一回勝負ですぅ」

　ジンジャーエールがなみなみと注がれ、ユーと大先生は睨にらみ合う。俺も必死に飲み干したコーラに、もう一度コーラを注ぐ。ジンジャーエールには勝てるだろう。

「せーの……」

　ぐび……ぐび……とん。とん。

　ユーと大先生は、同時。こいつらの喉のどはゴムホースか何かで出来てるのか？

『今のは　どっち』

「アユムさん、どっちの勝ちですかぁ？」

　ユー。頑がん張ばってるな。そうやってどんどん飲ませていこうって作戦か。

「ドローだな。もう一回行きましょうっ！」

　こうして、何度も何度も飲み比べが行われた。

　すっかり出来上がってしまった大先生は——

「アユムさ～ん」

　甘い声で俺の名前を呼ぶ。なんだ、小さい体から滲にじみ出る、この色っぽさは。

「チューしましょー」

「ひょえっ？」突とつ然ぜんの申し出に、俺は体を硬こう直ちよくさせた。

　ツインテールの髪かみが俺の肩かたに触れ、ずいっと顔が近づけられる。

「チュー」小さく、柔やわらかい、ピンク色の唇くちびるが迫る。

「ちょっと、大先生っ！　やめ——」

「うふふ——照れちゃってますねぇ。可ぁ愛い～……んー」

　酔っぱらったら、キス魔になるのかこの人っ！　早く……早く眠らせるんだっ！　またあの暗黒空間で戦う事にでもなったら——ていうか、普ふ通つうに俺の魂たましいが持たんっ！　ゾンビとしてのではなく、男子高校生に備わっている、なけなしの理性が吹ふき飛とんでしまうだろう。押おし倒たおされ、もう貞てい操そうを奪われるのを覚かく悟ごしたとき、ユーがジョッキを山ほど持ってくる。

　それ——全部ジンジャーエールか？

『勝負』

　ユーの無表情な顔付きが、少し険しいモノになっていた。大先生の体を俺からぐいっと引き剝はがした。

「よーし。負けませんからねぇ～。最強の名が廃すたりますぅ」

　た、助かった——のか？　がっかりしつつも、ホッとした俺は、よろよろになりながら脱だつ出しゆつする。

　宴えんもたけなわ。グループ毎ごとに分かれて盛り上がっている。

「……そんな……可愛いとか……そんなこと……ないです」

「いやいや、平松さんは本当に可愛いって！　もっと自信持って！　もっと熱く！」

　ユーとの将しよう棋ぎを堪能し、一息吐ついていた平松は、体育会系のノリを持った男子に詰つめ寄よられて困った顔を見せている。

「あー、はいはい。わかったわかった」

　三原はそんな平松のボディガード的に、あしらっていた。

「あー、ホントに駄だ目めですねー。八回目がすでに鬼き畜ちくレベルですねー」

「な？　絶対無理なんだって。これ豆知識な」

　京子は楽しそうに男子生徒と談笑している。なにやら紙を弄いじっている所を見ると、恐おそらくあれは『紙は半分に折っていくと八回までしか折れない』というトリビアを実じつ践せんしているんだろう。

「もっと思い切って屈かがんでみよう。お尻しりが綺麗だから恥はずかしくないよ」

「もうやだー。きゃはは……」

　アンダーソン君は女子にビリヤードを教えていた。あれ？　セクハラなのに良い雰ふん囲い気きなのはなぜ？　イケメンが憎にくい。

　どこも入りづらい空気を作ってるな。

　端はしの方に、ハルナの姿を発見した。だが、周りには誰もおらず、ぽつんと一人、ミミズク相手に話しかけていた。

　こいつ、さてはずっとミミズクに話しかけてたんだな。

「目からウロコが落ちる——って、驚おどろきのあまりコンタクトレンズが外れ、その場の人間が全員立ち止まって気を遣つかう様子を言うんだよねー？」

「ほーほー、ほいで？」

　あれ？　会話になってる？　ミミズクは感心したように頷うなずいている。

「チョウチョってさ、足で味を感じるんだ！　だからあたしもきっとその内出来るようになるんだっ！」

「ほーんまにー」

　ん？　今喋しやべってなかった？　さっきも絶対「ほいで？」って聞き返したよな？

　満足げにアホ毛をピコピコさせているハルナの所へ、グラスを持って移動中の男子が通りかかったので——ちょうど良かったとばかりにハルナが話しかける。

「なあなあ！　都道府拳けんって四十八の技を持つ暗殺拳って聞いたんだけど——」

「あ、うん……」

　なんと答えればいいのか分からない男子は、そのままスルーして三原たちの所へ。ハルナは不ふ機き嫌げんそうな顔を見せたが。

「ほーやな」

　ミミズクが共感してくれたので、ぱあっと表情を明るくさせる。

「だろ？　そう思うだろ？」

「ほーほー」

　そうか。ハルナは話す内容がマニアックすぎてついて行けないし、ずっとミミズクに話しかけてるから、孤こ立りつしてしまったんだ。

　普通にいつものような会話をすればいいのに、どうしてわざわざマニアックな話題を振ふるんだよこいつは——いや、もしかしたら、ハルナは友達を増やしたくてこの合コンに参加したのかも知れない。

　必死に話題を探して、失敗してるんだ。——バカだな。

　いつもと同じ態度で良い。ハチャメチャな事ばかりを起こすハルナだが、何かを楽しんでいる姿は、きっと誰だれが見ても微ほほ笑えましい光景だろう。

　だけど、今日は友達を作りに来た。

　いつもの自分勝手な行動を慎つつしみ、楽しい会話をしに来たんだ。

　俺はハルナの隣に座る。

「なんだよアユム。あっちいけよなっ！」

「出来たか？」

「ほえ？」

「彼氏とか——友達」

「——そんなの、いらないもん」

　ハルナはツンとそっぽを向く。

　そんなハルナの手を取って、俺は立ち上がる。

「なにすんだっ！　こんの変態っ！　エロルチョコっ！」

　ミミズクはその場に置いて、ぐいっとハルナの腕うでを引っ張る。

「どっかに入れて貰もらおうと思ったんだが、俺一人じゃ入れて貰えそうにないんでな。超ちよう絶ぜつ美少女のハルナを利用させて貰う」

「んなっ！　まあ、アユムはキモキモだからな……しゃーなしだかんな」

　まずは近くにいた、平松の所。

「ねえね、日曜日暇ひま？　可愛いねぇ。うん、マジ可愛い」

　さっきまでは三原がいたからあまり平松を口説けなかったようだが、今は席を外しているようで、密着するぐらいの勢いで体育会系のごっつい男子生徒が、執しつ拗ように平松へ迫せまっていた。

「……困ります……ごめんなさい……困ります」

　俺が何かを言う前に、ハルナが男子生徒に跳とび蹴げりをかます。

　よし、ハルナ言ってやれ。平松が困ってるだろ。と——

「あたしの方が可愛いだろっ！　あたしに言えよなっ！」

　そっちか～。男子生徒は蹴られた後頭部を押さえながら、何も言わずに去っていった。

　あんなガタイしてても、強く言えないのか。見かけ倒だおしな奴やつだな。

　去っていく大きな後ろ姿に俺は——「ごめん」と、ハルナの代わりに謝っておいた。

「相川くん……ありがとう……助かっちゃった」

　平松は上うわ目め遣づかいに俺を見ながら、にっこりと笑う。そんな平松のおでこを、ハルナはぺしりと叩たたいた。

「嫌いやなら、嫌だ！　ってちゃんと言えよなっ！　相手がアユムだったら、今いま頃ごろ妊にん娠しんしてるからなっ！」

　どんだけ無節操なイメージなんだよ俺は。織戸じゃあるまいし。

「すまんな平松。こいつも悪気がある訳じゃないんだ」

　申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになったので、次のグループへ。

「お？　妙たえちゃん、撃げき退たいしたんだ。やるじゃん」

　平松の所には、三原が帰ってきたので、もう変な虫は付かないだろう。

　と思ったら織戸が三原と一いつ緒しよに。——まあ、いつも一緒にいるんだし、大だい丈じよう夫ぶだろう。ハルナが平松を叩いてなかったら、俺も加わりたいぐらいの空間だ。

　だけど、今はハルナを受け入れてくれる空間を探している。他を当たろう——

　次に近かったのは、京子のグループ。一番人数が多く、一番盛り上がっているこの空間には入りづらいが——

「なあなあ」気き兼がねなく入れるのがハルナ。空気を読まないとも言えるが。

「なんです？」

　話の腰こしを折られても、ブリッ子モードの京子は笑顔で対応する。

「どうやったら、そんなに無む駄だな乳になんの？　ニセ？」

　京子の笑顔が、早くも崩くずれそうだった。

「ああー。私、マヨラーなんですよ！　もうずっとキャベツとマヨネーズで過ごした事がありますね。それのせいかな？」

「じゃあ、キャベツのせいかもねー」

　京子はハルナにではなく、周りの人間に話しかけるように答えた。この話から、みんなでトークを楽しめるように広げてくれるようだ。

「川かわ崎さき麻ま世よの格好をすること？」

　アムラーみたいなもんだと勘かん違ちがいしやがったーっ！

「ハルナ、違う。麻世ラーじゃない」

「はあ？　意味わかんない」

「相川先せん輩ぱい。リエさんのところは大丈夫なんですか？」

　京子の言葉の節々から、もうどっかへ消えてくれオーラが飛び交っていたので、俺は溜ため息いきを一つ吐いてハルナの腕を取った。

「ちょっ！　こらアユムっ！　まだ無駄乳の秘密を聞いてな——うきゅうううう」

　ずるずると引きずり出して、次はユーと大先生の——

「ぷはあぁ！　もう一杯っ！」

『私は　負けない』

　絶対に入れない世界が、そこにはあった。よしよし。ユーに悪い虫は付かないな。

　いや、そもそも俺はこの世界から逃げてきたんだ。帰れる訳がない。

　となれば——アンダーソン君のところか。

「お、いいね。ここのクッションに当てて、ツークッションで狙ねらってみようか」

「はーい」

　レッスン中。俺はその辺にあったキューをハルナに持たせ、

「アンダーソン君、ちょっとハルナにも教えてやってくれ」

「ああ、いいよ」

「えー、次は私なのにぃ」

「すまないね。相川はバスケ部に必要な人材だから、ひいきしてやることにしてるんだ」

　絶対に入りませんが、何か？

「んじゃ早速——フォームは」

　アンダーソン君はハルナの肩かたに触ふれる。刹せつ那な、少林寺ばりの棒術でアンダーソン君を強打するハルナ。

「こんの変態がっ！　アユム！　今こいつ絶対あたしのアンリミテッドおっぱいワークスを触さわるつもりだった！」

　……駄目だこりゃ。

　結局、ハルナと俺は、端はじっこのミミズクがいるところへと帰ってきた。

　ハルナと気が合う奴なんか、いないのかなー。

　疲つかれ果てたように椅い子すへどっしり腰こし掛かけるハルナは、溜息を吐つく。

「アユムがしたいことは、よく分かった。あたしを猿さる回まわしみたいにして、営業成績を上げるつもりだな？」

「どんな営業マンならそれで業績があがるんだよ。俺は、お前に友達を作ってもらいたくてだな」

「そんなの——」いらない。

　そうハルナは言おうとしたのだろう。だけど、言わなかった。

　それは、ハルナ自身が、本当は友達を欲しがっていたからだと俺は思う。

「ほー」ミミズクが片かた翼よくを上げた。

「何やってんの？」

「ほー」上げた片翼をハルナに向けている。

「あー、それはそいつなりの愛情表現なんだ。ハイタッチすることが、『友達になろう』だと思ってるんだよな」

　アンダーソン君がにこやかな表情で、解説にやってきた。

「ほーほー」ほら、早くハイタッチして。

　ミミズクがそう言ってるような気がしたんだが——

「友達なんか、いらないもん！　——あんたはあたしの子分なのっ！」

　何を拗すねているのか。ハルナはまたそっぽを向いていた。

　全く、何を強がっているのか。

　俺はアンダーソン君に、耳打ちをする。

「すまん、ちょっとハルナが活かつ躍やく出来るような——ほら、スポーツ的な企き画かくをしてくれないか？」

「といっても、ビリヤードはもうやったし、あとはダーツしか——」

「ダーツか。うん、多分——ハルナだったら、活躍出来ると思う。ダーツ大会を開いてくれないか？」

「……いいね。俺もダーツやりたかったところなんだ」

　ぐっと親指を立てたアンダーソン君は、早速用意をとカウンターにいる店員さんに声を掛かけていた。

　ハルナはずっと拗ねた表情で、喋しやべることすらしなくなっていた。

　連れ回したのは、失敗だったのだろうか？　ぽりぽりと頭を搔かいて、ハルナに掛ける言葉を探す。

　そんな様子を見ていたのか、あの男が動き出す。




「おっぱいが、Ｆを超こえたら、結けつ婚こん有利。——字余り」




　とんでもない句を恥はずかしげもなく歌いながら、ツンツン頭こそ美学だと思ってやがる織戸がニヤニヤ顔でやってきた。

「うわっ、キんモー。何それ？」

「……うー……私……結婚不利……なのかな？」

　三原と平松も、コップ片手にやってくる。

「何それ。変な歌——」

「俳句って言うんだよ。五文字、七文字、五文字のリズムで言葉遊びをするんだ」

「なってなかったじゃん」

「だから、リズムなんだよ。ハルナもなんか作ってみるか？」

「むー。エンジェルだ。ハルナちゃんは——天才だ」

　拗ねた表情のまま、適当に言葉を並べるハルナ。

「どっちだよ！　どっちの称しよう号ごうを得たいんだよっ！」

　俺のツッコミに、平松がフォローを入れる。

「多分……天才と書いて……エンジェルって読みたいんじゃないかな？」

「ほー、なるほろ」

　このミミズク、絶対喋るタイプだわ。確信した。

「天繫つながりってことねー。凄すごい」

　え？　今の句が凄いか？　三原は友紀と遊びすぎて頭が悪くなったのではないだろうか？　ほら、アホの子と遊ぶと頭が悪くなるってよく言うし。

「さすが、ハルナちゃんだ。だが、俳句には季語って言って、季節感を表す言葉を入れないといけないんだぜ？」

　メガネをくいっと上げた織戸は、得意げにそう言う。

「いや、あんたのも季語入ってないから」

　三原がアホクサと首を振ふる。




「結婚は六月の季語だと思ってる。——更こう衣い室。水着飛び込む、水の音」




「何してる最中の句なのよっ！」

「織戸くん……ならでは……だね」

　顔を赤く染めて織戸の鼻を摘つまむ三原と、少し照れた表情でフォローをする平松。もう更衣室で下着ドロをしている織戸の姿がまぶたを閉じても浮うかんでくる素晴らしい句ではあると思うが——

　ハルナはむー。と少し考えて——




「八時だよ、全員集合。今はもう……」




「切なっ！　いいじゃねえか全員集合できなくても！」

「あの……季語……」

「季節は七○年代だ！」

「ほー」あの頃ころは良かったと、しみじみ頷うなずくミミズク。

「くはー、その発想はなかった！　さすがハルナちゃん。俺の負けだよ」

　俺の負け。そう誰だれかに言われることが至上の喜びであるハルナは一気に上じよう機き嫌げんになる。

「にゃはははっ！　あたしに勝とうなんて、千年早いって話だなっ！」

　天てん真しん爛らん漫まんな彼女の感情は、サイコロの目みたく、ころころと変わる。一だと思えばすぐに六へ転ぶんだから、心配した時間が勿もつ体たいなく感じるね。

「誰かハルナちゃんに勝てる猛も者さはいないのかっ！」

　悔くやしそうに机を叩たたく織戸。

「あ、モジモジくんってボキャブラセンス凄くなかったっけ？」

　三原が京子のグループを指さした。え？　あいつもう「モジモジくん」って名前になったの？

「はん。誰が相手だろうがあたしに敵かなう訳ないんだからなっ！」

　腕うでを組んで、アホ毛をワイパーのように動かすハルナ。

　そんな楽しげなハルナを見た織戸と三原はふふっと笑みをこぼす。

「あ、私呼んでくるわ」

　そう言いながら、三原が席を立ち、京子のグループへと小走りに向かっていった。

「そうか。お前ら——」

　俺が何かを言う前に、平松が「しーっ」と人差し指を自分の唇くちびるに乗せる。そして、ちらりと上機嫌のハルナへ目を配った。

　やっぱり、そうなんだ。こいつら、ハルナが孤こ立りつしていたことを分かってて、どうにか人の輪に入れてやろうと、こんなくだらない俳句バトルを仕し掛かけてきたんだな？

「相川～、お前もっと楽しそうな顔しろよっ！」

　肩に手を回して抱きついてきたので、頰ほおに触れるツンツン髪が心ここ地ち悪かった。

　だが、テンション上げて行こう。よし——

「平松～」

　織戸に押おし倒たおされたという感じに、俺は平松へ同じように肩を回し、抱きついた。

「……っ！　え？　……あ……い……」

「何やってんだこの変態っ！　エログがっ！」

　ハルナに浴びせ蹴げりを喰くらわされた俺は、また悪ノリしてしまったことを悔くやんだ。

「すまん。平松」

「え？　……ううん。……ちょっと、驚おどろいただけ……だから」

　ああ、良い子だ。

　こいつらと友達で、本当に良かった——？

　…………俺は、こいつらの友達？

　友達って、どの部分から友達なのだろうか？　友達になりましょう。はい。という会話を交わしたら？

「なあ、ハルナ」

「なんだ！　変態っ！　ゴミクズっ！　アユムっ！」

　まるで俺の名前が『ゴミクズ』に相当する悪口のように使いやがった。

「これは、特に深い意味もなく、ただ気になったから聞きたいんだが——友達って、どうなったら友達なんだ？」

「そりゃあ——あれだ！　類は友になるって奴やつだっ！　同じ価値観、似たような奴が出会ったら、それは友になってる訳だっ！」

　ハルナ、それは『類は友を呼ぶ』で、似たもの同士は集まるもんだとか、スタンド使いは引かれ合うとか、そんな意味なんだよ。と、俺は指し摘てき出来なかった。

　そう——類は友になる。

　それは、一つの正解なのではないかと、そう思った。

「てことは——そのミミズクはもうハルナの友達なんじゃねえの？」

　織戸に指摘され、ハルナはちらりとミミズクを見る。

　猫ねこのように大きなハルナの目と、同じく猫のように大きなミミズクの目が、じっと見つめ合う。ハルナはすっと目を反らして——

「そう——かもしんない」

　口をほとんど開けずに、音量を極小にまで抑おさえて呟つぶやいた。アホ毛は照れのあまりに、豚ぶたの尻尾しつぽのようにくるんと一回転していた。

「ほーほー」そうだろそうだろ、とミミズクは頷き、片翼を上げる。

　友達になろう。のハイタッチを、今こそハルナに——

「うっさいっ！　そんな恥ずかしいこと絶対やんないからなっ！」

　友達は作りたい。でも、どこか恥ずかしい。

　そんなハルナの戸と惑まどう姿に、織戸や俺は大きな声で笑った。







　吸血忍にん者じやの会議のときにもトイレにいけなかった上に、タバスコをふんだんにまぶしたピザの食い過ぎもあって、俺がちょっと長めのトイレに行ってる内に、ダーツバーの盛り上がりは最高潮を迎むかえていた。

　提案者の俺を差し置いて始めるとか——まあ、良いけど。

　ビリヤードの時は、アンダーソン君の上手さに女子が沸わいていただけだが、今は女子も男子もわいわいガヤガヤと騒さわいでいた。

　カウンターを過ぎて、テーブル席の横にダーツ台が並んでいる。そこに、みんな半円を描えがくように集まっていた。

　大先生はビリヤード台の側にあったソファーで眠ねむりこけている。

　全くダーツを知らない俺は、今何をしているのかが全く解らなかったが、一つ言えることは、ダーツってのは目め隠かくしをしてやるもんじゃないってこと。

　見れば、ハルナが目隠しをしてダーツを構えていた。

「どういう状態なんだ？」

　ギャラリーの中に織戸を発見し、俺はとりあえず隣となりに立って様子を窺うかがっていた。

「ハルナちゃんとアンダーソンが凄すぎて、もう三投中の二投は目隠しをしてやることになったんだ」

　ほー。相変わらずハルナはゲームでは強いな。

　えーっと、得点はアンダーソン君が八○点で、ハルナが七二点？　目隠しをしているせいか、全然点数がないな。

「ブラッディスクライドおおおっ！」

　見慣れないポージングと聞き慣れない叫さけびでハルナが一投。タスっと聞き慣れない音がして、ダーツは、中心部から少し上。なんだか円になっているところに突つき刺ささる。

　あー、残念だな。

「出たっ！　とうとう二○のトリプルだっ！　コツを摑つかんだか？」

　そのすごさがわからんが、刺さったのは真ん中じゃないのに、この異様な盛り上がりはなんなんだ？

　そして目隠しのまま二投目。狙ねらうこともせずに、枠わくの外を狙った。

　ハルナが外した？　わざとのように見えるが、残念だな。

「これで終わらせるっ！」

　三投目。目隠しを取ったハルナは、恐おそらく真ん中を確実に射い貫ぬくだろうと思っていた俺だったが、放たれたダーツは六の外そと枠わくギリギリに刺さる。

　たった六点？　しょぼいなーなんて思っていたが——

「うおおおおおおおっ！」

　耳をつんざくような歓かん声せいに、耳が痛いぐらい空気が震ふるえる。

「負けたよ。さすがハルナ先生だ」

　悔しそうに笑うアンダーソン君は、ハルナに握あく手しゆを求める。

「あたしに勝とうなんて一○○世紀早いって話だっ！」

　え？　どういうこと？　ハルナの勝ちなのか？

　ダーツのルールを知らない俺は、一人困こん惑わくしていた。

「ハルナが勝ったのか？　二投目外してたけど」

「ああ、さすがだよ。二○のトリプルを取って、あえて二投目を外し、六のダブルでちょうど七二」

　なるほどねー。あの外枠は得点二倍になるのか。さっきハルナは七二点だった。つまりこのゲームは、持ち点を減らしていくゲームなんだな。

「じゃあ、優勝はハルナ先生ってことで——」

「ちょっと待った！　相川が来たぞ」

　織戸が俺の手を取って、手を挙げる。俺は別にやりたいわけではなかったので、恥はずかしさを紛まぎらわすために、ポリポリと頰を搔かく。

「え？」

「そう言えば、まだやってなかったっけ？」

　アンダーソン君の近くにいた三原が目をパチクリさせている。

「じゃあ、ハルナ先生と相川で最終戦だな」

　アンダーソン君がそう言いながら俺をダーツ台の前まで呼ぶ。俺は空気を読んで拍はく手しゆを浴びながらアンダーソン君の所へ。三本の矢を渡わたされ、鉛えん筆ぴつを持つように持ってみる。思ったよりも重い。それを持って、ダーツの円を狙ってみる。

　初めてのダーツ。確か、軽く力を抜ぬいて投げるんだったかな。

「ルールは五○一で」

「五○一？」

「持ち点の五○一点を綺き麗れいになくすことが出来たら勝ちってこと」

　なるほど、さっきハルナたちがやっていたのは、そういうルールか。てっきり、より多くの点を取った方が勝ちとかそんなんだと思っていたが。

「最後の一投はダブルじゃないといけないから気を付けて」

　——どういうこと？

「じゃあ、いくからな——だらっしゃあっ！　スカーレットニードルっ！」

　ハルナは目隠しをして、ダーツを投げる。やっぱり目隠しのせいか、真ん中ではなく、その上。二○の所に当たる。

「もう目隠し意味ねえーっ！」

　ギャラリーの驚きの声。

　三投全て、同じ場所。

　もしかして——真ん中よりあそこの方が点数が高かったりするの？

「真ん中に当てたら、何点なんだ？」

「中心が五○点で、その周りが二五点だ」

　二重丸なのはそういうことか。

　聞けば、円になっている部分に刺さると、二倍とか三倍になるのだとか。

　ハルナが取っていたのは、中心よりも点数の高い二○の三倍。ダーツって、真ん中を狙うスポーツじゃなかったんだな。

　しかも、五○一をきっちり取ろうと思ったら、六○だけじゃダメだ。さらに言うならば、最後の一投はダブル。二倍点じゃないといけないらしい。

　とにかく俺も二○のトリプルとやらを取るために、円の少し上を狙って三投する。

　一投目——刺さらず。

　二投目——刺さらず。

　三投目——五。

　二○の横がなんで一と五なんだよ！　全然二○の所に刺ささんねーよっ！

　えー、ハルナが一八○で、俺が五？

　相手になってねーっ！　さらにハルナはもう一度余よ裕ゆうで一八○を取る。

　負けてられない俺の、

　一投目——刺さらず。

　二投目——○。

　三投目——刺さらず。

　大だい爆ばく笑しようの声が、四方から聞こえてくる。これが——四し面めん楚そ歌かって奴か。

「大だい丈じよう夫ぶです。むしろ凄すごいです」

　京子が可愛くガッツポーズを見せた。

　……どうやら、俺にはダーツの才能がないようだ。っていうか、あんな狭せまい円の中に放り込めるかっ！

　ちょっと俺のダーツおかしいんじゃね？　なんで刺さんないの？　普通、刺さるぐらいは出来るだろうよ。もうホント恥ずかしい。

　対するハルナは目隠しのまま二○のトリプル。一九のトリプル。そして——

「だああああらっしゃあああっ！」

　終了。と同時にわき上がる歓声。

「ナインダーツっ！　初めて見た。しかも目隠しの状態で——奇き跡せきか」

　店員さんもびっくりするような出来事のようだ。

「すげーっ！　アホ毛の子すげーっ！」

　予想通りの活かつ躍やくぶりに、周りの男子も女子も、ハルナを見る目が変わった。

「え？　終わったの？　これって凄いの？」

「ああ、ボーリングで言えばパーフェクトだ」

　凄いな。いや、それ以上に、楽しそうなハルナを見ていると、可愛い。それはみんなも同じ気持ちだったのだろう。ハルナに教えを請こう人間も出てきた。

「もう、私が教えてあげますよ」

　京子がにっこりと微ほほ笑えんで、俺の手を取る。

　そうだな。せっかく初体験なんだし、あの様子だったらハルナも大丈夫だろう。このまま無様に終わるぐらいなら——

　誰だれも使ってない端はじっこの台で、俺は京子と密着していた。

「ヒジを支点にして——」

　手と手が触ふれあう感かん触しよく。可愛らしい声がすぐ近くにあり、たまに擦こすれるように触れる大きな胸の感触が、ダーツどころではなかった。

「……相川さん、ちゃんと聞いてます？」

　ダメだ。こいつに教わっても絶対上手くならない。そう思っていたら、そこにユーとアンダーソン君が来てくれた。——助かった。

『狙うなら　一四が良い』

　と、ユーのアドバイス。どうしてだろうと思っていた俺に、アンダーソン君が補足を入れてくれる。

「二○の隣は一と五だけど、一四の横は九と一一だから、初心者は左を狙うのがセオリーだ」

　なるほどな。確かに俺は狙いがはずれて五点だった。

　よし——一四を狙って——はい、全然ダメでしたー。刺さりません。

「これだけ壊かい滅めつ的な腕うで前まえは、初めて見ました」

　京子は大笑いこそしないが、バカにしたような笑顔を見せる。

　もう一度投げると——おっ！　狙い通どおりに刺さった！

「安定しないですねー。スローイングラインに添そえた軸じく足あしに体重を乗せて、ヒジから先を使って投げてみて下さい」

　そう言いながら、京子が刺さったダーツを取ってきて、お手本とばかりに投げる。

　フォームを見ていたら、投げる度に小刻みに揺ゆれる巨きよ乳にゆうしか頭に入らなかった。こいつは、どこからどう見ても巨乳だな。

　言われたとおりに投げてみると——んー、変わらない。

「同じフォームで投げ続けることが重要だ。狙う前に同じ所へ投げられるように練習してみよう」

　アンダーソン君に肩かたとヒジをつかまれる。優しく包み込むようなソフトタッチに、なぜかドキドキしていた。

　あ、ヤバイ。何この気持ち。胸の奥がキュンってなる。女の子はこんな攻こう撃げきを受けていたのか。そりゃあ、ぞっこんにもなるだろう。

　俺はアンダーソン君のイギリス王子のような整った顔立ちを見上げる。

　それにしても、カッコイイ。体つきも、まるでダビデ像でも見ているかのようだ。

　……アホか俺は。何うっとりしてんだよ。危ない危ない。大丈夫。俺はゾンビ。うん。そんな道には走らないさ。

　次はユーが手取り足取り教えてくれようとしたのか、アンダーソン君の体を押した。

　んーっと突つっ張ぱるように、ガントレットに包まれた両手で体を押されたアンダーソン君は、きょとんとした表情を見せる。

『私が　教える』

　無表情のユーだったが、少し興奮しているようだった。

「ユー、お前……」

　もしかして、アンダーソン君に嫉しつ妬としたのか？

　俺はそう思うとぷっと噴ふきだして笑ってしまった。

『私が一番上手く　歩を扱あつかえる』

　そうメモをアンダーソン君に突きつけて、俺の服の袖そでをきゅっと摑つかむその姿は、もはや女神。そのセリフ、アムロ以外で初めて聞いたよ。

『ビリヤードでもそうだけど　腕を伸のばしきるのが大事』

　え？　どういうこと？　という顔をしていたのだろう。アンダーソン君が補足してくれる。

「素す振ぶりで押したり引いたりをするだろう？　そのイメージでやってしまうと、投げた後に腕を引いてしまう。安定させるためには押し出すようなイメージでやるべきなんだ。これを、フォロースルーって言うんだが——」

『私が　教える』

　ユーが解説にやってきたアンダーソン君を押し戻もどす。

　ユーにフォームを作ってもらい、投げてみる。

　あ、刺ささった。もう一回、もう一回。

　お？　これもう刺さるんじゃね？　完かん璧ぺきだ。

「そのまま、同じ姿勢、同じタイミングで投げられるよう練習しよう」

　と解説に来てくれたアンダーソン君は、やっぱりユーに押し戻された。

　何度も何度もチャレンジして、もう何回投げても刺さるようになったころ——ついに彼女が覚かく醒せいする。

「あのぉー。私まだやってないですぅ」

　と、頰ほおを少し赤くした大先生が手を挙げたのだ。

　ざわっと俺の胸の中がざわめいた。

　まあ、酔よっぱらっているみたいだし、変な事はしないだろうと思っていたのだが——

　やっぱり怖こわい。

「はーい。どうぞどうぞ～」

　そんな事を知らない三原が、ダーツを三本、大先生に渡わたす。

「相川さん、わかってますよね」

　京子がジト目で俺を見上げた。

　ああ、わかってるさ。大先生が、たとえばダーツを投げることで、ダーツ台を破は壊かいとかしないように注意すれば良いんだろ？

　…………どうしろとっ？

　とりあえず考える時間が必要だ。

　まるでピッチャーマウンドにでも立っているようにダーツを構える大先生に、

「大先生、ダーツやったことあるんですか？」

「ないですぅ。見てたから大丈夫で～す」

　完全に酔っぱらってしまっている。いつものクスクスとした笑いも、キャハハと表現するような笑いに変わっていた。

　片足が上がる。振ふりかぶり、脇わきを締しめ、大先生を中心に、風が吹き荒あれる。

　そうして放たれたダーツは——放たれてたまるかっ！

　阻そ止しする方法に悩なやんだ挙げ句、俺が取った方法は、大先生の可愛らしいスカートをめくるという最低な行こう為いだった。

　みんなの注意が俺に向けられている間に、大先生に投げさせる京子。案の定ダーツの威い力りよくで台が破壊されたが、大先生が自分で直している。

　こっちに注目させるなよ？　分かってるよな？　京子の目はそう言っていた。

　俺はその光景を見られないように——

　ハルナのスカートをめくっていた。

「うっきゅうううううっ！」

　顔を真っ赤に染めてスカートを押さえるハルナ。

　そんなハルナの代わりに、ミミズクのクチバシが俺の目を抉えぐる。

「へ、変態だーっ！」

　ざわざわとざわめく声。居い心ごこ地ちの悪いアウェーの空気から逃げ出したい気持ちに駆かられていたところ、ちょうどポケットに振しん動どうを感じた。

　またかと思いつつ、今度はちゃんと誰からかを確認する。

　時刻は——一八時五分っ！　しまった！　またサラスの事を忘れていた。

　慌あわてて電話に出る。

「もしもしサラスか？　すまん、今すぐ行く！」

　俺はそう言いながら、お気に入りのジャケットを羽織った。







　外の寒さは最高潮だった。ダウンジャケットにすれば良かったと後こう悔かいしながら、ポケットに手を入れて走る。あー、このジャケット気に入ってたんだけど、恐おそろしく寒いわ。マフラーとか誰かに借りれば良かった。

　信号が青に変わると、マラソン気分の駆け足で車道を渡る。

　ライブハウス……ライブハウス……どこにあるんだろうなー。携けい帯たいのナビウォーク機能でだいたいの場所は分かったが、それでも行ったことがない場所だし。

　ふぃ～。風が強くなって来たな。

　横断歩道を渡りきったところ、あとは道路沿いに直進するだけというところで、俺は足を止めていた。

　なんで……

「おお、待ちわびたぞ。ノロマーリンよ」

「アーサー王に剣けん渡わたした人みたいになってる！　無理にダーリンをねじ込もうとするな。ていうかお前——何してるんだ？」

　交差点の所で、どっしりと構えたサラスが待っていた。強い横風に長い黒くろ髪かみは流れ、腕を組んでいるというよりは、寒さに体を抱いている。

　その格好は、パンク調のステージ衣装のまま。下はもうタイトでミニ。トップスなんかセパレート水着みたいになってて、ヘソ丸出し状態だ。

　なんでそんな格好のまま、外に出ているのか。

「何をしているんだとはご挨あい拶さつだな。貴様を待っていたのだ。全く、貴様が遅おそいから頭領が帰ってしまったではないか。コンサートライブを頭領に聴きかせたかったのに」

「すまんな。結構待ったのか？」

「ああ、貴様が、待てと言ったときからだ」

　…………あ。確かに言った。そう——さっき電話で……




「ああ、必ず行くよ！　——待っててくれ」

「おお！　……了りよう承しようした。待つこととしよう」




　——こいつまさか、あのときの電話から、ずっとこうして、このクソ寒い風の中、こんな場所で待ってたのか？

「なんでこんな場所で？」

「この場所は見晴らしが良い。貴様がどこから現れようが、すぐに発見できる場所だ」

「しかも、なんでその格好のままなんだよ」

「待っててくれ。貴様がそう言っていたからだ。何、苦にはしておらん。——愛とは、待ち続けることだと私は思うのだ。マイダーリンよ」

　正直、うんざりしていた。何でもかんでも愛がどうだと言い出されて、いい迷めい惑わくだと思っていた。だから、つい——

「それはお前の自己満足じゃないのか？」

　強めの声を出していた。

「む？　ダーリン？」

「お前は——俺を愛してるからずっと待っていたんじゃない。好きな奴やつのためにずっと待っていられる自分を愛してるんだ。そんなの——迷惑なんだよ」

　俺の事を心配してくれていて、この寒い中、俺の言葉を信じて待っていてくれた女の子に、俺は何故かイライラしていたんだ。

　最低だ。逆ギレなんか、久しぶりにやっちまった。

「そんなつもりではないっ！　そんなつもりではないが——すまない。貴様の言う通りだ」

　サラスは寂さびしそうな目をしていた。

　まさか、肯こう定ていしてくれるとは思ってなかったので、俺は何も言えなくなった。サラスだったら、言い合いになると思ったんだが。

「……こっちこそすまない。遅おくれた俺が悪いのに——ホント、遅れてすまん」

「いや、貴様の言い分はもっともだ。確かに私は、自分に酔っていたと思う。——愛とはそういうモノではないのだな」

　俺は、お気に入りのジャケットを脱ぬぎ、サラスの肩に掛かける。

「とにかく、行こうか。ちょうど、ライブハウスがどこにあるのか分からなかった所なんだよ」

「本当にすまなかったと思っている。これからは、この性格を変えられるよう努力——」

　意い気き消しよう沈ちんしているサラスの言葉を遮さえぎる。

「いや、変えなくて良い」

「許して……くれるのか？　驕きよう慢まんな私を」

「当たり前だろ。誰だれも性格を変えろなんて言ってない。自分のためにしていることを、人のせいにするなって言いたいんだ。掟おきてだ愛だってな」

「これからも、同じような事をするかも知れないぞ？」

「だからなんだ？」

「いや——てっきり、愛想を尽つかし、どこかへ行ってしまうと思っていたからな。少々、虚きよを突つかれた」

「まあ——友達だからな。それぐらい許してやるさ」

　サラスは俺のジャケットに袖を通し、前を締めるようにぎゅっと襟えりを摑む。

「……礼を言う。なあ、マイダーリンよ」

「ん？」

「そこに、愛はあるのか？」

　サラスの強気な瞳ひとみには、少し不安の色が混じっていた。俺の返答を予想して、怖くなっているのが見て取れる。あのサラスが、いつも偉えらそうな表情と声で、上から目線でしか物事を見られない堅かた物ぶつが、怯おびえている。

　だから俺は——

「あるんじゃないか？」

　優しく微ほほ笑えみ掛ける。

「む？」

「恋こい人びと同士だけが、愛を持ってる訳じゃないだろ？　家族の愛が一番強いっていうしな」

「ああ、その通りだと思う。なるほど、私が感じていた愛は、きっとそういったモノだったのかも知れんな。——勉強になった」

「分かってくれればそれでいい。これからもよろしくな」

「うむ。マイダーリンよ」

「あ、その呼び方は変わらないんだ」

「うむ。私の中ではすでに付き合っている関係だからな」

「やっぱり、お前は自分勝手だよ」

「許してくれるか？」

「……ああ、もう勝手にしろよ。お前には、何を言っても無む駄だだろうし。ただ——俺は友達だと思ってるぞ。それでいいのか？」

「ああ、当然だ。——マイダーリン」

　サラスは満足げな表情で、笑った。







　ライブハウスに入ると、薄うす暗ぐらい部屋の中、みっちりと人が敷しき詰つめられていた。両手を挙げて、軽くジャンプするように曲を聴いている。

　演奏しているのは——元げん勲くん老ろう！　サンタ役に最適なヒゲのおじいちゃんが上じよう半はん身しん裸はだかでスタンドマイクを摑つかんでハードロックな曲を歌っている。

　チカチカと照明が乱らん舞ぶし、ドラムのブラストビートが、マシンガンの音のように激しく音をかき鳴らし——って、ドラムは友紀かよ。あいつ、こんなに高速でドラムを叩たたけるんだ。

　ギターを持っているのは——セラ？　あいつ、ヴァイオリン以外も弾ひけたんだな。そうか、吸血忍にん者じやのつきあいで音楽をやっていると以前言っていた。それは、ヴァイオリンだけじゃなくて、こういうバンドのことでもあったんだ。

　もう一人ギターを持っている人間と、ベースの人間がいたが、それらは知らない顔だった。ボーカルの元勲老はダンディズム溢あふれる歌声を響ひびかせている。

　——もしかして、ここにいるのは全員吸血忍者か？

「では、行ってくる」

　サラスは人混みを搔かき分けてステージへと進んでいく。

　その姿を見つけた元勲老は、手を挙げる。

　すると、音がしんと静まりかえる。暗い室内に、ざわめきの声だけが小さく波打っていた。

　元勲老はそのたくましい腕を伸のばしてサラスの手を取り、ステージへと引き上げる。

　ギターをやっていた吸血忍者は赤いギターをサラスに渡わたし、元勲老はベースと変わる。

　マイクスタンドをサラスが摑むと、ざわざわした声もなくなる。

　静かになったのを確認したサラスは、スタンドを摑んだまま、友紀へ顔を向ける。

「すまない。大分遅れてしまった」

「いいぜ！　ウォーミングアップみたいなもんだしなっ！」

　変わらず赤いドレス姿の友紀は、スティックを器用にクルクル回す。もの凄すごい足開いてるけど、パンツ見えますよー？

「——時間を厳守出来ない上司は、信用が落ちますよ？」

「ほう、セラフィムは私を信用してくれていたのか。驚おどろいたよ」

　胸元の広く開いた白いドレスを着たセラと、ヘソだしルックのサラスはふっと笑う。

「サラスちゃん、聴かせたい相手は来てくれたのかい？」

　人の良さそうな笑みを浮うかべる元勲老に、お辞じ儀ぎをする。

　そうか。きっと、友紀がドラムで元勲老がベースで、セラがリードギター。サラスがギター＆ボーカルの形がこのバンドの真の姿なんだろう。

　すううううー。サラスは大きく息を吸い込む。それを吐はき出して——

「私は今日——愛を知った」

　サラスの声は、どこか寂さみしげだ。そんな自分の声に気づいたのか、サラスはふっと一つ鼻で笑う。——ああ、そうだ。そんなお前は、らしくないさ。

「私は、自己中心的で可愛くない女であると自覚している。皆みんなには、それで色々迷惑を掛けてきたと思う。——そんな私を、愛していると言ってくれた人物がいた」

　ひゅーひゅーと口笛が飛ぶ。

「私はその人物のために、性格を直すよう努力すると伝えたが——別にしなくても良いと言ってくれたのだ。……私は、嬉うれしかった」

　目を閉じて、心底からの気持ちを述べている。それが伝わったからか、誰も声を上げることなく、サラスの言葉に耳を貸していた。

「そう、愛とは、どれだけ相手を許せるか。どれだけの事を許容できるかであるかだと私は思う。……この中には保守派と革新派、二つの吸血忍者がいる。——それぞれが、色々迷惑を掛け合ってきただろう。だが、どうだろう。我々は同じ吸血忍者だ。家族だ！　家族を愛しているのならば——許し合おうではないかっ！　私は、貴様らの全てを許す！」

「水の狂鬼と言われたサラスちゃんの言葉とは思えないねー。——冗じよう談だん？」

　元勲老が「かっかっかっか」と豪ごう快かいに笑う。

「この顔が冗談に見えるようなら、良いメガネ屋を紹しよう介かいするが？」

　そのサラスの顔は、とても——可愛かった。楽しそうな、無む邪じや気きに笑う少女の表情。

「かっかっか。我々を愛しているから何でも許すと？　この中には百年もの間——啀いがみ合あい、時には殺し合った人間がいる。それでもサラスちゃんは冗談じゃなく——」

　元勲老の言葉に、サラスは迷うことなく頷うなずいた。

　顔を元勲老から敷き詰められた吸血忍者たちへ向けたサラスは、大きな声で言う。

「ああ、それでも私は、貴様たちを愛している！　だからこそ、今までしてきたこと、これからすること全てを、許せる女になりたいのだ！」

「本気だねサラスちゃん。——何がサラスちゃんを、そこまで変えたんだい？」

「きっかけは、友」

　サラスは、セラへ手を差し伸べる。

「決意させたのは——マイダーリンだっ！」

　俺に指を向けるなっ！　「ダーリン？」というひそひそ話がこそばゆい。

「そうだぜっ！　サラスの言う通りだ！　オレ、猛もう烈れつに感動してるぜ！」

　友紀が感情の高ぶるままにドラムを叩く。

「我々は家族。いきなりそう言われてもピンと来ませんが、そうありたいと思います」

　セラのギターがリフを始める。

「ワシもサラスちゃんに賛成かなー。まあ、徐じよ々じよにいこうよー」

　元勲老がベースを弾き鳴らし、サラスのギターも激しいロックの曲を奏でる。

「それでは、早速一曲目っ！　ロックンロール・マジック！」

　そのアップテンポな曲調に、客が手を振ふりながら喚わめく。

「死にたい奴は前へ出ろっ！」

　サラスの叫さけびに、観客のテンションが一気に引き上げられた所で、歌へ入る。

　その歌の歌詞は英語だったためによく分からないが、ところどころにラブと言ってるので、恐おそらく愛を歌ってるのだろう。

　サラスは全身でリズムを取るタイプのようで、左右に揺ゆれたりダンス的なモノを踊おどりながらギターをかき鳴らしていた。

　そして、さっきサラスと元勲老の代わりにギターとベースを弾いていた二人が妙みようなモノを持ってきた。

　なんだ？　なんで演奏中に突とつ然ぜん現れて、妙な布をマイクスタンドに被かぶせ——

　友紀がシンバルを叩き、ジャーンという音に合わせて、サラスが布をはぎ取ると、そこには手しゆ榴りゆう弾だんがっ！

　ロックンロール・マジックってそういうことっ？

　ギターのソロパートなのだろう。セラが激しく弦げんをかき鳴らしている間にトランプを取り出したサラスは、最前列の一人に、トランプを一枚引かせる。

　引かされたその吸血忍者は、何を引いたのかをみんなに見せようと掲かかげる。——ハートのエースだな。一番わかりやすいカードで良かったよ。ここ、やけに暗いから。

　一枚少なくなったトランプを横に置いて、新しいトランプを取り出し、歌いながらシャッフルする。

　サラスはその新しいトランプをピック代わりにギターを弾く。当然のようにばらばらと落ちていくトランプ。

　一枚残ったトランプで弾き続けるという高度なテクニックを見せ、サビが終わった所でその残り一枚を投げる。

　それは、ハートのエースだった。

　それを投げられた、ハートのエースを引いた最前列の吸血忍者は、二枚のハートのエースを両手に掲げ、ライブの熱ねつ狂きようは最高潮に。

　続いて、なにやら大きな台が運ばれてくる。

　あれは……まさか……やるのか？　人体切断マジックを？　歌いながら？

　シュールすぎる光景に、俺は一人渋しぶい顔をしていたが、もうテンションが上がりすぎてみんな違い和わ感かんを持たなかった。

「では、次の曲——ポップ・マジックっ！」

　セラのギターがより一層激しくなる。ポニーテールがふぁさふぁさと揺れて、全身でリズムを取っている。くそ——ギターが邪じや魔まで揺れる胸が堪たん能のうできないじゃないか。

　サラスが歌を始めようとしたそこへ、何かが投げ込まれた。

　ペットボトルだ。——それに気づいたサラスが身を反らすが、そのペットボトルはフタが開いていて、中に入っていたミルクティーがサラスに降りかかる。
















　投げ込んだのは、サラスに因いん縁ねんを付けていたあのゆるふわパーマの三人娘だった。

「これでも許してくれるんでしょー」

　キャハハ……鼻につく高笑いに、サラスは音を止める。

　マズイな。また乾かん杯ぱい大戦のときみたいに、大乱らん闘とうが始まってしまう。——悪あく魔ま男だん爵しやくはどこだ？　あ、そうか。さっきサラスがもう帰ってしまったと言っていたな。

　くそったれ——もう乱闘騒さわぎはごめんだぞ。

　そんな俺の懸け念ねんを吹ふき飛ばすようなサラスの声が、響き渡る。




「当然だっ！　私は、貴様らも愛したいと思っている！」




　強く、真しん剣けんな言葉。その言葉が偽いつわりでないことが、誰だれにも見える、そんな言葉だった。

「あ、あり得ないんですけど」

「保守派の吸血忍者ってキモイよねー」

「ねえね、もう一回ぶつけてやろうよ」

　さらに邪魔してやろうと思ったのか、三人は人混みを搔き分けて最前列へ向かう。

「気持ち悪い……ふっ、確かにそうかも知れませんね」

　セラがふふっと小さく微ほほ笑えんだ。それに合わせて、元勲老も「かっかっか」と軽快に笑う。二人はまるで我が子の成長を見守る親のように、あたたかい目をしていた。

　サラスは、少女たちへ手を伸ばす。

「ステージへ上がれ」

　思い通りにケンカ腰ごしになったとほくそ笑みながら、三人はステージへ上がる。

「さあ、始めようか」

　ゆるふわパーマの少女へ、先ほどロックンロール・マジックのときに出現させた手榴弾をぽいっと投げ渡す。

「殺し合いを？」

「キャハハ、野や蛮ばんだわー」

　なおも挑ちよう発はつする三人に、サラスの静かな表情は変わらない。

「歌おうと言っているのだ。それは、ただのマイクだよ」

「は？」

「私は、貴様らのコーラスに期待していると、そう言っているのだよ」

　にっ、と友紀がするような白い歯を見せる笑顔に、三人は圧あつ倒とうされていた。

　言い返そうとしたが——

「ワントゥースリフォ、ワンツっ！」

　友紀がドラムを叩たたき、曲をスタートさせてしまう。

　二曲目、ポップ・マジック。

　それは、さっきと同じような曲調の中でマジックをするというモノだった。

　イントロ部分を歌いながらの人体切断マジックも無事に成功し、サビに入る。

　三人娘はステージ上で、ただ佇たたずんでいるだけだった。サラスがくいっと手を振ると、観念したのか空気を読んだのか——三人の中で一番因縁を付けていたゆるふわパーマの女の子が、見事なハモリを披ひ露ろうする。

　ネットアイドルをやってるだけあって、歌声はとても可愛らしいモノだった。

　それに続き、残りの二人もコーラスに参加する。

　激しい曲調だったサラスの曲が、三人娘の綺き麗れいなコーラスが入ったことで、まろやかになった。

　思わず曲が終わるまで聞き入ってしまうほどに、とても印象的なライブだった。

　その曲も終わり、惜おしみない拍はく手しゆと歓かん声せいが、ライブハウスを包む。

　三人娘は、とりあえずやりましたが何か？　とでも言いたげに、むっと口を突つき出している。

「次の曲は——」サラスはちらりと三人を見る。

「そうだな——貴様らの曲をやろう！」

「は？」

　ピンク色のギターが運ばれ、三人がそれぞれの楽器を持つ。

「あんた、私らの曲、バカにしてたじゃん」

「そーよそーよ。歌えんの？」

「何、歌えるさ。貴様らが私の歌を歌えたように——な」

　あ、そうだ。さっきのコーラスは、付け焼やき刃ばとは思えないほどに完かん璧ぺきだった。この三人娘は、サラスの曲を覚えていたんだ。そして、サラスも同じく。

　なんだ——いがみ合っていたくせに、ちゃんと互たがいを認め合っていたんだな。

　サラスは大きく息を吸い、思いをマイクにぶつける。

「私だって、可愛い曲をやりたいんだぁ—————っ！」

　どっと笑い声があふれ出した。サラスの口からそんな言葉が出るなんて、俺も想像していなかったからだ。

「……ホント、超ちよう……あり得ないんですけど——」

　そう俯うつむいて呟つぶやいた女の子は、決心したように顔を上げる。

　雲が晴れた青空のように、爽さわやかな——可愛らしい顔だった。

　なんだ、そんな顔も出来るんじゃないか。

　三曲目——それは可愛らしいポップミュージックだった。

　それを歌いきったサラスたちは、また顔を見合わせる。それは、今までのような敵意を剝むき出しにした表情ではない。友と友が見せる、とびっきりの笑顔。

「私——本当は憧あこがれてた！　強くて、格好良くて、いつもランキング上位にいる、敵わない存在だったラブリー☆キララに憧れてたの。同じような服を着たり、同じように振る舞まったりしたけど、全然真ま似ね出来なかった。悔くやしくて悔しくて——」

「なんだ」サラスは、少女の言葉を遮さえぎる。




「ならば貴様も、私を愛しているではないか」




　サラスの女の子がするような可愛らしい笑顔を、彼女たちは初めて見たのだろう。その可愛らしさ、美しさに、だそうとしていた言葉を飲み込んでいた。

　その言葉を掛かけられた少女は、ボンと爆ばく発はつするように、顔が真っ赤になった。

「私は貴様を許そう。だから、私を許して欲しい——そして、手を取り合っていこう。同じ吸血忍にん者じやとして」

「サラスバティ……うん！」

「では——もう一曲……」

　サラスが人差し指を立てて、手を伸のばす。最高潮だと思っていた会場の盛り上がりが、もう一段跳はね上がる。

「でも、あのカレシはないよねー」

「ああ、見るからに変態だよねー」

「ああいう人、私は無理。無人島で二人きりになってもないわー」

　キャハハ……三人娘の言葉で、サラスの中にあった、優しさ回路が煙けむりを上げてショートする音が聞こえた。

「もういっぺん言ってみろ！　このクソ共がああああぁぁぁぁぁぁっ！」

　マイクからきーんとハウリングするぐらい耳障りな音を奏でたサラスは、隣となりにいた三人娘に殴なぐりかかっていた。

　今から殴られるというのに、三人は楽しそうに笑っていた。

　やれやれ——結局こうなるのか。俺は乱闘を止めに入ろうとしていたが、ポケットに振しん動どう——電話か？

　電話を掛けてきたのは、織戸……えい。

　電話を切って、サラスに集中——お？　まだ鳴らすか。

　友紀が必死に後ろから羽は交がい締じめにして押さえているサラスを見て、俺はふっと小さく笑う。

　今のあいつなら——きっと大だい丈じよう夫ぶだな。俺はサラスを信用して、電話に出ながら外へ。

「あーもしもし——」

　俺がだるそうな声を出すより早く——

「アユムっ！　あんた今どこにいんだっ！」

　ハルナの罵ば倒とうが耳をきーんとさせる。

「何かあったのか？」

「いないんだ！」

「いない？」

「根暗マンサーと、あの妙みような乳を持つ女がっ！」

　妙な——京子のことか。

　どういうことだろうと、ぼけーっと少し考えてから、俺は「はっ」と口を大きく開ける。

　……やられた！　そうか、そういう事だったのかっ！

　あいつが人間界での宴えん会かいをしたがったのは、宴会大好きな大先生が食いつく内容だったから。

　大先生が炭酸飲料で酔よっぱらうことも知っていたし、それで寝ねてしまうことも知っていた。

　そして、自然にそうなるように俺を仕向けた。

　そう——全ては、逃げるために。

　俺はいつまでバカなんだ！　ユーに監かん視しを頼たのんだからって、大先生が酔っぱらった時点で俺が付きっきりになるべきだったんだ。

「ハルナ、今どこにいる？　すぐに俺もそっちへ向かう」

「ほえ？　バーにいるけど？」

「よし、そこで待機してろ。お前まで捕つかまったら、シャレにならん」

　俺はライブハウスの中に急いで戻もどる。

　乱闘騒ぎに発展しそうだったステージはすでに鎮ちん圧あつされていた。

「では——最後にラブソングを——この曲は、愛しのマイダーリンへ捧ささぐ」

　……急用が出来たなんて言いにくい雰ふん囲い気きを作りやがって。

　見えているのか分からないが、サラスに向かって「すまん」と手を合わし、よそよそとライブハウスから出ようとしたそのとき、サラスが歌を止める。

「おい！　ダーリン！　私の歌の途と中ちゆうでどこかへいくつもりか？　何な故ぜだ？」

　全員の視線が、俺に突き刺ささる。その中には当然、セラの視線も友紀の視線もあった。

「ちょっと合コンでトラブルがあったんで」

　愛とは相手を許すこと。そんな答えを出したサラスには、もう合コンをやっていたことなんか隠かくすこともないだろう。何故なら彼女は——

「あぁっ？　おいそこのゴミダーリン。貴様、私というモノがありながら——言うに事欠いて合コンだと？　このロクデナシがっ！」

　……あっれ～？　めっさ怒っておられますやん。

　ロクデナシっ！　ロクデナシっ！　みっちり敷しき詰つめられた吸血忍者たちが俺にロクデナシコールをする。

「サラス。愛とはいかに相手を……」

「許容には限界というモノが存在することを、教えてやろうかっ！」

　耳をつんざく怒ど声せいを背中に受けながら、俺は全力ダッシュでライブハウスから逃げ出した。








































　合コン会場に再度戻った俺は、息を整えることもせず、はあはあと荒あらい息を吐はきながらハルナの姿を捜さがす。

　ビリヤード台の近くにあるソファーで、相変わらずミミズクと一いつ緒しよにいたハルナと、あられもない格好になって眠ねむる大先生を発見した。やけに服が乱れてるのは、強引に眠らせた証しよう拠こだろう。——くそったれ。京子の奴やつめ。

「ハルナ。あれからユーは戻ってきたのか？」

　ハルナはクビを横に振ふる。本当に、ユーを人質にとって逃げちまったのか。奴が行きそうな場所はどこだ？　この世界で奴が隠れられる場所は——

「あ、アユムさ～ん」

「大先生——起きたか。今、京子がどこにいるかわかりますか？」

「……え？　あー、えっとぉ。大丈夫ですぅ——そんなに遠くへ行ってないようですね～」

「わかるんですか？」

「はい～。あのブレスレットを付けられたらぁ、プライベートはなくなりますよぉ」

「それは良かった。早速追うぞっ！　ハルナはここにいろ」

「でも——あたし——」

　心配そうにミミズクを抱くハルナ。

「心配するな。俺に任せてくれ」

「あ、あたしに指図すんなよなっ！　あたしも根暗マンサーを捜すんだからなっ！」

　ハルナだって、ユーを助けたい気持ちがある。それは、学園祭までは目覚めてなかった感情かもしれない。いや、もっと前からあったのかもしれないが、あの出来事でより強くなったようだ。

「アユムさん。追うってぇ——」

「京子のいる場所まで案内してくれ！」

「……まあ、別に良いですけど～」

　どうにも煮にえ切らない様子の大先生。一大事だってのに、どうしてこの人はこう、のんびりなのか。もっと危機感を持って欲しいものだ。

　大先生に連れられてやってきた場所は——トイレ。

「さ、存分に追って下さーい」

　キャハハと笑う大先生。どうやら、まだ炭酸は抜ぬけていないようだ。

「えー。……すいません」ハルナのやろう……ただトイレに行っただけじゃねえかよ。

「アユムさんってぇ、スケベじゃなかったら良い人なんですけどねぇ」

「それを言うなら大先生だって、キスしようとしてたじゃないですか」

「…………」

　あれ？　なんで表情が固まったんだ？

「したんですかぁ？」

「え？　いえ——まだ、してませんけど」

「したかったですかぁ？」

「そりゃあもう——って、したかったらやってますって。スカートめくったり、裸はだかを見たりはしちゃいましたけどね」

「……裸？」

　しまった。つい口を滑すべらした。俺は以前、何でも透すけて見えるエロメガネで大先生の裸を見ている。そのことはまだ、大先生に気づかれていなかったんだ。

「不ふ埒らちな悪行三ざん昧まいですねぇ。もう——」

「勘かん弁べんして下さい。もうあの暗黒空間は嫌いやです。この通り。なんでもしますから」

　神に祈いのりを捧ささげるように手を合わせた俺へ、大先生はにっこりと微ほほ笑えみをくれる。

　ああ——彼女は女神だ。ツインテールの女神だ。

「んー、じゃあ、土下座して逆立ちしてー、ブリッジにもっていってぇ、四し肢しをぴーんと張りながら『ダキスガコックボ』って叫さけんで下さい」

　悪あく魔までしたーっ！　ツインテールの悪魔でしたーっ！

　いや、でも——裸を見たのは事実。

　まず俺はヒザを折って両手を付き、深々と頭を下げる。そのまま逆立ちをして、くるりと反転。ブリッジへ持っていく。

「ダキスガコックボーっ！」

　怒っているときの猫ねこぐらいに四肢を張はり詰めて、これでもかと背中を反る。

「これで、許してくれるんですよね？」

「誰だれも許すなんて言ってませんよ～。ただ見たかっただけですぅ」

　……鬼おにだ。金輪際、大先生にはセクハラをしないように気を付けねば。

　ブリッジの状態でこれからどうしようかと悩なやんでいたら、ハルナがやってきた。

「それ、楽しい？」

　ぐはっ！　なんだこの破は壊かい力。いつもと変わらないハルナの冷めた目が、今日は格段の威い力りよくを誇ほこっている。

　目を反らす俺へ、ハルナは顔を寄せる。

「なあ、それ、楽しいのか？」

「いえ——別に……」

「アユムだけじゃ心配だから来てみたけど——女子トイレの前で何やってんの？　この変態っ！　エロルチョコっ！　——中世だったら魔ま女じよ狩がりされてるレベルだ」

　男なのにっ？

「と、とにかくだ！　ハルナ、ただのトイレだったぞ？　焦あせらせやがって」

「ほえ？　でももう結構な時間経つじゃん！　長いにも程があるだろっ！」

　確かに、ハルナの言うとおりだと俺は思った。かといって、中を調べる訳にもいかず。

「ちょっと待ってろよなっ！」

「そのままの姿勢でお願いしますねぇ～」

　二人はトイレへ入っていって——少し時間を置いた後——

「アユムっ！」

　ハルナが血相を変えて戻もどってきた。

　その後ろから大先生が、いつものニコニコした穏おん和わな表情で——

「まんまとやられましたねぇ」

　その手には、外されたブレスレットが握にぎられていた。

　いよいよもって俺は、汗あせが溢あふれてくるのだった。

　——ブリッジの状態で。

　とりあえず体勢を立て直し、どうしたものかと考える。

「ひとまずぅ、アユムさんはぁ、もう一度お仕置きですねぇ」

　そんな事をしてる場合じゃないって！　酔よっぱらってるせいか、正しい判断が出来なくなってるな？　今すぐにでも追いかけなきゃいけないのに、またあの不思議空間でバトルなんかしてられない。

「ふみゃうう～」大先生は、急にその場で倒たおれてしまった。

　俺は咄とつ嗟さに大先生の体を抱いた。顔が熱い。まだ——酔ったままなのか。

　……助かった。と言うべきなのか。

「——大だい丈じよう夫ぶですか？」

　返事はない。完全に眠ってしまったようだ。こりゃあ、大先生は連れて行けないな。まあ、京子ぐらいなら、俺とハルナで一度倒しているし、二人でもなんとかなるか。

　しかし、こうしてみると大先生は本当に幼くて可愛い。寝ねている姿だけを見ると、まるで中学生のようだ。中身はバケモノとか悪魔とかそんな存在なんだけど。

　もはや大先生を寝かす用と化したビリヤード台の横にあるソファーへ横にする。

　すぐ近くに居たツンツン頭へ手招きをして——

「あー、織戸。ちょっとリエちゃん頼たのむわ」

「おう、大丈夫なんか？」

「ああ、少し休めば、大丈夫だと思う。俺はちょっと、ユーを捜してくるわ」

「あれ？　そう言えば見かけないな？」

　みんなきょろきょろと辺りを見回す。

「ホントだ。京子ちゃんもいない」

　少し心配そうな雰ふん囲い気きが広がり始めたので、俺は軽く笑い飛ばしながら手を振る。

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。多分散歩に行ったんだと思う。あの子たちは、まだここの地理に詳くわしくないからな。ちょっとハルナと捜してくるわ」

「だったら、みんなで捜した方が良くない？」

　三原が心配そうに呟つぶやいた。確かに、その方が効率は上がるだろうが——危険だ。

「何、すぐに戻ってくるからさ」

「じゃあ、俺も付いていこうか。風に当たりたいと思っていたんだ」

　アンダーソン君がそう言いながら立ち上がり、俺の耳元で——

「ユークリウッドを捜しに行くのなら、手伝うよ」

　と甘い声で囁ささやいた。

　彼にだったら、事情を説明しても良いだろう。冥めい界かい人は、どれほどの強さを持ってるんだろうか？　戦力になるのなら、多い方がいいしな。

　俺はアンダーソン君の肩かたを抱いて、みんなから少し離はなれたところへ行く。

「実はな。半年ほど前に連続殺人事件があっただろ？」

「ああ、あの迷宮入りの——」

「あの京子が——魔ま装そう少女が犯人だったんだ」

「え？　あの子が？　——そうか」

　アンダーソン君は驚きよう愕がくに目を丸くさせたあと、俺の脇わきに左手をそっと添そえ、思い切り顔面を殴なぐりつけた。ちゃんと衝しよう撃げきが逃げないように相手の体を支える辺り、ケンカ慣れしているな。

「アンダーソンっ！　お前何やってんだよっ！」

　その様子を見ていた織戸がアンダーソン君を押さえつけようとしたが、それを俺が手で制した。

「いいんだ。大丈夫だから——な？　アンダーソン君」

「ああ、心配させてすまない」

　アンダーソン君はみんなに笑いかける。

「なんだよ相川。お前、さてはアンダーソン君の本命にちょっかい出したな～？」

「いいからあっち行け」

　頑がん張ばって変な空気を明るいモノに変えようとしていた織戸を強引に追い返す。そしてまた二人きりになれたのを確認してから——

「そんな危険な人物を、どうして連れてきたのかはこの際聞かない。その代わり、今殴らせて貰もらった。——まあ、お前にも色々と理由があったんだろう。だけどな、相川。もしそれで何かあったら——俺はお前を許さない」

　いつもニコニコしているアンダーソン君だが、この時ばかりは怖こわい顔をしていた。

　ああ、アンダーソン君は本当にこの世界のことを思っている冥界人なんだなと再認識させられた。

「すまない。全て俺の責任だ。京子を止めるために、少しでも戦力が欲しいんだが、お前はどの程度戦えるんだ？」

　アンダーソン君は表情をいつもの柔やわらかいモノへ戻す。

「魔装少女が言う、メガロの階級で表せばわかりやすいかい？」

「それで表現出来るなら」

「Ｄだ」

　えーっと。Ｄ級？

「ハルナ、Ｄ級メガロって言えば、どれぐらいの強さなんだ？」

「一番下だ。あたしら魔装少女が素手で殺せるぐらい」

　そんなに弱いのかよ。それなら一いつ般ぱん人に毛が生えた程度じゃねえか。

「期待ハズレですまんね。元々冥界人がＡ級メガロぐらいの強さを持っていたら、メガロなんていらなかったさ。これでも、バスケ界では超ちよう高校級って言われてるんだが——」

　確かにそうだ。冥界人は魔装少女に対して、本当に何も出来なかったんだろうな。だから、対たい抗こう策としてメガロを作り出した。そして、戦せん闘とうを全てメガロに任せたんだろう。

「特とく殊しゆな能力は？　ほら、ユーも強くはないけど最強の能力を持ってたり——」

「時間と距きよ離りを、正確に把は握あくできる。いつもカップラーメンは二分五八秒三七六一のタイミングでフタを取るね。役に立てなくてすまん」

　そんなに申し訳なさそうな顔をしないでくれ。君には責任はないんだ。

「君はきっと、良いバスケ選手になるよ」

　アンダーソン君の能力は、観測に向いている。だからきっと、この世界で監かん視しをする役目を任されているんだろう。

　こりゃ、戦力にはなりそうにないな。そんな言葉を掛かけられない俺に、アンダーソン君は俺の両りよう肩かたを摑つかみ、くるりと体の向きを反転させる。

　そして——

「行ってこいよ。——責任はお前しか取れない」

　俺の背中をどんと押した。







　俺はハルナと共に、夜の街を走っていた。サラスは今いま頃ごろ、熱ねつ狂きようライブをしているんだろう。こりゃあ、学校で散々小こ突づかれる覚かく悟ごをしないとな。

「ハルナ、本当にこっちなのか？」

「当たり前だっ！　あたしを信じられないのかっ？」

　ああ、お前は俺が知ってる人間の中でも……一、二を争ういい加減な人間だからな。

　だけど——頼たよりになるのは知っている。

「アユム！　あれだっ！　あのでっかい三角んところに絶対いるっ！」

　あそこ——俺は顔を上げる。

　東京タワー。京子は、東京タワーにいるのか。なんでまた——こんなところに。

　確か、東京タワーの近くに、美お味いしいおでん屋さんがあるとか誰かが言ってたな。

　あ——あれか。確かに屋台がぽつんとある。また今度行ってみるか。

　あれ？　あの後ろ姿には見覚えが——

　そこには、ロリータファッションの少女がいた。のれんで顔までは見えないがきっと彼女は——クリス。

　倒すべき相手が今、そこにいるのだ。

　頭の中で大なり小なり記号が乱らん舞ぶする。

　今は——京子が先決だ。

　そうか——クリスは元々おっさんだった。だから、おっさんが出しゆつ没ぼつするところを捜さがせばよかったんだ。つまり、あの吸血忍にん者じやのおっさんたちに『おっさんホットポイント』を聞けば、これからもクリスの動向を追える。

　だが、京子は今しかない。今逃のがしてしまえば、きっと後こう悔かいすることになるだろう。

　つまり——クリスに見つかる訳にはいかない。

「ハルナ——」

「ほえ？」

「忍しのび足で行くぞ。気配を完全に消すんだ」

　俺はハルナの手を引いて、ちょこちょこと八○年代のドロボウスタイルの忍び足で東京タワーへと向かう。

　近くに木々があってよかった。この木々の合間を利用して、なんとかやりすごそう。

　クリスの小さな後ろ姿を見つめながら、気配を極限まで殺して進む。

「んにゅうー？」

　ばさ。のれんが開き、可愛らしい少女が焼しよう酎ちゆうを片手にきょろきょろと辺りを見回している。電気ショックでも当てられたように、心臓が尋じん常じようじゃないほどバクンバクンしていた。

　とっさにハルナの体を抱いて、声を出した訳でもないのに口を手で押さえる。

「どうしやした！　お客人っ！」

　威い勢せいの良いおでん屋さんの声が響ひびく。

「んー、誰だれかくりすの事を見ているような気がしたんだけどなー。おっちゃん！　熱あつ燗かんもう一本っ！」

「へい！　まいどっ！」

　首を捻ひねり、またのれんの向こうへ。危ねえ。ギリギリだった。今のはギリギリだった。

「なあ、アユム」

「どうした、ハルナ」

「なんで、あたしのナイスバディを余すことなく堪たん能のうしてるわけ？」

「状じよう況きようを理解しろよっ！　今あいつに構ってる暇ひまはない。わかるだろ？」

「むー、今回だけだかんな。次同じようにあたしのボデーを触さわったら、白華拳の百歩神拳ぶちこむかんな」

　ハルナをあしらいながら、東京タワーの中へ入る。展望台へ上がり、ぐるっと見回してみる。まだ時間が早いこともあってか、人はまばらながらも結構いた。しかし、お目当ての人物はいない。

　さらに上がり、展望台二階にも、特にそれといった人ひと影かげはない。

　ユーは一キロ先にいてもわかりそうな目立つ少女だからな。

　さらに上がり、特別展望台。

　そこで、二人の姿を発見した。

　ガラス窓から、外を眺ながめていたのだ。

　その光景を見たのは、二回目だった。俺は以前、ここで、全く同じようにユーを発見したことがあるんだ。

「ユーっ！　無事か？」走りながら、声を掛ける。

　こくりとユーは頷うなずいた。

　その隣となりにいた京子は、両手を後ろに回した状態でにっこりと微ほほ笑えむ。そんなに気持ちの良い笑顔をされたら、まるで悪いことをしていないような印象を受けるな。

　だが、俺は目に力を込めて、京子を睨にらみ付ける。

「京子。まんまと騙だまされたよ。だけどな、全てお前の計算通りにはいかない」

「あら、どれのことですか？」

「お前が宴えん会かいをやりたがった理由だ」

「へえ、言ってみて下さいよ」

　京子はからかうように笑うと、ゆっくりと俺の方へ近づいてくる。

　俺は構えることなく、だが警けい戒かいを怠おこたらずに、ゆっくりと京子へ近づいた。

　京子は、なにやらコートでくるんだ長細いモノを持っていた。ビリヤードのキューでも盗ぬすんできたのか？　まさかな。

「お前は端はなっから、逃げるつもりでこの世界での宴会を申し出た。大先生が宴会好きで、この世界の料理に深い関心があったことも知っていた。何より好都合だったのは、大先生が炭酸飲料で酔よってしまうということ。だが、自分が勧すすめても大先生は警戒するだろう。そこでお前は、まんまと俺を利用して大先生を酔わし、その隙に逃げ出したって訳だ」

　京子はパチパチと手を叩たたいたあと——

「気づくの遅おそいですね」

　天使のような笑みを浮うかべた。……褒ほめろよ。ちょっと得意げな表情をしてしまったじゃねえか。

「お褒めにあずかり光栄だよ。ところで、どうやってあのブレスレットを外したんだ？」

「ああ、あれは『魔ま装そう少女の魔ま力りよく』を封ふうじるモノなんです」

　そう言いながら、京子は掌てのひらの上で小さな竜たつ巻まきを起こす。その目は赤く染まっていた。

　つまり、夜の王から貰った能力は、封じられなかったということか。

「どちらにしても、残念だったな。もう——逃がさねえ」

　ふわりとワンピースのスカートが閃ひらめいて、京子が振ふり返かえる。

　その表情はとても華はなやいでいたのだが——真しん剣けんな面持ちに一変する。

　はらり。とコートが床ゆかに落ちる。京子の手の中にあったのは、一本の日本刀。

　それは、一時期ウチの玄げん関かんに立て掛けられていたことのある、大先生の魔装錬器。

　魔装少女が、変身するために使うアイテムだった。

　まさか——それを奪うばってきているのは計算外だった。

　マズイ——変身だけは、させてはいけない。

　魔装少女ってのは、変身すると馬ば鹿かげた強さが倍増するんだ。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　京子の服装がみるみる内に、コスプレ衣装に替かわる。

　ユーの体を俺の方へ突つき飛とばし、ガラスを割る。冬の寒い風が一気に展望台に流れ込んでくる中、京子はその身を外へと投げ出した。

　俺は息も出来ないほどの強風から顔を守りながら、細目でユーを確認し、冷え切ったユーの体を抱き留とめる。

　風はすぐに止やみ、ガラスは元に戻っていた。京子の奴、律りち儀ぎに直していったのか。

　まあ、すぐに俺が破は壊かいするんだが——なっ！

　俺は京子の行方ゆくえを追うために、ガラスを殴なぐる。三○八％の力だ。

　ばい～ん。俺の渾こん身しんの拳は、ガラスに跳はね返された。

　いや、ガラスではない。まるで湖に石を投げ込んだような、水面が波打つように空気が震ふるえているのが見える。

　これは——魔装少女の結界。

　なんでわざわざ結界まで張って——あっ！　追つい跡せき防止かっ！

「ハルナ！」エレベーターのボタンを押せって言う前に、

「ほらっ！　アホムっ！　早く乗れよなっ！」

　すでに、エレベーターの扉とびらを開けていた。ていうか、名前が一文字違ちがうんですけど？

　さすが天才。と言っていいのかな。俺はガントレットに包まれたユーの手を取ってエレベーターへ駆かけ込んだ。

　エレベーターは精せい一いつ杯ぱい急いでくれてるのだろうが、どうものんびりした雰ふん囲い気きにイライラさせられる。

「ユー、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　いつも通りの無表情で、ユーはこくりと頷く。

「何もされなかったか？　怪け我がは？」

　あんの野や郎ろう——ユーに何しやがった？

『心配ない』

「大丈夫だと思うよー」

　ずっと上を見ていたハルナが、ぼーっとした表情で呟つぶやいた。

「どうして分かるんだ？」

「あいつ、ここにはただ、『来たかっただけ』だからな。根暗マンサーは案内役で連れてこられたんだろ？」

　こくり。ユーは大きく頷いた。どういうことだ？　案内役？

　エレベーターは地上に着き、早速飛び出す俺たち。

「あいつの行動はお見通しだ。ほら、アユム、以前にここで霧きりを出す奴やつ倒たおしただろ？」

　そうか。あそこは、ユーによって夜の王が死んだ場所。京子は夜の王を崇すう拝はいしていたからな。そうか——あいつの死に場所を見に来ていたのか。

「ユーはアンダーソン君たちの所へ戻ってくれ」

　魔装少女に変身した京子は一ひと筋すじ縄なわでいく相手じゃない。ユーは戦せん闘とうに向いてないんだ。危険な目には合わせられない。

『私も　一いつ緒しよに』

「何、ハルナがいれば大丈夫だ。——頼たのむ」

　ユーの青い瞳ひとみを、真剣な目で見つめる。お前に何かがあったらと、俺は気が気ではないんだ。それを言わずとも理解してくれるのがユーなんだ。少し腑ふに落おちないところがある感じではあるが、こくりと小さく頷いた。

「当然だっ！」

　アホ毛をピコピコさせているハルナは、走りながら叫さけぶ。

「ハルナ、次に京子が行くところは？」

「その辺っ！」

　その辺て——この辺りには、おでん屋ぐらいしか——

「んにゅ？」

　シュバっとのれんを押し上げ、クリスがこちらの方に顔を向けた。

　心臓が尋常じゃないよ！　心の臓が尋の常じゃないよーっ！

　クリスはゆっくりと顔を回し、辺りを警戒している。

「アユム、どこ触ってんだっ！　こんの——むぐっ！」

　大きな声を出すハルナの口を俺は必死に手で押さえ、体を抱きしめる。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらって、筋力を強化。出来る限り最大限の瞬しゆん発ぱつ力りよくを利用して、木々の中へダイブした。

「どうかしやしたかっ！　お客人」

　佇たたずむクリスに、おでん屋の主人が威い勢せい良く声を掛かける。

「んーん。なんかくりすを気にしているような空気を感じたんだよねー」

　その可愛らしい声には、警戒心がたっぷりと込められていた。マズイぞ。バレるのは時間の問題じゃないかと思っていたが……

「可愛いですからね～」

「ええ～？　そう？　よーしおっちゃん！　焼しよう酎ちゆうもう一本っ！」

　簡単なヨイショに、クリスは猫ねこなで声ごえを出しながらのれんの向こうへ顔を戻した。

「へい！　毎度っ！」

　た、助かった。ナイス、おでん屋さん。

　俺たちはつま先で歩くような忍しのび足で、まるでサザエさんのエンディングのように三人並んで、おでん屋台の隣を素通りする。

　危ないところだった。

　クリスとやりあっている時間はないからな。それに、ハルナもユーも、クリスに殺されてしまう可能性もある。今は、クリスを倒たおすべきときじゃない。

　気づかれてはいけないんだ。

　クリスの方を気にしながら、俺たちは全力ダッシュで一気に距きよ離りを取る。

　早く行かないと、きっと見失う。

「で、ハルナ。もしかして、具体的な京子の場所はわからないってことなのか？」

「……まあ、どっかで黄昏たそがれてるんじゃないかな」

「とりあえずユー。先に帰っててくれ」

　心配そうな顔をしていたが、ユーは一枚のメモを残して合コン会場へと向かっていく。

『彼女を　よろしく』

　よろしく？　そのメモが、ユーのどういった気持ちを表しているのか、俺にはまだわからなかったが、銀色の髪かみを風に遊ばせて去っていくユーの背中に言葉を投げかけるのは、無ぶ粋すいな気がしてならなかった。

　よし。あとはハルナと——ハルナは急に足を止めて、アホ毛をピコンと立たせた。

「そうだ——きっと」

「何か分かったのか？」

「上だっ！」ハルナは天に指を向ける。

　上？　俺はすっかり日の落ちた黒い空を見上げる。

　そこには、星一つない曇くもり空ぞらが、俺たちを見下ろしていただけだった。

「何も……ないが」

　キョロキョロと辺りを見回す。その中に、きらりと光る何かが二つ見えた。

　一つは、日本刀を持ち、コスプレ衣装を着た少女。

「あれ、京子か？　どうしてまだこんな所に——」

「あいつがガラスを補強したのはフェイク。遠くに行くと見せかけて、タワーに戻る気だったんだっ！」

　確かに、遠くに逃げたとばかり思っていた。京子は人をからかうのが好きな性格をしているからな。考えそうなことだ。

　またクリスの後ろを通るのか？　さすがにもうバレちまうぞ。

　京子にもう一つの光がぶつかる。

　それは——ミミズク。ハルナと仲の良かったあのミミズクが、音もなく背後から京子を蹴けり飛ばした。

　学ランに身を包んだその姿は、魔装少女の天敵、メガロの姿だった。

　魔装少女になった京子が、芝しば公園に墜つい落らくする。

「いくぞっ！」

「いちいち言うなっ！　いくぞアユムっ！」

　ゾンビの脚きやく力りよくを全開にして、墜落現場へとダッシュした。

　当然、クリスの方を気にしながら。







　東京タワーのお膝ひざ元もと、芝公園の並木道。街灯と木々が一定間かん隔かくで左右に並び、東京タワーへと道が続いている。

　その道の真ん中で、京子はミミズクと戦っていた。

　学ランに身を包んだミミズクは、空中から京子を強きよう襲しゆう、京子はそれを払はらっている様子だった。

「こんの無む駄だ乳——」

　叫びそうなハルナを押さえるが、すでに遅おそく、京子はこちらに気づいて露ろ骨こつに嫌いやな顔を見せる。

　散歩に最適な並木道を、京子は走る。ずっと走りっぱなしだった俺は、近くにあったベンチに少し腰こしを下ろして休きゆう憩けいしたい気持ちだったが、そうもいかない。

　全く、いつまで経っても迷めい惑わくを掛ける奴だよ。京子って奴は。

「やっと追いついた。もう逃がさねえ」

「もうっ！　しつこい男は嫌きらわれますよっ！」

　京子は俺の顔を見るや、すぐに逃げだそうと走り出す。

　その動きが、急激にスローに見えた。

「くっ！　また……もうっ！」

　京子が苛いら立だちを表しながら、必死に足を動かす。その動きは酷ひどく滑こつ稽けいだった。一○トントラックでも引きずっているのだろうか？

　見れば、周りにあるモノ全てがスローモーションになっている。

　風に揺ゆれる木も怪あやしげにゆっくりと動き、舞まい落ちる葉っぱも、まるで宙に浮うかんでいるようだ。

　そして、気づいた。

　俺の体すら、スローになっているのだ。

　体が重い。沼ぬまにでもはまったように体がなかなか動いてくれない。

　紫むらさき色いろの風が、体にまとわりついている。これは——メガロの能力か。

　京子が遠くへ逃げられなかったのは、この能力のせいではないだろうか？

「ハルナ、京子を捕つかまえてくれ」

　紫の風が吹ふいている場所だけが、スローモーションになっているようだ。遠くからやってきた葉っぱが、ある一定の距離に近づくとスローになる。

　その範はん囲いから、ハルナは外れていた。ぐるっと回り込んで、行く手を塞ふさいで貰もらおうと思ったが——

「そんな……噓うそだ……あんたが……メガロだったなんて」

　ハルナはぺたんと腰を下ろして、驚きよう愕がくに硬こう直ちよくしていた。アホ毛もしおれ、今にも泣き出しそうな大きな瞳。

　メガロは魔ま装そう少女の天敵。倒すべき存在。

　友達だと思っていたミミズクが——そのメガロだった。

　ハルナにとっては、それがショックだったのだ。

「ほー？」ミミズクはハルナの様子に首を傾かしげていた。そして、それが自分の発している紫色の魔ま力りよくに当てられているせいだと気づいて、能力を解除した。

　俺と京子は必死の力で前に進もうとしていたため、紫の風が消えたと同時に、前のめりに倒れ込んでしまう。

　だが、俺は踏ふみとどまる。勢いよく飛び出して倒れそうになるのは、大先生との戦いで何度も経験済みだったからだ。

　一度倒れた京子もすぐに立ち上がるが、すでに俺の拳こぶしは京子の頰ほおを捉とらえていた。

　右フックは空を切る。

　ちっ！　惜おしい！　京子が魔装少女に変身してなかったら、絶対にヒットしていた。

「……やっぱり、こうするしかないんですねっ！」

　京子は両手でしっかりと握にぎった日本刀を振ふり上げる。

　腕を切り取られた。切り離はなされた腕をすぐにとり、くっつける。

　回し蹴り、正拳突き、まるで大先生を相手にしているように、軽々と避よけられる。

　くそっ！　京子が変身してなかったら、俺が変身出来れば——

　一番考えてはいけないとされている『たられば』ばかりが脳裏を駆かけ巡めぐる。

　大きく京子が刀を振りかぶる——ここだ。攻こう撃げきの瞬しゆん間かんに、攻撃を当てる。大先生に教わった、何度も何度もやったタイミング。

　二八六％っ！

　その瞬間——また世界がスローになった。俺の拳に合わせて、京子の体がそれるのがわかる。あ、避けられてたんだ。完かん璧ぺきだったのに。っていうか横に竜たつ巻まきが発生しだしている。

　それは、京子の吸血忍にん者じやとしての能力。夜の王によって授けられた、刃で出来た竜巻だった。これに切り刻まれるの、好きじゃないんだよな。

「うきゅううっ！」

　ハルナの苦しむ声が聞こえる。それに伴ともない、「ほー」ミミズクはまた能力を解除した。

　突とつ如じよ、竜巻が巨きよ大だい化し、俺の太ももを削けずる。足に力が入らず、尻しり餅もちをついてしまった。見上げると、京子の体がふっと視界から消えた。

　しまった！　逃げたかっ？

「もうっ、さっきから邪じや魔まですっ！」

　京子の凶きよう刃じんは、ミミズクの柔やわらかな羽を切り払っていた。

　スローになる能力を嫌がったのだろう。鮮せん血けつが飛び散り、羽を巻き散らしながら、ミミズクは地に倒れる。

「ほー、ほー」

　ミミズクは大きな目を痛みに細め、ハルナへ何かを問いかけていた。




　ごめんね。ハルナちゃん、ごめんね。




　ミミズクはたった一いつ瞬しゆんでも、自分の能力のせいでハルナが苦しむのが耐たえられなかった。それを気づくことが出来たのは、俺だけじゃない。

　ハルナも今、その事に気づいた。

　だからハルナは——




「なにやってんだこのクソボケええええぇぇぇぇぇぇっ！」




　ブチ切れた。

「うああああああああっ！」

　未だに震ふるえる足を動かし、京子へと走る。誰だれがどう見ても、右手で、顔面目がけて殴なぐりかかろうとしているのが分かる。

　京子にも、分かっていただろう。

　だけど、京子は、そんなハルナの渾こん身しんの一いち撃げきを頰に喰くらう。

「ああああああああああああああっ！」

　続けて左のストレート。

　その手を、京子はがっしりと摑つかんだ。

「あいつはっ、メガロなんですよっ？」

　刀で、倒たおれて動かないミミズクを指す。京子の強い言葉に、ハルナはびくんと表情を強張らせ、体を震わせる。

「違ちがう……」

　ぽろぽろとハルナの目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれていた。あのハルナが、自分のためではなく、誰かのために涙を流したんだ。

「メガロは一匹残らず駆く除じよしなくちゃいけないんです。知ってるでしょ？」

　からかうような笑い声。

「違う……あいつは、ただの——」

「むしろ感謝して欲しいです。今のハルナじゃ、殺せないでしょうし——」

　京子の言葉を遮さえぎるように、手足をばたばたさせたハルナが叫さけぶ。




「あいつはただの——あたしの友達だって言ってるだろっ！」




　京子は満足そうににっこり微ほほ笑えむと、刀の柄つかでハルナの首の後ろ辺りを強打した。

　糸の切れた人形のように、ハルナの体が崩くずれ落ちる。倒れたときに、ミミズクへ手を伸のばしていたのは、偶ぐう然ぜんだろうか？

「はい。これで厄やつ介かいな存在は全部いなくなりましたね」

「……そうか。お前、わざとハルナを逆上させたんだな？」

「そうですよ？　ハルナは私の一挙手一投足まで予想できる『天才』ですからねー」

　ミミズクを攻撃したのも、あいつをからかって見せたのも、ハルナの思考を停止させるため。

　もう、俺しかこいつを止められない。

　治りきった足を動かし、京子へと近づく。

「お前確か、ちゃんと罰ばつを受けるって言ってただろ？」

　京子も、ゆっくりとこちらへ近づいてくる。大先生の魔装錬器、日本刀を構えて。

「……ええ、そのつもりでした。だけど——楽しかったから」

　攻こう撃げき範はん囲いまで——あと三歩ずつ。

「どういう理由だよ」

「私の刑けい期きは、何百年になるか分からない。そのとき、私を知っている人はもう、いなくなっているじゃないですか。この世界がなくなっている可能性だってある。今を楽しめるのは今だけなんです！　明日あしたは、明日しか楽しめないんですっ！」

　俺たちは、一歩距きよ離りを詰つめる。

「私は、楽しいこの世界が好き。それを今日、再認識しました」

「その世界をハチャメチャにしたのは誰だよ。今だって——」

　もう一歩縮まった。俺は拳に力を溜ため、京子も両手でしっかりと柄を握りなおす。

「でも——それ以上に、織戸さんたちが好きになったんです。この世界が何な故ぜ楽しいのか、どうして好きなのか。それは、ここに住む人たちが素敵だから——だから」

「だから？」

「私を——逃がしてくれませんか？」

　五四○％っ！　俺の拳は日本刀の刃にぶつかった。

　だが、刀は砕くだけない。さすが大先生の魔装錬器だ。硬かてえ。

「無理に決まってるだろ。お前は一度、俺を殺してるんだ。今だって、ハルナやミミズクに危害を加えた」

「両方とも、生きてますよ。あのメガロも、今なら余よ裕ゆうで助かります。別に、殺す気はありませんから」

　竜巻の剣けんが俺の腹をえぐる。その攻撃に合わせて俺の拳も、京子の頰を抉えぐった。おお、大先生にセクハラを仕し掛かけた甲か斐いがあったね。昔だったら、こうも簡単に一発は取れなかっただろう。

「いったぁ……相川さん、強くなってません？　なんかムカつきます」

「お褒ほめにあずかり、光栄です。で、どうして殺す気がないわけ？　こんなに俺に致ち命めい傷しようを負わせておいて」

「相川さんは、何をしても死なないじゃないですか。だから容よう赦しやしませんよ。ハルナの事も、嫌きらいじゃないですし——私の事を忘れてくれない存在だからです」

　刀に腕を突つき刺さされた。だが、気にせず俺は、京子に一撃を加える。

「気の毒だけど——ハルナはきっとお前のこと忘れるタイプだぞ」

「……ちょっと殺したくなってきました」

　俺が蹴けりを放つと、京子はふわりと綿毛のように舞まい、蹴った足の上に乗るようにして、俺の顔面を蹴り付ける。純白のパンツが見えた以外に、良い事は何もない。

　多分、その一撃は人間の力で換かん算さんすると三○○％弱だろう。俺の体はゴロゴロと地面を転がり、近くにあったベンチの脚に引っかかった。

　……さて、どうしたものか。さっきからこっちの攻撃は全く通用していない。

　つまりだ。——俺では、京子を止められない。

　これは、根性や諦あきらめない気持ち、実は奥の手を隠かくしてるとかがあったとしても埋うまらない差。

　魔装少女とそうでないものの、決定的な力の差だ。

　ハルナやミミズク、色んな人間に迷めい惑わくを掛かけたんだ。誰かが殴ってやらないと、こいつはきっとこれからも辛つらいことから逃げ続ける。

　誰か——こいつにお灸きゆうを据すえられる奴やつはいないのか？

　いや、誰かに頼たよってはいけない。

　こいつにも勝てないで、クリスなんかと戦える訳がない。

　やるんだ。——俺がっ！

　立ち上がり、京子へ向き合う。

「まるでゾンビみたいですね——しぶといなぁ」

　刀を構える京子へ、俺は左ひだり肩かたからぶつかるようなタックルで距離を詰める。

　そして、左のジャブ。

「あは、そんな遅おそい動きで当てられると思ってるんですか？」

　京子は笑いながら、大おお振ぶりに剣を振り下ろしてきた。——今だ。

　大先生相手に、何度も反復してきた運動。

　攻撃を仕掛けて相手の攻撃を引き出し、それにカウンターを合わせる。

　六○五％。空気が爆はぜる音と共に、極限まで筋力を強化、瞬しゆん発ぱつ力りよくを限界にまで引き上げる。大先生でも見えなかった超高速の一撃は、結界によって阻はばまれていた。

「やっぱり、そう来ますよね。アリエル先生に教えて貰もらったんですか？」

　——失敗。やはり、変身した魔ま装そう少女には通用しないのか？

　大先生のような、攻撃を避けながらの綺き麗れいなカウンターを、格上相手に決められる訳がない。

　魔装錬器が、俺の肩かた口ぐちを切り裂さく。ケーキでも切っているかのように、心臓までばっくりと刀が入れられるが、そこで刀は止まる。

　引き抜ぬこうとする京子。しかし、刀は抜けない。

「離はなして下さい！　私は……逃げなくちゃいけないんです。記き憶おくに残るために——」

　そして俺は、京子の可愛らしい顔を平手で叩たたいた。

　ゾンビとしての筋力限界突とつ破ぱとか、そんなんじゃない。俺の、相川歩の、高校生としての、——友としての、渾身の一撃。

　俺はさらに手を伸ばし、魔装少女の可愛らしい衣装の胸ぐらを摑む。

「お前、さっきから同じこと言ってるけどな。誰かを忘れちゃいませんか？」

「ちょっと相川さん……おっぱい触さわらないで下さい」

　俺の手を覆おおうように、京子が手を添そえる。だが——ゾンビの全力は魔装少女に匹ひつ敵てきするんだよ。もう、離すものか。

「俺はお前が憎にくい。俺を殺した奴なんだから当然だ。——だからな」

　京子は俺の手を引き剝はがそうと、ぐっと力を込める。俺はぐいっと魔装少女の可愛らしい衣装を引き寄せ、京子にキス出来るぐらいの距離で——




「だから——俺はお前のことを一生忘れない。といっても、もう死んでるからな」




　世にも恥はずかしいセリフを喰くらわしてやった。どうだ？　魔装少女でも、この攻こう撃げきは効くだろう？

「相川……さん」

「いいか、京子。百年だろうが二百年だろうが、お前の事を忘れる訳がない。ユーやハルナ、大先生やアンダーソン君もそうだ——俺たちだけじゃ、そんなに不満なのか？」

　京子は急に大きく笑い声を上げた。

「カッコイイと思ってそんなこと言ってるんですか？　恥ずかしいなあ、もう……」

　俺はなお、むしろ一層——真しん剣けんな顔を京子に向ける。

「俺だって、こんなセリフは言いたくないさ。でもな——これは本心なんだよ。その恥ずかしいセリフそのものが、お前に伝えたい言葉なんだよ」

「……相川さん」

　後ろから、何かが京子に抱きついてきた。

　それがハルナであることを確認するのに、アホ毛一本あれば十分だった。起きたのか。「ほーほー」ハルナの肩かたに乗っていたミミズクが、何かを言っている。

　さすがメガロだ。あれほどの傷を負ってたのに、もう回復してやがる。

「こいつも言ってる通りだっ！　あたしらで不満だって言うのかっ！　ふざけんなよな！　とりあえずあたしらに謝れっ！　でないと許してやんないからなっ！」

　チョークスリーパーを掛けるように首へ腕を回すハルナ。京子は魔装錬器から手を離して、ハルナの腕に手を置いた。俺は胸ぐらから手を離し、刀を抜き取る。

「え？　許す……？」

　ハルナの思いがけない言葉に、京子が目をパチクリさせていた。

「——京子、お前の言いたいことはよく分かる。だけどな、お前が殺した人間たちも、今のお前のように、この世界でまだまだ楽しい未来が待ってたんだ。お前はそれを奪うばっておいて、自分だけ楽しもうってのか？　——甘ったれんじゃねえよっ！」

「……そう、ですね。私は、自分がしたことを——忘れてました」

「昔のお前だったら分からなかっただろうが、この世界を楽しいと思える今のお前だったら分かるだろ？　お前、強いじゃねえか。——お前だったら、どんな事でも立ち向かえるだろ？」

「——私は、犯した罪から逃げちゃいけないんですね」

「ああ、そうだな。今度はちゃんと、『約束』して貰えるか？」

「はい。もう——迷いはないです。しますよ、『約束』を。今度こそちゃんと罰を受けるって」

「お前が奪った時間の分だけ苦しんで、耐たえ抜いたら、そのときは——」

「あたしの所に来いよな。まだ——その——おっきくなるコツを聞いてないんだから」

「あは、じゃあハルナはあと数百年そのままなんですね」

「ほーほー、ほいで？」

　ミミズクが興きよう味み津しん々しんにーっ！

「うきゅっ！　違ちがうんだっ！　違うのーっ！」

　京子はハルナとミミズクに、頭を下げる。

「酷ひどいことをしてしまって、すいませんでした。許して下さい」

「ちゃんと言えるじゃんか」

　腰こしに手を当てて、偉えらそうに踏ふん反ぞり返かえるハルナ。

「でも——ありがとうございます。待ってくれている人が一人でもいるって、こんなに心ここ地ちよいものなんですね」

　京子は変身を解いて、笑顔を見せる。満足げに、楽しげに——うっすらと涙を浮かべ。
















「…………」ハルナは逆に、少し落ち込んでいる様子だった。

　待ってくれる人がいる。

　そう言えば、ハルナはヴィリエで待ってくれているような友達はいないのだろうか？

　その答えが、この寂さびしそうなアホ毛なのだろうと、俺は勝手に解かい釈しやくした。

　だが、そんな自分に気づいたハルナは首をぶんぶんと横に振ふって、

「戻もどるぞっ！　寒いの嫌いだしなっ！」

　なんて京子の手を取る。

「ほやな。いこか」ミミズクも同意のようだ。

　……今こいつ、完全に喋しやべったよな？







　合コン会場へ戻る途と中ちゆう、おでん屋が見えた。そこには、大量の人。さっき見たときよりも、沢たく山さんの客が、笑い声を上げている。

　クリスは——いないか。良かったのか悪かったのか。まあ、クリスの動きを知ることが出来ただけでも、よしとしておこうじゃないか。

　……あれ？　あれはセラか？

　——そうか。あの集団は、吸血忍にん者じや。吸血忍者がここにいたんだ。おでん屋を二次会に選んだって訳だな？

　なんだよ。だったら、全員で助けに来てくれても良かったのに。

「ハルナ、京子。先に行っててくれ」

「ほえ？　あ、アユムっ！　……全く、アユムはホントにじこちゅーだよな」

　京子とハルナ、ミミズクを置いて、俺は東京タワーの方へと駆かける。

　結局、悪あく魔ま男だん爵しやくはセラに任せっきりになってしまったからな。忘れない内にお礼と、どうなったのかを聞いておこうと思ったのだ。

「おう、セラ——」

　俺がポニーテールの美女へ話しかけようとしたとき——

「なーにやってんだ相川ぁ？」

　背後から肩を叩いたのは、胸元まで見える赤いドレスに身を包んだ友紀。

「何の話してんだよ相川ぁ。そんなことより、カバディやろうぜカバディっ！」

「友紀、あとで構ってやるから、ちょっと待ってくれ」

「なんだよ相川ぁ……あ、セパタクローやろうぜ！」

　スカートでセパタクローをするなら、是ぜ非ひともしたいところだ。っと、危ない。友紀のペースに飲まれる所だった。「今度な」と一言で返し、おでんを食べていた白いドレスの女性に声を掛かける。

「セラ、任せきりだったけど——大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「私がそんなに信用出来ないのですか？　心配ありません」

「すまん、愚ぐ問もんだった。お前だったら上手くやってくれると信じていたよ」

「当然です。……ヘルサイズ殿どのとハルナは、楽しくやってましたか？」

「ああ——おかげさまでな。——もう、吸血忍者の集会は終わったのか？」

「ええ。無事に。頭領も、満足されておられました」

　悪魔男爵のことはセラにまかせっきりだったが、なんとか乗り切ったんだな。さすがセラ。頼りになるよ。

「じゃあ、お前も合コンへ来いよ」

「イヤです。気持ち悪い。私は合コンというモノに、良い思い出がありません」

「別に、卑いやしい気持ちなんかはないさ。ユーだっているし、たまにはいいじゃねえか」

「そうですね。では、サラスが行くのなら同行しましょう。どうです？」

　サラス？　セラがちらりと目を配らせたのは、俺の後方——

　どす黒いオーラが迫せまっているのに、気がつかなかった。

「バカ面づら下げてよく来たなぁ——マイダーリン」

　そこに立っていた黒くろ髪かみの美女はまるで、壁かべのようだった。俺の心が萎い縮しゆくしてしまっているのか、彼女の怒いかりが大きすぎるのか、腕うで組ぐみをして見下ろすその姿は、巨きよ大だいな壁のように思えた。

「や、やあ、サラス。さっきはすまんかった。ちょっと、急用があって——」

　サラスは、一つ溜ため息いきを吐つく。

「分かっているとも。きっと、貴様にも色々訳があったのだろう。クソダーリンのせいでもう……今の私には、何でも許せそうな気がするよ」

　こいつ、やっぱり根は良い奴やつなんだな。ちょっと自分勝手で融ゆう通ずうが利かないところが多々あるが——そうか。こう何でも許してくれるって言ってくれると、ウザいより嬉うれしいの方が強くなるな。無茶な事も言ってみたくなる。よし——今しかないな。

「ありがとう。ところで——」

「む？　なんだ？」

「お前も合コンへ参加しないか？」

　今のサラスだったら、笑って「もう、マイダーリンったら」みたいにＯＫをしてくれるだろう——と思った俺がバカだった。

　パッツーン。それは、輪ゴムがちぎれたような音だったろう。サラスの心の何かが、ちぎれた。

　何でも許せるのか許せないのかどっちなんだよっ！

「私には——合コンを愛せるほどの雅が量りようはないっ！」

　あ、なるほど、愛の対象が俺じゃないから許せないのか。

「へ？　サラスバティはいかねえのか？　行こうぜ相川っ！　合コン！」

　ぴょんぴょん跳はねるようにやってきた友紀が、満面の笑みを浮うかべて俺の手を取る。

「え？　ああ、そうだな」

　ちらりとサラスを見ると——ぎゃーっ！　噴ふん火か寸前の顔をされてらっしゃるーっ！

「……気が変わりました。私も同行しましょう」

「なに？」

　やれやれといったセラの言葉に、サラスが過か敏びんな反応を見せる。

「さ、歩。行くなら早く行きましょう」

　すっと腕を組んで歩きだすセラに、サラスは慌あわてた声で——

「ま、待て貴様ら——別に、誰だれも行かないなどとは言っておらん！」

　急に熱が冷めたサラスは、セラから取り上げるように俺の腕を取る。

「これで、貸し借りはなしにします」

　その言葉の意味はまだ知らなかったが、どうやら助けてくれたようだ。

　セラはやっぱり頼たよりになるわー。

　途中で京子やハルナと合流し、もうすぐでダーツバーに着く——のだが、そこで俺はすれ違った少女が気になって、立ち止まって見つめていた。

「おい、クソダーリン。私の前で女にうつつを抜ぬかすとは良い度胸ではないか」

「いや、別に気になったのはそういうことじゃない」

　サラスに顔も向けず、そう呟つぶやいた俺のこの違い和わ感かんがなんなのか、京子が教えてくれる。

「あの子、合コンに参加していた子ですね」

　そうか。そうなんだよ。さっきからちらほら、合コンにいたメンバーの顔を見ている気がするんだ。

　はっと気がついて、俺は携けい帯たいを取り出す。

　ディスプレイには——十九時十二分の表示。

　タイムリミットの七時を過ぎ、合コンは終しゆう了りようしていたのだ。

「あ——すまん、みんな……もう、合コン終わってるっぽい」

「えー、せっかくここまで来たのにかよ～」

　がっかりした友紀の声。そんな友紀の頭を、ハルナがぺしっと叩たたく。

「諦あきらめんなよな！　行ってみないとわかんないだろっ！」

「ほーほー」ミミズクもハルナと同意見のようだ。

「おお！　そうだぜっ！　さすが師し匠しようっ！　オレ、感動したぜっ！」

　単純な奴だと思っていたのは俺だけではなく、セラもだった。

「まあ、終わっているのでしょうけどね」

「ああ、そうだな」

「よ～し！　じゃあ夕日に向かってダッシュだ！　冬はやっぱりマラソンに限るぜっ！」

　——夕日、沈しずんでるから。先頭を走る友紀に続いて、ハルナも走り出す。面めん倒どう臭くさいと思っていた俺の背中を、誰かが押した。

「行きましょう？　相川さん」

　そこには、天使の笑みを取り戻した京子がいた。——しょうがない。

　走るか——







　さて、無事に合コン会場へと舞まい戻った俺たち。

　凛りんとした表情のセラと、ノリノリのトモノリ。そして、むすっとしたサラス。

　三人の美女を目の当たりにした織戸が、早速駆け寄よってくる。

「せ、セラさんっ！　相川っ！　お前って奴は心の友過ぎるっ！」

　白いドレス姿のセラに、ハアハアと荒あらい息を吐く織戸。

「気持ち悪い——」

　白いドレスに覆おおわれた胸を腕に乗せたセラは、つんとそっぽを向いた。

　店内にはもうほとんど人がいなかった。織戸、三原、平松、アンダーソン君、大先生、ユー。いつものメンバー以外はもう、帰ってしまったようだ。

「セラ、サラス、すまん。やっぱり終わってたみたいだ」

「むしろ助かりましたよ」

「ああ、やはりマイダーリンが他の女に色目を使うところを見るのは忍しのびないからな」

　気を遣つかってくれてるのか本心なのかは知らないが、まあ助かった。友紀は——マラソンですでに満足している様子だった。

「もう、相川たちが帰ってくるまで、店員さんに無理言って待っててあげたんだからね」

　三原がつけまつげに覆われたまぶたでウインクする。

「かなみやっほーっ！」

「ユキちゃん！　どうしたのその格好っ！」

　赤い悩なやましげなドレスに身を包んだ友紀を見た三原が、驚きよう愕がくの面持ちを見せた。

「にしし……女の子みてえだろ？　次からこの格好で学校行こうかな～。——はっ！　相川っ！　今のダジャレ、レベル高くなかったか？」

「全っっっっ然」格好と学校がダジャレだったのかすら気づかねえよ。

「ひでえぜ相川～」

　それぞれが話しを始める中、京子と大先生だけが動かない。

　大先生は笑顔で、京子は顔を合わせられない様子で見合っていた。

　俺の隣となりにひょこっと現れたアンダーソン君が、そっと耳元に口を寄せる。

　そんなに近づくな。どきっとするじゃねえかよ。

「ユークリウッドから、話は聞いている」

　ちらりとユーへ目を向けると、ユーは無表情のまま、京子と大先生を見つめていた。

「そうか。ユーは、大先生になんて説明したんだ？」




『歩が　解決させて　連れ戻してくる　必ず』




　アンダーソン君は可愛いゴシック体の字でそう書かれているメモを俺に渡わたした。

　京子は神しん妙みような面持ちで大先生に頭を下げる。

「ご心配をお掛けしました。——もう、大丈夫です」

「心配はしてないですよぉ」

　大先生はちらりと俺の顔を見る。

「信用してますからぁ」

　大先生の言葉に頷うなずいたのは、ユーと京子だった。

　そんな二人を見届けた俺は、織戸たちの方へ向かう。テーブルには千円札が山ほどあって、それを織戸やアンダーソン君が集計していた。

「んじゃ、一人二千円な」

　織戸は、友紀の悩ましげな胸へと手を伸のばす。友紀はその手を払はらいのけた。

「オレ、来たばっかじゃねえかっ！　払わないかんなっ！」

「あはは、大丈夫だよユキちゃん」

　三原が憤ふん慨がいする友紀をなだめ、俺は財布を取り出した。ユーやハルナの分と京子の分を合わせて、俺は一万ほど出そうとしたのだが——

「おい、織戸——足りるのか？」

　一人二千円でどうにかなるような場所じゃない。

「足りない分は、俺が出すさ。こんなこともあろうかと、お年玉は三年分持ってきた」

　そう言いながら、織戸は大量の諭ゆ吉きち様を——お前、いくら出すつもりだよ。

「いや、俺も半分は出すから」

　アンダーソン君がそう言いながら、諭吉をパラパラと山にのせる。

「いや、いいっていいって。俺が言い出したことだしな。それに、もうみんな帰っちまったから取り立てもできねーや」

　いつもと同じ、むかつくへらへらとした笑い方。

「あたしも出すから」むっとした表情の三原が財布を出すのを見た俺は、財布の中にあった残りを全部テーブルに出す。

「俺も出すわ。三万しか持ってきてないけど」

「……え？　……足りなかった？　ごめんなさい……これしか……なくて」

　平松がやってきて、三千円を置いた。

「お前ら、その気持ちだけで嬉しいよ。だけどな、こんな時ぐらい格好を付けさせてくれないと」

「一人で金出すのが、どこが格好良いのよ。あんたの百万円は、イケメンの一円より格好悪いわ」

「そうだ。むしろ格好悪いね」

　三原とアンダーソン君はそう言いながら織戸が出した万札を織戸へ返す。

「あ、お金なら出しますよ～」

　大先生がそう言いながら、ドラマでしか見たことがないような札束をポケットから出した。——何百万円あるんだろう。

「今日はぁ、私のおごりですぅ。次何かあったらおごってくださいねぇ？」

　そしてこの満面の笑み。

「「か、かっこいい」」

　三原とアンダーソン君の声が被かぶった。

　当然、俺もそう思った。

　さて、大先生の恐おそるべき太っ腹で、俺も織戸もアンダーソン君も二千円の参加費で済んだ。合コンも無事に終わり、六本木から電車で我が町に帰ってきた訳だ。

　まるで学校の遠足にでも行ってたかのように、ぞろぞろと集団で歩道を歩いていたが、そんな人の塊かたまりも、だんだんと小さくなる。

「おい、駄ーリン。貴様、本当に私の歌を聴きいていただろうな？」

「ああ、悪かったな。——また、聴かせてくれるんだろ？」

「え？　……あ……ああ……と、当然だっ！」

　サラスは頰ほおを赤く染めて、なれなれしい友人がするように、俺の肩かたに手を回す。するとユーがサラスの背中を押した。

『そこは　私の立ち位置だから』

　サラスと俺の間に入り、ユーは無表情のまま前を見み据すえている。

　こういうユーを見れただけでも、今日は良い一日だったと言えよう。

　Ｔ字路に差し掛かかったところで——

「ではな、マイダーリン。今日は充じゆう実じつした一日だった。感謝してる」

「あー、楽しかったぜ！　今度はちゃんと最初から誘さそってくれよな」

　友紀とサラスは、同じマンションに住んでいる。俺の家とは、ここで逆方向なのだ。

　一人、また一人。ぽつぽつと人が減っていく。次の十字路でも、織戸と平松が足を止めた。

「じゃあ、俺たちこっちだから」

「……相川くん……また……学校で」

　ぱたぱたと手を振ふる平松。今日は、意外な平松の一面が見れたな。

「おう、織戸に変な事されそうになったら、いつでも電話してくれな」

「ふふ……大だい丈じよう夫ぶ……織戸くん……優しいから」

　小さく笑い合う。どうやら、平松も楽しんでくれたようだ。

「そうだぞ、相川。俺は優しくするタイプだ」

「してるじゃねえかっ！」

　俺のツッコミから逃げるように、夜の道を走っていく織戸。

「あー、大丈夫大丈夫。私が付いていくから」

　平松の背中を押すようにして、三原が織戸の方へ行く。

「あれ？　お前こっちだっけ？　まさか——俺と一いつ緒しよに帰りたいのかい？」

　織戸の眼鏡めがねが輝かがやいていた。

「こ、こっちからでも帰れるのっ！　あんたみたいな野や獣じゆうと帰る妙たえちゃんが可哀かわい想そうだったから付いていくだけで、キモイ事考えてんじゃないわよ」

　三原は織戸の頰をぺちりと叩たたく。だが、なんだろう。まんざらじゃないような雰ふん囲い気きだな。

「まあ、気を付けて帰れよ」

「アユムーっ！　行くぞーっ！」

　ハルナの声に導かれ、俺は織戸と平松に手を振った。

　友の影かげが、どんどん小さくなっていく。何とも言えない寂さびしさが、夜の空から落ちて来たような気がした。

「そう言えば、アンダーソン君の家はどこなんだ？」

　残ったのは、俺とハルナ、ユーとセラ。京子と大先生に——アンダーソン君だけ。

「ん？　平松の家の近くだ」

「え？　だったら、さっきのところで織戸たちと一緒にいけば良かったんじゃ——」

　俺の言葉を遮さえぎるように、アンダーソン君は手を伸ばす。その先にいたのは、ハルナとミミズク。そうか。ハルナがミミズクを離はなさないから、帰れないんだ。

「すまん。俺がハルナに言って——」

「大丈夫だ。相川の家まで付いていくつもりだったからね。このチラシを投とう函かんしに」

『バスケ部員募ぼ集しゆう！』のチラシを俺に見せる。アンダーソン君、お前って奴やつは——ありがとう。

「すまん。助かるよ」

　少し道が狭せまくなり、二人一組で歩くようになる。

　ハルナとミミズクを先頭に、京子と大先生、アンダーソン君とユー、その後ろを俺とセラが歩いていた。

「なあ、セラ。頭領を蘇よみがえらせろっていうお前の任務は終わったけど、まだ俺の家にいられるのか？」

「ええ——頭領から、直々に、新たな任務を言い渡されました。ヘルサイズ殿のお世話をするようにと」

「そっか。それは何よりだ。じゃあ——これからもよろしくな」

「……あなたですね？」

「ん？」

「あなたが、頭領に進言したのでしょう？」

　俺は、答えられなかった。噓うそを吐つくべきなのか、正解だと笑うべきなのか、悩んでいた。

　セラはいつものようにふんと一つ鼻で笑う。

「ありがとうございます。まあ、その借りは先ほどサラスから救ったことで返したと思ってますが」

　なるほど、さっき「これで、貸し借りはなしにします」と言ってたのはこの件か。

「無む駄だなお節せつ介かいだったかな？」

「いえ、助かりましたよ。私は——今の生活を気に入ってますから……ハルナ、ヘルサイズ殿や……あなたがいる、今の生活が」

「意外だな。てっきり、お前は俺の事を嫌きらってると思ってたよ」

「おや？　前に言いませんでしたか？」

「どれの事だ？」

「私のあなたへの好感度は、すでに最大です」

　凛りんとした表情を少し柔やわらかくして、セラはそう言った。それは、ハルナや京子が俺によくする、悪戯いたずらを思いついた悪ガキのような、楽しげな笑顔だった。

「え？　じゃあ、お兄ちゃんと呼んでくれるのか？」

「——気持ち悪い。あなたが入る大きさのシュレッダーは、どこに売ってますかね？」

　みじん切りっ！　冗じよう談だんで言ったのに、そんな本気で嫌いやがらなくても。

　のんびりと歩いていく。学校を過ぎて、もうすぐ俺の家に着くと言うところで、大先生がくるりとこちらへ振り向いた。

「では、アユムさん。私たちも帰りますね～」

「えー、大先生もアユムん家ちに住めばいいのにっ！」

「そうしたいのは山々なんですが～。お仕事がありますのでぇ」

「私が住みましょうか？」

　京子がからかうように言う。当然本心ではないようだ。

「お、お前はくんなよなっ！」

「あはは……はいはい。わかってますよー。あー、そうそう。すっかり忘れてました」

「ん？」

「クリスの弱点でしたよね」

　そう言われて、今日の目的を思い出した。そうだ。クリスの弱点を聞き出すために、合コンに参加したんだった。

「こちょこちょです」

「は？」

「あの方が言ってました。クリスは脇わき腹ばらをこちょこちょされると、首の皮を摘つまんだ猫ねこのように大人しくなるって」

　夜の王の能力は霧きりを操り、その霧の中を移動することだった。

　あいつだったら、確かにこちょこちょするぐらい簡単だろうが——参ったな。

　そんな事が出来るなら、倒たおせているだろう。

　やっぱり、弱点はないのか。くそったれ——

「そうでしたねぇ。クリスはいっつもこちょこちょされて、からかわれてましたぁ」

　思い出したように大先生が一つ手を打った。

　脇腹を触さわる——か。一応覚えておくけど、無理っぽいな。

　健康的な白い歯を見せて笑った京子は——俺の方へ身体からだを向け、頭を下げる。

「今日はありがとうございました！　本当に、本っ当～に楽しかったです。もし——刑けい期きを終えて、出てこられたら、また——遊んでくれますか？」

　敬意を払はらっているように見えるが、ただ単純に俺の顔を見て「ありがとう」を言うのが照れくさいから頭を下げたんだろうな。

「ああ、いいぞ」

　俺は即そく答とうしてやる。

「あらあら～、そんな約束しても良いんですかぁ？　何百年掛かるかわかりませんよ～」

「ああ、知ってるさ。待ってやるよ。何年でも何千年でも——な。だから、もう逃げようなんて思うなよ？」

「はい！　……じゃあ、さよなら。相川さん」

「さよ～なら～」

　京子を連れて、大先生は空を飛んでいく。

　京子の目にうっすらと滲にじんでいた涙なみだの意味を、聞き忘れた。







　家の前まで帰ってきた俺は、ハルナに声を掛けた。

「おい、ミミズクはここでお別れだ」

「はあ？　なんでだよっ！　あたしと一緒に暮らすに決まってるだろっ！」

「ほーほー」

　ハルナはミミズクをぎゅっと抱いて、イヤイヤと頭かぶりを振る。アンダーソン君は困った様子でそれを眺ながめていた。アンダーソン君は良い奴だから、強くは言えないんだろう。

「ハルナ」

「やだっ！　こいつだって——あたしと一緒にいたいはずだっ！　な？」

　ミミズクはその大きな目をくりくりと動かし、ハルナとアンダーソン君を見比べる。

「ほめん」

　そして——ハルナの細い腕の中から飛び立った。

「あっ！」アンダーソン君の腕に止まったミミズクは、羽を大きく広げる。

「ほー」と鳴くミミズクから目を背けるように、ハルナは下を向く。

「なんでだ——なんであたしと一緒にいないんだ！　友達だと思ったのに……友達だと思ったのにっ！」

　今にも泣き出しそうなハルナの声に、アンダーソン君は困った顔を見せる。

「ハルナ先生、こいつにも、役目ってモノがあるんだ。メガロとしての——だから、今は一緒には暮らせない」

「納得出来ないっ！　あたしの家で役目を果たせばいいだろっ！」

　ワガママなハルナの言葉に、アンダーソン君はぽりぽりと頭を搔かく。

　仕方がないと言った表情を見せたのは他でもない——ミミズクだった。

「ほー、ほー」何かを言いたそうに切なく鳴いていたミミズク。

　ユーはポンとハルナの肩かたを叩く。

『ハルナちゃんは　ボクの所に来られるの』

　どうやら、ユーにはミミズクが何を言いたいのかが分かるようだ。

　ハルナは俺の顔をマジマジと見つめ——言葉を詰つまらせる。

「ほー」＝『ボクにも　ハルナちゃんと同じように　家族が　帰る場所があるんだ』

「うっさいっ！　バカっ！　もう知んない！　とっとと、どっか行けよなっ！」

　ハルナはアンダーソン君とミミズクへ背中を向ける。すねてしまったようだ。

「じゃあな、相川。また学校で」

「おう。またな」

「ほー、ほー」

　ミミズクがお別れを言っているのに、ハルナは「むー」と唸うなるだけ。

　やれやれ。俺がハルナの方へ振ふり返かえると、そこには——

　滝たきのような涙を流す一人の少女がいた。

「あれ？　あー、もうっ！　目にゴミが入ったじゃんかっ！　あいつ羽ばたきすぎっ！」

　ぽろぽろと大おお粒つぶの涙が溢あふれて止まらない。抑おさえても、声が漏もれてしまう。

「ハルナ」心配になって、セラが声を掛かける。

「まただ——」うつむいて涙を見せないように顔を手で隠かくし、嗚お咽えつまじりにハルナが叫さけぶ。

「せっかく——せっかく友達になれたのにっ！　いつもそうだっ！　いっつもあたしを残してどっかいっちゃうんだ！」

　ハルナ……こいつは、魔ま法ほうの世界ヴィリエで、いつも一人だったと聞いている。だけど——友達が出来なかった訳じゃないんだな。

　いつも自分勝手で高飛車で傲ごう慢まんで、人のことなんか気にしないハルナだけど、決して悪い奴じゃない。むしろ、みんなと一いつ緒しよに楽しめるように精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっている。

「ハルナ……」

「アユムは、ずっと一緒にいてくれる？　根暗マンサーは一緒にいてくれんの？　そんな訳ないっ！　別れのない世界なんかないんだっ！　でも一人になるのはもういやだ！　あたしはっ！　いやなんだっ！」

　そんなハルナを、ユーが抱きしめる。

『別れは　終わりではない』

　ああ、そうだ。——いつまでも、どこにいても、友情は変わらない。それが変わらない以上、きっとまた会える。

「根暗……マンサー」

　ハルナが顔を上げる。可愛らしい少女の顔が、くしゃくしゃになっていた。

『さよなら　じゃなく　またね　と言えばいい』

　ユーの目には、その幼い顔の中には、母性のようなモノが見える気がした。

　ハルナはそのメモを手に、涙を拭ぬぐう。

「うん。そうだなっ！　もしそのときが来ても、またねって言えばいいんだよなっ！　だけど——もうあいつは——」

　顔は元気で行こうと決めたのだろうが、アホ毛がまだしなったままだ。

　俺はハルナの手を取って走る。

「言いにいこう」

「アユム？」

「ハルナの友達のミミズクに、『また会おうね』って」

「うんっ！」

　笑顔で頷うなずいたハルナは、いつもと同じ自信に満ちた表情をしていた。

「さ、ヘルサイズ殿どの。外は冷え込みますし、お体に障ります。我々は先に——」

　気を利かせてくれたのか、セラはユーを連れて、家へと入っていった。

　ハルナの手を取って、夜の路地を走りながら、声を掛ける。

「ハルナ——」

「ん？　どうした？　アユムっ！」

　その声はもう、いつもの元気で溢れていた。ピコピコとアホ毛が揺ゆれている。

「心配せずとも……俺は、ずっと一緒にいてやるさ。たとえ死んでも一緒にいてやる」

「ほえ？　……そ、それって……もしかしてっ！」

　頰ほおを染めて、アホ毛をびょいんと押っ立てたハルナに、俺は満面のゾンビスマイルを向ける。

「ああ、俺たちは『家族』だからな」

　良いこと言った。俺今、猛もう烈れつに良い事を……

「むーっ！」ふぎぎぎっ！　なんでやねん！　なんで耳、引っ張んねん！

「ハルナ、お前何しやがるっ！」

「妙みような期待させんなよなっ！」

　ちょ。こら……やめ——

「アンダーソン君たーすけてー」

　何故か怒おこっているハルナの容よう赦しやなき攻こう撃げきに、俺は遠くに見える大きな背中に、救いを求めるのだった。

　アンダーソン君とその肩に乗っていたミミズクが振り返る。

　ハルナは俺の耳から手を離はなし、アンダーソン君の所へと走った。

　全く、ハルナは何を怒っていたのか。皆かい目もく見当も付かないが、その後を追う。

「お別れを……言いに来たんだ」

「そうか——」アンダーソン君は何が言いたいのかを理解し、ミミズクを下ろす。

　ハルナはヒザを抱かかえるようにしゃがみ込み、出来る限りミミズクと同じ視点で——

「勘かん違ちがいすんなよな。もう二度と会わない訳じゃないんだからな」

「ほーほー、なるほろな」ミミズクは小さく頷く。

「だから、さよならじゃないんだ。分かるよな？」

「ほーほー」ミミズクはコクコクと、小さく何度も頷いた。

「じゃあ——またな」

　そう良いながら、ハルナは片手を上げた。ミミズクも同じように片方の翼つばさを上げる。

　それは、意識したのかしていないのか、ミミズクの『友達になろう』のポーズになっていた。































　えー、今回の成果は——クリスはこちょこちょに弱くて、おっさんが行きそうな場所を好む。と。

　…………だから何？

　丸々長編小説が一個出来そうなぐらいの一日だったが、結果はショボイものだった。

　いや、サラスは愛に目覚めてしまったし、ハルナにメガロの友達が出来た。

　十分な成果ではないだろうか？

　だけど参ったな。

　クリスを倒たおす糸口が、全く摑つかめない。

　待てよ？　あるじゃないか。倒す方法が、まだ残されている。

　そうだ——。あいつがハルナから魔ま力りよくを奪うばったように、あいつの魔力を奪ってしまえばいい。

　そのためにはハルナに魔力吸引機をもう一度作ってもらう必要があるのだが——

「あんなもん、二度と作れない」

「何でだよっ！　お前天才だろっ！」

「あたし、閃せん光こうのように生きるタイプだから。じゃあ、聞くけど。アユムが今日、たまたま調子良くてモナ・リザを完かん璧ぺきに描えがけたとして、明日あしたそれをもう一度描けんのかって話だ」

「……そう言われると——無理だな」

　はい。最初っから無理でしたー。ってことか？

　どうすりゃいい？

　どうすればハルナの魔力を取とり戻もどせる？

　待てよ——確か。

「なあ、ユー。元々はお前がハルナの魔力を吸い取ったんだよな？」

　こくり。

　ユーは少し申し訳なさそうに頷いた。だったら——

「それをもう一度出来ないか？　今度はハルナじゃなく、クリスから魔力を奪うんだ」

『あのとき動いた感情は　笑い』

「よし！　だったらみんなで根暗マンサーを笑わせようっ！」

　こうして、大喜利大会が開かい催さいされた。

　俺とハルナとセラはそれぞれスケッチブックを片手に、緊きん張ちようした面持ちでユーを見つめている。

　トントン。ユーが机を二度叩たたく。

　一つ目のお題。

『スティーブン・セガールが最近ハマっていることは？』

　難しい。

「はい！」ハルナさんの回答。これを見て傾けい向こうを探ろう。

〝小さい秋を見つけること〟

　期間限定過ぎるだろっ！

　この回答が面白いのかどうかは分からないが、これはユーを笑わせる戦い。この回答は、ユーのツボに入るのか？

『ちょっと　好き』

　惜おしいっ！

「はい」優等生、セラさんの回答。

〝車をハイジャック〟

　カージャックじゃないんだっ！

『これも　ちょっと　好き』

　お？　ユーの笑いのツボは案外口が広いぞ？　これならすっぽりすっぽり——

　俺は「はい」と手を挙げてから——

〝ＵＮＯ〟

　どうよ？　あんな厳つい顔して、残り一枚になったらウノ！　って言って……

「…………」

　ノーコメンツっ！

「はいはいはいはい！」ハルナの回答。

〝オールバック〟

　最近どころじゃねえよっ！

『大好き』

　言われたいっ！　俺もユーに大好きって言われたいよーっ！

「はい」続いてセラ。

〝フレッツ光の勧かん誘ゆう〟

　脅おどしに掛かかってる光景が目に浮うかぶ！

『大好き』

　くそっ！　今度こそっ！

　トントン。ユーが机を叩く音。

　……ちくしょう。お題変へん更こうか。

『相川歩がＣＤデビュー　その曲名は？』

　俺かよっ！　本人ではやりづらいな。

「はい！」元気よく手を挙げたのは、ハルナ。

〝預金通帳と印いん鑑かんと私〟

　詐さ欺ぎの匂においがぷんぷんするーっ！

『危なかった』

「いきます」セラは手を挙げずに。

〝生まれたときからバンカーショット〟

　右も左も砂さ漠ばく地帯っ！

『まあまあ』

　よし、ここで満を持して——

「はい。えー」

　俺は全てをこの回答に掛けるっ！

〝図１のようになります〟

『大好き』

　よっしゃあああああああっ！

　こんな感じで、いくつかやってみたのだが、どうにも毎日バラエティ番組で鍛きたえられたユーを笑わせるには至らない。

「やっぱり、クリスを倒すのは無理なのかな」

　と、俺が呟つぶやいたとき、ユーが机を二度叩く。

　机に置かれた、一枚のメモ。

　——そこには、こう書かれていた。

『一人　心当たりがある』

「クリスを倒せる奴やつか？　大先生じゃなくて？」

　こくりと頷うなずいたユーは、もう一枚メモを書く。

『クリスが魔ま装そう少女で最強なら　彼女は冥めい界かいで最強の人物　メガロシステムがまだ確立していなかったころ　彼女一人で魔装少女の侵しん攻こうを退けていた』

　へえ——って、強すぎるだろっ！　そんな奴がいたのか。

『ヴィリエでは　Ｓ級メガロと呼ばれていた』

「え、Ｓ級っ！　あの伝説のっ！」

　そう言えば、ハルナはメガロのランクに詳くわしかったな。

「そんなに凄すごいのか？」

「凄いってもんじゃない！　ＡＡＡ級は、『魔装少女が複数人必要』って意味なんだけど、Ｓ級はその上——『魔装少女が何人いても勝てない』とまで言われてんだ」

「それは凄いな。そんな奴とコンタクトが取れるのか？」

　ユーはまた、強く頷いた。

『アンダーソンを通せば　会える』

　そうか。アンダーソン君はこの世界と冥界のパイプ役だったな。

「では、明日にでもヘルサイズ殿どのの世界へ赴おもむく用意をしましょう」

　セラの言葉に俺は賛同したが、ユーは首を横に振ふる。

『彼女は　この世界にいる』

「なんだって？　そりゃ好都合だ。って、何しに？」

『彼女は　この世界で　同人誌を作っている』

　………………オタクですかっ？　冥界最強のＳ級メガロが？　彼女ってぐらいだから、多分ユーみたいな女の子だろうけど、え？　マジで？

　もうすぐ大おお晦日みそか。

　冬コミの足音が、すぐそこまで近づいていた。







「ところでユー。お前はどうして合コンに参加したんだ？」

『歩に　変な虫が付かないように』








あとがき









　みなさんこんにちは。木き村むら心しん一いちです。五巻はいかがでしたでしょうか？

　この巻は、サブヒロインたちにもスポットを当ててみようと思い、この様な話になりました。

　三巻で歩たちが楽器を演奏し、四巻でユーが野外ライブを、五巻ではサラスがライブハウスで——と、音楽押しが続きますね。

　私は常々こう考えてます。




『衣（コスプレ）・食（セラやハルナの料理）・住（歩たちの居場所）』

　——の次に必要なモノは何か？　それは『音』だと思うんですね。




　私がしているこの仕事は、音を感じることが出来ない人にも、音を伝えることが出来る特殊なモノだと思ってます。

『まるで川のせせらぎのような、清涼感のある、なんたらかんたら～な音』

　……とか、そういう表現ももちろんそうですが、それだけじゃないと思うんです。

　例えば——「これはゾンビですか？」という一文でも、読む人によってイントネーションや響きが違う。そこに、『サウンド』が存在すると思うんです。

「父ちゃん母ちゃんロドリゲスっ！」

　最後の五文字が英語っぽいサウンドになったあなたは、私と同じサウンドを感じているはずです。友達になって下さい。

　つまり、この『語ご呂ろの良さ』という部分を強調し、楽しい雰囲気を維持していきたい。

　これが、今の私の夢です。まだまだ未熟ですが、心ここ地ちよいサウンドで読めるような言葉で作品を埋め尽くしたいと思いますね。

　さて、そんな私ですが、この文章を打ち込んでいるときも、ずっと音楽を流してます。最近はもっぱら八○年代の洋楽ですが、ラジオなどのトークを聞きながらすることもありますね。そんな音楽とトークが大好きな私へ朗報。

　なんと気前の良いアニメプロデューサーさんが、『そらのおとしもの　青春ヒットパラダイス』というライブイベントへ誘って下さいました。

　この場を借りて、今一度、感謝の意を伝えたいと思います。

　本当にありがとうございました！

　で、このライブがねー。かなり良かった。あの一体感は、やっぱり画面越しでは分からないと思います。声優好きな私としては、終始ニヤニヤしっぱなしでした。

　出演者が多かったのですが、皆さん素敵な方で、中でも野の水みず伊い織おりさんや美み名なさんのコスプレが——げふんげふん。もちろん全力の歌声にも大興奮。

　そうそう、曲目の中に『ゆけ！　ゆけ！　川かわ口ぐち浩ひろし』という嘉か門もん達たつ夫おさんの曲があったのですが、その曲が流れる前に、まさかの嘉門達夫さんご本人からビデオメッセージがあって、このイベントを企画した方は盛り上げ方を心得てやがるなーと感心しました。

　ていうかそもそも——




　パンツの乱れ飛ぶライブには、そうそう出会えない。




　あまり内容をここで話したりは出来ないだろうけど、これだけは言いたい！

　滅茶苦茶楽しかった！　——と。

　鈴すず木き達たつ央ひささんが会場に降り注いだパンツの一枚を、ズボンの上から装着して変態っぷりを発揮したり、保ほ志し総そう一いち朗ろうさんがアフロを装着して、『チクチク・Ｂ・チック』を歌うのも、お客さんのハイテンションと一体になっていたから、より一層楽しめたと思います。

　なんならライブにノートパソコン持っていって、あそこで仕事をしたいと思うぐらい、居心地の良い空間でした。

　まあ、そんな奴があの場にいたら、迷惑極まりないでしょうが。




　私は、音がない世界で何か仕事をするのが苦手です。

　苦手と言えば、映画館が子供の頃から苦手なんですよね。これも『音』が原因なんですけど……ほら、自分の聞きたい音量とかあるじゃないですか？

　そりゃあ大画面で綺き麗れいな映像で見たい！　って思うことは多々ありますが、音を調整出来ないのがイヤで、映画館には子供の頃から全然行かなかったですね。

　なんですけど、先日六本木にある『ＴＯＨＯシネマズ』へ行ってきました。

　ライブイベントに続き、『そらのおとしもの』と『おまもりひまり』のアニメをオールナイトで流すという内容のイベントに誘って頂きました。

　朝五時までとのことで、途中で寝ちゃうだろうと思ってたんだけど、全然眠くならなかった。

『おまもりひまり』のエロ——げふんげふん。素晴らしいシーンとか、『そらのおとしもの』のパンツ——げふんげふん。素晴らしいシーンをあの大画面で見せられたら、そりゃあ興奮するよ。

　やっぱり、アニメというのは良い物だ。と感じられる一日でした。

『ゾンビ』も早く動く絵で見たいぜうひょーい。なんて浮かれていたら——

「大人しくしてなさい」と怒られました。

　音なしでは……暮らせないのに。







　さて、『これはゾンビですか？』もアニメ化企画発表まで来てしまいました！

　ここまでこれたのは、今この本を手に取って下さったあなたのおかげであります。

　本当に、本当に、ありがとうございます！　ご恩に報いるためにも、もっともっと頑張って行きたいと思いますので、これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　ドラゴンマガジンの表紙に始まり、ドラマＣＤ化、コミック化、ツイッターなどの展開に至ったのは、こぶいちさんとむりりんさんの力です。

　あのお二人がイラストを描いてなかったら、ここまで来ることはなかったでしょう。

　今回のイラストも、素晴らしい出来でした。もうね。是ぜ非ひドラゴンマガジンの特集ページとかに掲載されているイラストも見て頂きたい。口絵とはまた違った、素晴らしいイラストが満載で、表情一つとっても衝撃的でした。

　お二人に、今一度感謝の意を伝えたいと思います。

　いつも引っ張って頂き、ありがとうございます！

　そして、コミック版『これはゾンビですか？』のさっちさん。

　さっちさんの描く京子が可か愛わいくて可愛くて、ついつい五巻に出しちゃいました。元々はサラスとハルナの巻にするはずだったのに。

「さっちさんを選んで良かった」と、ラフ画が届く度たびに、担当の森丘さんと声を合わせて言ってます。

　ありがとう。本当にありがとう。

　私の役目は、可愛いイラストが映はえるよう、可愛いキャラを作ることだと思ってます。これからもどんどんヘンテコで可愛い女の子を投入していきたいですね。

　サラスもイラストが良かったせいで「マイダーリン」などと呼ばせたり、色んな顔を見せるようになりました。

　もう「マイダーリン」って言葉を書きすぎて、近くのうどん屋さんや魚屋さんで買い物したときの「毎度あり」が「マイダーリン」に聞こえてしまうほどでした。




　次巻は秋頃を予定していますが、その間もドラマガなどでヒロインたちの多様な表情を描いていきたいと思ってますので、あたたかく見守って下さいますよう、よろしくお願いいたします。





二○一○年四月　木村心一
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